
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　全てはこのキスから始まった






　部活終わり。空はすっかり暗くなって、人工の光があたりを照らす。

「かー疲れた。今日の練習もきつかったなぁ。そうだ宏ひろ樹き、このあとラーメンでも食べに行かね？」

　サッカーの練習を終えたばかりの汗臭い奴やつらが集まる部室の中で、俺、梅うめ崎さき宏樹はチームメイトたちからご飯に誘われる。ハードな練習を終えたばかりだから、みんな腹ペコなんだろう。実際、俺もお腹なかは空いている。

「あーごめん。今日も無理だ。誘ってくれたのにごめんな」

　だけど、俺はそれには行けない。放課後、必ず行かなくてはいけない場所があるから。

「今日もか？　なんだよ、彼女なら紹介してくれよ」

「そんなんじゃないって。じゃあ俺、先に帰るわ。また明日な」

「んじゃなー」

　それから俺は急いで目的の場所に向かう。そこは俺が半年前の高校一年の冬頃から、ずっと通っている場所。

「こんばんは」

「こんばんは宏樹くん。今日もありがとうね……」

　そこは俺と長い付き合いのある幼おさな馴な染じみ、浜はま地ち幸ゆき穂ほの家。隣接している和菓子屋を経営している関係で、家の外観も和風で古風だ。

　インターホンを押すと、今日もユキのお母さんが俺のことを出迎えてくれる。部活の関係上どうしても俺は夜の時間帯しか来れないのだが、それでも嫌な顔せずに迎え入れてくれた。

「こちらこそ夜遅い時間に押しかけてしまってすみません。それで……今日はユキ、どうですか？」

「全然。いつも通り、部屋に閉じこもっているわ」

「……そうですか」

「ほんと、いつになったらあの子、元のように学校に……行くのかしら」

　ユキのお母さんは諦めた顔をしながらそう言う。そしてそれを聞いた俺も、つい困った表情をしてしまう。

　そう、ユキは昨年十二月から不登校となっている。元々おとなしい性格ではあったものの、特に学校で嫌がらせを受けているという報告はなく、学業不振というわけでもなかった。それにも拘かかわらず彼女は突然不登校となり、部屋に閉じこもるようになってしまった。

　四歳から幼馴染として一緒にいた俺はそんなユキのことが心配で、ユキが不登校になってから毎日彼女の家に来て話をしたり、同じクラスになった二年生からはプリントを渡しに来ている。それぐらいしか自分にはできないからと思って。

　でも時々、俺がしていることが本当にユキにとって良いことなのか……わからなくなる。ユキにとって、余計なお世話なのかもしれない。本当は来て欲しくないのかもしれない。だけど、一度も拒まれたりはしていないから。だから俺は、毎日ユキに会いに来ている。

「このまま部屋から出てこなかったら……高校を卒業できなくなっちゃうわ」

　ユキの出席日数はもう危険域に入っている。これ以上休んでしまえば……高校を留年、もしくは退学せざるを得なくなるだろう。そのことを危惧してユキのお母さんはかなり心配している。

「じゃあ俺、ユキと話してきます」

「お願いね、宏樹くん」

　そして俺はユキの部屋に行く。子供の時は部屋にも何度か入って、一緒に遊んだりした。けれど中学生の頃からもうお互いの部屋に入ることはなくなって、こうして高校生になってから、ユキが不登校になって俺が毎日来るようになった今は……扉が開いたことすらない。

「ユキ、こんばんは」

　俺はこんこんとドアを優しくノックして、挨拶をする。するとドアの向こうからこんこんと優しくノックする音だけが返ってくる。返事はないけれど、ユキがこうして反応してくれるだけでも、俺は嬉うれしかった。

「今日さ、この近くにある弁当屋で買った弁当が美味おいしかったんだよ。竜田揚げ弁当だったんだけど、量がたくさんあってすぐ腹一杯になったんだ」

　そして俺はドア越しにユキに話しかける。とはいえ、ユキが返答することはなく一方的に俺が話しかけているだけだが。それでも俺はユキとおしゃべりがしたい。

「そしたら友達がさ、勝手に竜田揚げ一個取りやがってさ。奪い返そうとしたらそいつ飲み込みやがって……。食い意地がすごいって思ったよ」

「で、そいつ放課後に腹くだして遅れて練習に来たんだ。今日は県大会のスタメンを決める大事な練習だってのに。でもまあ……なんだかんだそいつもスタメン取れそうだったけど」

「……それでさ。俺も今日の練習めっちゃ上手うまくいってさ、スタメン取れそうなんだ。だから……」

　だから、と言った後に喉から出そうだった言葉を俺は飲み込んだ。「試合、見に来て欲しい」と言いたかった。だけど……それを言う勇気が、俺にはなくて。我ながら情けない奴。……でも、仕方がないだろ。あの日以降、どうしてもユキに一歩踏み出すのが、怖くなってしまったから。

「……」

　それから沈黙が続く。勢いに任せて喋しゃべっていたから、一度崩れてしまうとすぐに喋れなくなってしまう。ああ、もっと喋りが上手かったら、どうにかできるのかな。

「……あ、あのさユキ」

　だけど何か喋らないといけない。そう思った俺は突発的にあることを言う。

「……俺に何かできることがあったら言ってよ。できることなら……なんでもするから」

　なぜこんなことを言ったのか。それは自分にもよくわからない。今までこんなこと言ったことはなかったのに。もしかしたら万が一ユキが退学してしまったら、何かしてあげられてたらって後悔すると思ったのかもしれない。何にせよ、今の俺に答えは出せない。

「…………えっ！」

　その言葉を言った後、俺は驚きを隠せずに声を上げてしまう。なぜなら今まで一度も開かなかった、ユキの部屋のドアが……ゆっくりと開いたから。

「………………」

「ゆ、ユキ……」

　お人形さんのように整った可愛かわいらしい顔立ち。高校生にしては少し小柄な体型。そして思わず見とれてしまうほど綺き麗れいな黒髪。

　閉じこもっていたからか、少しそれらに陰りはあったものの、それでも美しくて可愛い幼馴染、浜地幸穂の姿がそこにはあった。

「ゆ、ユキ！」

　俺は久しぶりの再会がとても嬉しくて、満面の笑みでユキのことを見る。それに対してユキはとても恥ずかしそうにして、目もキョロキョロとさせて縮こまった様子だった。

「…………な、なんでもいいの……ヒロくん……？」

　今にも消えてしまいそうなほど、か細い声でユキは俺に確認した。そして俺はその問いかけにウンウンと大きく頷うなずく。出てきてくれたことが嬉しくて、もうなんでも聞いてあげるという状態だった。

　だが、ユキの願いは俺が思っているようなものではなく……。

「…………じゃ、じゃあ……今日から私と……毎日キスして」

「………………!?」
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「……そしたら、学校行く。ヒロくんにそこまでしてもらったら……私もお返ししないといけないから」

　それは、予想すらしていなかった願いだった。俺は一瞬冗談で言っているのではないかと疑ったが、何年も一緒にいるユキの様子を見ると本気だとわかる。でも、それに一体どういう意図があるのかはわからない。

　自分に好意があるから？　でも中学のあの時。




　───ごめんね、ヒロくん。私───




　それはもう叶かなうことのない願いだって、わかったはずだ。それにユキにはもう……。

「…………それで、いいのか？」

　だけど同時に、これを拒めばそれこそもう二度とユキと会えない気がして。そう思った俺は、覚悟を決めた。これから先、ユキと会えないなんてことにはなりたくなかったから。

「…………うん」

　そして俺の問いかけに、ユキは頷く。それから俺たちはユキの部屋に入って、ベッドの上に座る。それからお互いに顔を見合わせて。

「……じゃあ、するね。初めてだから……上手くできないかも」

　真っ赤に染まった顔、そして震えた声になりながらもユキはそう言う。徐々にお姫様のように整ったユキの顔が今までにないぐらい近くに寄って、お互いの吐息が混じり合うと、これから本当にキスをするんだって実感させられた。心臓はドクンドクンと鳴り続けて、する前から破裂しそうなぐらい激しく動いている。こんな状態でキスをしてしまったら……生きていられるのかな俺。

「ヒロくん……んっ」

　俺の名前を呼ぶと、ユキは震える両手で俺の頰を包む。そしてほんの一瞬、唇が重なった。ちょっとの間だったけれど、俺の中に柔らかくて甘い感触が間違いなく広がっていた。

「……」

　唇を離したユキは、すぐに目線を逸そらして息を整え始める。よっぽどキスをしたことが恥ずかしかったのだろう。された方の俺もまともにユキのことを見られないから、その気持ちはとてもよくわかる。

「……だ、大丈夫かユキ？」

「う、うん。……キスって、こんな感じなんだね」

　ユキは俺から逸らした視線を戻して、キスしたばかりの自身の唇に指で触れながら、ファーストキスの余韻に浸っていた。

　かく言う俺も、頭の中が真っ白になって何も考えられなくなっていたけれど。

「ヒロくん、ごめんね……こんなことに、付き合ってもらって」

「あ、謝ることなんて……」

「…………本当に、優しいね、ヒロくんは。……明日……学校で待っててね」

　キスを終えた後、ユキはそう言う。それが本当なのか、この時の俺にはわかるすべもなかったが……長い付き合いの中で、ユキが俺との約束を破ったことはない。だから俺はその言葉を信じて、ユキの部屋を去り帰路についた。

　この約束が俺たち二人の関係を一変させてしまうことを、この時は知る由よしもない。











第二話　約束通り、来てくれた






　───今日から私と毎日キスして───




　その約束の翌日。俺は試合が近いため早い時間に部活の朝練があるので、ユキの家に寄ることができなかった。あの約束が本当なのかすぐに確かめたかったが、流石さすがに朝早くから家に行くのは迷惑だろうし。

　だから俺は信じることしかできない。ユキが約束を守ることを。

「お疲れ宏ひろ樹き。はいこれ」

「お、サンキュー。いつもありがとな」

　そして朝練が終わって部室に戻る途中、マネージャーでありクラスメイトである林はやし原ばら紫ゆかりが俺にタオルを渡してくれた。それを俺は受け取って汗を拭く。

　校則のギリギリを攻めてちょっと茶色に染めたポニーテールの髪に、アイドルのように可愛らしい顔立ち、そして……つい目が行ってしまうほど、大きい胸。紫はサッカー部のマネージャーとしてとても優秀で、なおかつ明るい性格もあって人気者だ。しかも成績まで良いんだから……非の打ち所がない。

「いいってこと。だってあたしらの仲じゃん」

「な！　その言い方はやめてくれ……」

「やーだよ。宏樹の反応ちょーおもろいし。てかさー、なんか今日、宏樹集中してなかったね。ま、それでもミスとかはしてなかったけどさ。なんかあった？」

「え、えっと……」

　紫にそのことを問われて、俺は言葉を詰まらせる。そう、実は全く集中できていなかった。なにせ昨日……色々あったから。ユキが部屋から出てきたこと、初めてのキスをしたこと、そして毎日キスをするっていう約束事……。特にユキとキスをしたっていう事実にドキドキしてしまって、昨日は眠れなかった。

　だけどそんなこと正直に紫に言えるわけもなく。

「き、昨日、応援してるループバリがティシーに負けたからショックだったんだよ」

　パッと思いついた理由で誤魔化した。実際眠れなかったので試合はスマホを使ってリアルタイムで観みてはいたが、内容なんて全く頭に入っていない。

「あーなるほどね。確かに昨日の試合、最初はループバリ優勢だったからねぇ。だけどティシーの交代策がハマったからなー」

「あ、紫も観てたんだ」

「もちろんでしょ。将来サッカー雑誌の記者になるためにはたくさん試合を観ないといけないからね！　ま、元気だしなよ。次の試合はループバリ勝てるって」

　紫は明るい笑顔を向けながら、ぽんぽんと俺の背中を優しく叩たたいて励ましてくれた。本当はそれで落ち込んでいるわけではないけれど……紫の優しさのおかげで、元気になった気がする。

「ありがと紫。おかげで元気でたよ」

「でしょー。……ま、宏樹が元気ないとあたしの方が心配になって元気なくすし」

「え？」

「な、なんでもない！　さっさと着替えて教室戻るよ！」

　何やら紫は勝手に焦あせると、ジャージから制服に着替えるため、そそくさと女子更衣室に入って行った。そして俺も部室で着替え始める。

「お、宏樹、遅いぞ。俺はもう着替え終えちまったよ」

「いや浩こう一いち、お前練習終わってすぐ部室に戻ったからだろ。どうせお腹なか空いてなんか食べてたんだろ？」

「バレてたか。ま、しゃーないだろ。練習した後腹減るし」

　部室の中にはクラスメイト兼友人兼チームメイトの柳やなぎ浩一が先に戻っていた。彼は非常に大食いであり、四六時中何かを食べていると言っても過言ではないぐらい食べている。しかも、サッカーをしているからかガタイはとてもいい。

「ほんとよー食べるな。しかもそんな食べてんのに二年生ながらエースストライカーって。むしろ食べているのが秘ひ訣けつなのか？」

「さぁ？　でもお前だってスタメン取れそうじゃん。センターバック任されるのは信頼されてる証あかしだろうし。守備は頼んだぜ、宏樹」

「おうよ、任せな。つっても一人じゃどうにもならないのが守備だけど」

「そんなこと言うなって。あの世界的な選手だって───あ！　てかもうすぐ朝礼の時間になるじゃん！」

「げ！」

　だらだらと喋しゃべりながら着替えていたら、いつの間にか授業の時間が迫っていて、部室にいるのも二人だけになっていた。急いで着替えを済ませ、俺たちは部室を出て行く。

「遅い宏樹！　あ、浩一っていうおまけまでついてきた」

　すると制服姿に着替えて外で待っていた紫が、プンプンになって俺たちを怒る。

「ふっざけんなてめえ！　てかそんなら宏樹待たなきゃいいだろ」

「い、いいじゃん別に！　さ、行くよ宏樹」

「お、おう！」

「おい待て俺を置いて行くな！　あ、横腹いてぇ……」

　俺たちは全速力で教室まで駆けていく。廊下は走るな、なんて注意は御構い無しに。その甲か斐いあってなんとか遅れることなく教室に着いたのだが……何やら教室の前が騒がしいことに気づく。

「ん？　なんか今日あったっけ？」

「え、あたし知らない。宏樹は何か知ってる？」

「いや、俺も…………！」

　最初は、何が起きてるのかわからなかった俺だけど……見覚えのある姿を見た時、すぐ事態に気づいた。

「ユキ！」

「…………ひ、ヒロくん！」

　そして俺は野次馬をかき分けていき……その中にいる、ユキの元に駆けつけた。本当に約束通り、学校に来てくれたんだ。それがわかった俺は嬉うれしくて、つい無意識に笑ってしまう。

　一方ユキは目立ってしまったこともあってかとても恥ずかしそうにしていたが、俺を見ると安あん堵どしたように少し落ち着いた表情を見せる。ただ、それでもまだまだ怯おびえている感じは拭えない。

「席、案内するよ。まだ知らないだろうし」

「……あ、ありがとう……ヒロくん」

　そして俺はユキを席まで案内した。そこは窓側の一番端っこの席で、偶然にも俺が隣の席だった。そのことを知ると、ユキはまた少し安心した表情を見せる。

「もうすぐ朝礼だから、後で話そう」

「う、うん……」

「……よかった、ユキが来てくれて」

「約束……したから」

　そんなやりとりをしたのち、ちょうどチャイムが鳴って朝礼が始まる。




　　　　＊




　朝礼が終わって、授業が始まる間の時間に俺はユキと少しばかり話をしようとする。

「え、えっとヒロくん……そ、その……えっと……っ」

　その前にユキから何か話そうとしていたが、久しぶりに学校に来たこともあってか緊張していてモゴモゴと口を動かすことしかできていなかった。

「めっちゃ緊張してるねユキ。はいこれお茶。これ飲んで少し落ち着いたら話して」

　そんなユキを見て俺はカバンからまだ飲んでいないお茶のペットボトルを取り出して、ユキに渡す。渡されたユキはそれを受け取ってゆっくり飲む。

「……ありがとう。ご、ごめんねヒロくん、迷惑ばっかりかけちゃって」

「そんなことないさ、これぐらい大したことないし。それで、どうしたの？」

「う、うん……え、えっとね………………あっ」

「チャイム鳴っちゃったか。んじゃ、話は次の休み時間聞くよ」

　タイミングが悪いことに、ユキが何かを言おうとしたその時ちょうどチャイムが鳴り、授業が始まってしまった。大事な話のようなので授業中話をして中ちゅう途と半はん端ぱになるのはまずいと思い、次の休み時間に持ち越しておいた。

　そして次の休み時間。

「浜はま地ち。休んでいた間の小テストどうするか決めるからちょっと来て」

「ひゃ、ひゃい！」

　授業が終わるとすぐにユキは数学の女性教師に呼ばれてしまい、話すことができなかった。大丈夫かな……ユキ。久しぶりの学校ってことですごい緊張しているみたいだし。

「……ん？　どうした紫？　浩一も？」

　そんなことを思っていると、紫と浩一が俺のとこに来ていたことにふと気づく。あれ、なんか紫めっちゃ驚いた表情してんな。

「どうしたもこうしたも……あんた浜地さんとどういう関係なの!?　さらっとすごい親しげに話してたけど！」

「俺もめっちゃ興味ある！」

「浩一まで……」

　ああそうか。この二人は俺がユキと幼おさな馴な染じみだってことを知らないのか。高校一年の時も、二人とは同じクラスだったけどユキとは別のクラスで、接点もなかったからな。

「ユキとは小さい頃からの幼馴染だよ。家もそこそこ近くてガキの頃は毎日一緒に遊んでたし、なんだかんだ高校までずっと一緒なんだ」

「あーなるほど。納得」

「そ、そうなんだ」

　ざっとした俺の説明に浩一は納得し、紫も一応納得したようだ。

「だから不登校で心配だったんだけど……来てくれてよかったよ。あ、そうだ。今日からユキも一緒に弁当食べていい？　多分一緒に食べる相手いないだろうし」

「あ、ならいい手があるぜ！　ほらこれ」

　浩一は名案があるらしく、ニヤッと笑ってポケットから何かの鍵を取り出して、それを俺に渡す。

「なにこれ？」

「屋上の鍵。ま、どうやって手に入れたのかは聞かんでくれよ。あそこだったら誰も行かないし、二人きりで食べるにはうってつけだろ？」

「ふ、二人きり!?」

　俺の予定ではいつも一緒に昼ご飯を食べている紫、浩一とユキの四人で食べるつもりだったのだが……どうやら浩一はそう考えてはいなかったようで、ニヤニヤとしながら話を進めていく。

「長年の付き合いがあるお前と二人きりで食べる方がなんだかんだ今の浜地さんには良いと思ってな。学校に慣れてきたら俺らとも一緒に食えばいいっしょ」

「確かに。たまにはいいこと言うじゃんか浩一。それじゃあそうさせてもらうよ。紫も大丈夫？」

「……うん。じゃあ、あたしら今日はＢ組のメンツと食べとくね。浩一と二人っきりはきついし」

「お、俺だってきついやい！」

「ありがとな、二人とも」

　そんなこんなで話がまとまったところでチャイムが鳴り、ユキは駆け足で教室に戻ってきた。それからまた授業が始まり、そして終わっていき……また休み時間に入る。

「あのさユキ、今日のお昼一緒に屋上で食べない？」

「え!?　い、いいのヒロくん？　と、友達と食べなくて……？」

「許可とったし大丈夫。あ、でも無理はしなくていいよ」

「い、行く……！　わ、私も……ヒロくんと一緒に……食べたかったから」

　そこで初めて今日、ユキは笑ってくれた。俺と一緒に食べたいって言ってくれたことも嬉しかったから、思わず俺も笑みを返す。それから昼休みに入り……。

「わぁ、結構広いんだなあ屋上って」

　俺たちは屋上に来ていた。本来であればここの鍵なんて生徒が手に入れることはできないはずなので、俺たちはフェンスにもたれながら、二人だけの空間で弁当を食べ始めた。

「あれ、ユキお昼ご飯それだけ？」

　ユキはコンビニのおにぎり一個だけをカバンから取り出して食べていた。

「う、うん……。きょ、今日いきなり学校に行くって言ったから……ママもお弁当作れなくて」

「なるほど……なら俺の食べなよ。それじゃ足りないだろうし」

「え!?　そ、そんな……ひ、ヒロくんのお弁当……もらうわけには……」

「じゃあ俺がユキにあげたいって言ったら？」

「…………ずるい」

　言葉巧みにことを運んで、俺はユキに弁当のおかずをあげる。そしてモグモグとゆっくり、美味おいしそうにユキは食べていた。それを見て俺はまた嬉しくて笑う。

「美味しいね、これ……お母さんの手作り？」

「いや、今日は俺が作った。眠れなかったから勢いで」

「そ、そうなんだ！　や、やっぱりすごいねヒロくんは……すごく美味しかったよ。…………あ、あの……それと眠れなかったのって……」

「…………う、うん」

　俺がなぜ眠れなかったのか、その理由をユキは察していたのだろう。お互いに昨日のことを思い出して、顔を真っ赤にしてしまう。

「……い、いや……俺初めてだったから」

「……そっか。……お互い、初めてだったんだね」

　ユキは少しだけ安堵した表情を見せる。でも、ユキの初キスを俺がもらってしまってよかったのかな。だってユキには……。

「……」

「……」

　ユキに聞きたいことは山ほどある。どうして俺とキスすることが学校に来ることにつながるのか、あの人のことは大丈夫なのか、そもそもどうして不登校になったのか。けれどそれを本人に直接聞けば嫌に決まっているだろうし、そもそもお互い昨日のことを思い出してしまうとつい気まずくなってしまい、会話が途切れてしまう。だから今はできるだけ話題を別のものにしようとあれこれ考えていると。

「……あ、あのね！」

　先に口を開いたのは、ユキだった。

「わ、私……今日の分のキス、今したい」

「…………あ、きょ、今日の分のキス……そ、そっか。毎日だもんな。でも学校でしなくても、放課後ユキの家ですればいいんじゃないか？」

「……ヒロくん、練習頑張ってたでしょ？　私、朝練見たよ。あんなに朝でも頑張ってるなら、きっと放課後も大変だろうし、無理して私の家に来なくていいようにしたいの。そ、それに、私の家だとママたちにバレちゃうかもしれないから。だ、だから……時間がある今、キスしたい」

　必死に今日ここでしたい理由を、恥ずかしがりながらユキは説明していく。俺としては別に気にしていないことだが、ユキがここまで自分のことを思って言ってくれていることを蔑ないがしろにはしたくない。それにユキの両親に知られてしまうリスクがあるというのももっともな意見だ。

「……わかった」

　だから俺はここでキスをすることを承諾した。幸いここは誰も来ない場所だし、誰かに見られることもないだろう。

「ありがとう、ヒロくん。……ちゅっ」

　そしてユキは俺の唇にキスをした。初キスから一日。すぐに慣れるはずもなく、ほんの少し触れただけのキスだというのに心臓は馬鹿正直にバクバクと打ち続ける。せめてそれを表情には出さないよう心がけているけど……きっと隠せていないだろう。だって顔が焼けるように熱いんだから。

「……」

　それはユキも同じらしく、プスプスと音が聞こえてきそうなぐらい顔は真っ赤で、キスをし終わった後は昨日と同じく俺と目線を合わせることができていない。

「……中々、慣れないや。ごめんねヒロくん、下手くそなキスで」

「べ、別にそんなことは」

　落ち着きを取り戻したユキは、俺の目を見て謝る。無難な回答を返した俺だけど、そもそも俺はユキ以外の人とキスをしたことがないので、これが下手くそかどうか比べることすらできない。ユキも経験が浅いから、行為に自信がないのだろう。お互い、キスについてまだまだわからないことだらけだ。

「……明日は、もっと上手にキスするね。だ、だから……またしてくれる？」

　不安そうにユキはお願いしてきた。もしかしたら、キスが下手くそだから約束を断られると思っているのかもしれない。でも、別にユキがどんなにキスが下手であろうとも、そんなの大した問題じゃない。

「ああ、もちろん」

　俺はユキが元気に学校に来てくれればそれでいいから。約束通り毎日キスをすれば学校に来てくれるのなら、断る理由なんてない。

　でも、俺も少しずつキスに慣れないとな。そのうち心臓発作で死ぬかも。

「よ、よかった。本当に、ヒロくんは優しいね」

「そ、そんなことはないって……あ、チャイムだ。そろそろ戻らないと。行こっか」

「う、うん」

　そして俺たちは、二回目のキスを済ませたのち教室に戻っていった。まだドキドキしているのを、なんとか誤魔化して。




　　　　＊




　昼休みを終えて、その後の二時間に及ぶ授業を終えたのち、俺は部活に行き、ユキは帰宅していった。ちなみに俺たちは別れ際ぎわ。

「ぶ、部活……が、頑張ってね……ヒロくん！」

「ああ、頑張るよ。ユキも今日はよく頑張ったね」

「……ヒロくんがいたからだよ。あ、明日も……よろしくね」

　そんな会話を交わしていた。それは他のクラスメイトにも聞かれていたが、「明日もよろしく」の意味がキスをすることなんて、誰一人知る由よしもない。

　そして俺は。

「ナイスカット宏樹！」

「今日お前すごく調子がいいな！」

「この調子で頼むぞ！」

　ユキの応援があったからか、俺はプレーがとことん冴さえ渡っており絶好調だった。何をしても上手くいくっていう感じでもう無敵なんじゃないかって思えたぐらいだ。

　そして練習が終わった後、部室で制服に着替える。その時浩一が……。

「今日ラーメン食いに行かね？」

　と誘ってくれた。昨日までならユキのところに行かなくてはいけないから断っていたが、今日からその必要はなくなった。だから俺はその誘いに乗って浩一とラーメンを食いに行くことにした。

「あたしも行きたい」

　そのことを紫に話すと紫も一緒に行くことに。最近三人で外食はできてなかったから、ちょうど良い機会だ。

　というわけで俺らは近くで美味しいと評判のラーメン屋に行って、テーブル席に座る。

「今日の練習の宏樹、すげー絶好調だったな。朝練の時は正直微妙だったけど、見違えるようだったぜ」

「俺もびっくりしてる。何もかも上手うまくいったからな」

「浜地さんに応援されたからじゃないのー？　このこのー」

「ちゃ、茶化すな紫！」

　でも実際それだ。ユキが約束どおり学校に来てくれて、今日の約束分のキスも無事終えて、そして応援もしてもらったからあれだけ良いプレーができたんだろう。

「あれだけ可愛かわいい子に応援してもらったら元気でるでしょー。いやー、こりゃあたしの応援も霞かすんじゃうなぁ」

「え？　紫の応援も十分すぎるぐらい力になってるよ」

「ふぇ!?　ちょ、な、なにいきなり言ってんの！　も、もう……」

「俺も力になってるぜ紫」

「あっそ」

「宏樹に比べて扱い雑だなおい！　お、うまそ」

　喋しゃべっているうちに、頼んでいた豚骨ラーメンが来た。おーこれは中々美味しそう。いただきまーす。あ、やっぱり美味うまい。

「うめーなこれ！　いやー初めて来たけどここ誰かにオススメしてーな。あ、そうだ宏樹。浜地さんラーメン好きか？　今度は浜地さんも誘ってここ来ようぜ」

「うーん、どうだろう。ユキがこんながっつりしたラーメン食べてるとこ見たことないな」

「あー。確かに周り見渡しても女子は……」

　店内を見回してみると、店員含め男性の姿しかない。女子は紫だけだ。

「た、たまたまあたし一人ってだけでしょ！　でももっと食べやすいものの方がいいんじゃない？　宏樹、浜地さん何が好きなの？」

「ユキの好きなもの……か」

　ユキの好きなもの。どんなものがあるか色々考えてみたけど……昔好きだったものなら答えられるが、今のユキが好きなものは思いつかない。思えば、家に行った時もユキの話を聞くことはなかったし、不登校になる以前は別のクラスだったから昔と比べたら話す機会も少なくなっていた。

「……なんだろう」

「知らねーのかよ！」

「最近のがわからないだけだ！　一年の時は別のクラスだったし、ユキは帰宅部だったし」

「確かにそうなるといくら幼おさな馴な染じみでも喋る機会って少なくなるからね。じゃあ中学時代は？」

「ちゅ、中学時代……」

　何気なく紫は質問しただけだろう。確かに、中学時代にはユキとの楽しい思い出はたくさんある。けれど、それを全て帳消しにしてしまう出来事があったから俺はつい言葉に詰つまってしまう。
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「いや……中学は卒業式の時に色々あってな……」

「あ、もしかしてフラれたとか」

「……」

「え、図星!?」

　浩一は冗談のつもりでフラれたと言ったのだろうが、まさかの正解を当てられてしまい、俺は古傷がズキッと痛み、浩一は焦あせり出した。そう、俺は中学を卒業する時にユキに告白して、見事フラれている。

「す、すまん宏樹！　ま、まさかそうだとは思わなくて……」

　あたふたしながら浩一は申し訳なさそうに頭を下げた。

「いや気にしなくていいよ。もう昔のことだし」

「でも今でも仲よさそうじゃん。フラれた理由がよくわかんないんだけど」

　紫は恐る恐るそう聞いてきた。確かに、今日のやり取りを見たら、かつてフったフラれたの関係にあったとは見えないのかもしれない。俺も、あの頃は告白さえすればユキと付き合えるって、心のどこかで思っていた。でも……。

「……ユキには、許嫁いいなずけがいるから」

　どうにもならない現実が、そこにはあった。

「「い、許嫁!?」」

　二人は驚きを隠せなかったようで、水を飲んでいた浩一はむせて紫は口をあんぐりと開けてしまっている。

「何それ……い、今時そんなの本当にあるの？」

　紫の指摘はごもっともだ。俺だって最初聞いた時はユキが冗談を言っているんじゃないかって本気で疑ったから。でも、残念ながら本当だ。

「ユキの家は和菓子屋をやっているんだけど、本家が東京にあるらしくて……そこの息子さんの元に嫁ぐことになってるんだ」

　だから俺はユキに告白を断られた。自分には許嫁がいる、だから付き合うことができないって、申し訳なさそうにユキに言われて。

　やらかしたと思ったよ。高校も一緒になれたから、これからは幼馴染としてじゃなくて恋人同士としていたいと思ってしまったのがそもそもの間違いだったんだ。

　それから高校入学までにユキとは会うことなく、入学後も、別クラスということで関わる機会も少なくなった。その間に、なんとか俺はユキへの想いを断ち切ることはできたけど……俺たちの距離はどんどん広がっていく一方だった。このまま、俺たちは関わり合いをなくすのかな、なんて思ったりもしてた。だけど、ユキが不登校になったことを聞いた時、俺はいてもたってもいられずに毎日ユキの家に行くようになって……そして、今に至る。

　だから、どうしてユキが俺と毎日キスをするだなんて約束をしたのか、俺にはわからない。

「や、やべーな。それってあれだろ？　え、えーっと……」

「政略結婚ね、浩一。ねぇ、浜地さんはそれを納得してるの？　無理やり親から強要されてるんじゃないの？」

「……いや、違う。俺もそう思って本人に聞いたけど、ユキの両親はユキの気持ちを尊重してくれたらしいんだ。嫌だったら断ってもいいって。だけど、ユキは許嫁になることを選んだ。そういうことらしいよ」

「つまり、浜地さんはその許嫁のことが好きなのか？」

「……それはわからない。だけど、俺も許嫁の人に一回会ったことがあるけど、顔はイケメン、性格は爽やか、俺と一個しか歳としが違わないのに風格もあって、それに東京のサッカー強豪校でレギュラー張っててプロからも注目されているらしい。それだけのスペックの人と、俺を比べたら……まぁ敵かなわないよな」

「ハイスペックすぎだろそれ！　俺たちの住んでる長野には絶対いねーだろうな……東京こえー」

　浩一の言う通り、俺も初めて会った時本当にこんな奴やつがいるのかって驚いた。会うまでは多少悔しさもあったのに、それすら吹き飛ばされてしまったんだから。ほんと、神様は不平等だよな。

「……よし、追加で餃子ぎょうざ注文しよう。あたしが宏樹に奢おごる」

「え？　い、いやそんな同情してもらうつもりなんてなかったし。それに……もう俺はユキに恋愛感情は持ってないから」

　そう、今俺がユキに抱いている感情は、長い付き合いのある幼馴染として、楽しい学校生活を送って欲しいということだけだ。だから約束としてキスをしているだけ、そこに恋愛感情はない。絶対に、ないはずなんだ。

「まぁまぁ、ここは奢らせてよ。ちょっと財布を軽くしたかったしさ」

「俺もチャーハン奢るぞ！　いらんこと言ってしまった詫わびだ！」

「ちょ、そんな食えねーよ！　な、なら三人で食べよう、それならなんとか食えそうだし」

「お！　なら早速頼むか。すみませーん」

　何やら俺の失恋話を哀れんで二人が奢ってくれることになった。俺一人じゃ食いきれないからシェアすることになったけど。ま、こんな風に励ましてくれるのが二人のいいところなんだよな。本当に俺は、良い友達に恵まれている。

　それから俺たちは三人で追加分も平らげて、帰路についた。











第三話　幼おさな馴な染じみの好きなこと






「じゃあ紹介するよ。俺の友達の紫ゆかりと浩こう一いち。去年別のクラスだったからユキは初対面だよね？」

「う、うん……」

　朝礼が始まる前、俺はユキに二人のことを紹介する。仲良くなるためには俺が間を取り持つ必要があると思ったからだ。

「林はやし原ばら紫です。浜はま地ちさん、これからよろしくね！」

「………………よ、よろしくね」

　紫は手を差し出して、ユキと握手をした。ユキは緊張しているのか、少し表情が強こわ張ばっている。まぁ初対面だとそうなるよな。

「柳やなぎ浩一です！　浜地さん、俺とも握手してくだ───」

「ダメに決まってんでしょ。ほら、怖がってる」

「ちっ」

　とまぁ、らしい挨拶をした後チャイムが鳴って一時間目が始まった。

「ねえ、浜地さん。なんの本読んでるの？」

　一時間目が終わった後の休み時間。何やら小説を読んでいたユキに紫が話しかけていた。ユキと仲良くなるために話しかけたのだろう。何も行動しないで仲良くなる人なんていないからな。そこで俺はあえて二人の話には入らずやり取りを見守ることにした。

「え、えっと……そ、その……」

　ユキは話しかけられたことにびっくりしたようで、あたふたとしてしまう。それでもなんとか紫と喋しゃべろうと頑張っているようだ。

「だ、大学生の男の人と年下の管理人さんが結婚するお話……だよ」

「へえ！　ロマンティックな話が好きなの？」

「そ、そうだよ……」

「わかるわかる。あたしも結構恋愛ドラマとか見るし。じゃあ今度その小説読んでみるね。タイトルは……【年下の可愛かわいい管理人さんが、俺の奥さんになるまで】ね。図書館にあるかな？」

「わ、わかんない……わ、私本屋さんで買ったから……」

「オッケー。じゃああたしも買ってみよっと。読んだら一緒にお話ししよー」

「う、うん……」

　二人の会話を聞いていると、ユキはところどころぎこちないところがあるものの、それでもなんとか話せている……気がする。実際のところ、本人たちがどう思っているかはわからないけど。

「お、紫が浜地さんと話してる。俺も話に入れてもらおう」

　二人の会話を隣で聞いていると、浩一がやってきた。

「浩一はまだダメ。ユキ、紫相手でもまだ緊張してるっぽいし」

「へー。紫相手にそれだと俺喋ってもらえないんじゃないか？」

「ま、そもそも浩一は同級生の女子に人気ないもんな。顔はよくてもいつも汗と食べ物の匂いがきついから」

「な！　それを言うんじゃない！　だってシーブリーズ買う金があったら食い物買えるだろ」

「マジかよお前……その食い意地はどこからきてるんだか。あ、先生来た」

　浩一とくだらない会話を交わしているうちにチャイムが鳴って先生が教室に入ってきた。浩一と話している最中ユキたちの会話は聞けなかったが、きっと紫がうまくやってくれたと思う。

　それから数時間後、昼休みに入った。

「じゃあ屋上行こっか、ユキ」

「う、うん！」

　流石さすがにまだユキと紫たちの距離が縮まったとは思えないので、今日も俺だけがユキと一緒に屋上でお昼ご飯を食べることにした。今日も今日とて屋上には誰も人がおらず、開放感に満ち溢あふれた場所だ。

「きょ、今日はお弁当……も、持ってきたよ。わ、私が……つ、作ったの」

　ユキがパカッと弁当箱を開けてそう言った。お弁当の中身はご飯が可愛らしい猫のキャラクターにアレンジされていて、他にもたこさんウインナーや綺麗な色をした卵焼きなど、とても手が込んでいて俺はついびっくりしてしまう。ユキがこんなにすごいお弁当を作れるなんて知らなかったから。

「本当に!?　すごいなユキは！」

「あ、ありがとうヒロくん！　き、昨日おかずもらったから……は、はい、これ」

「くれるのか？　このたこさんウインナー」

「……うん」

　ユキはこくりと頷うなずいて、俺にたこさんウインナーをくれた。もらった俺は早速それをもぐもぐと食べる。ああ、美味おいしい！　ユキってこんなに料理が上手だったんだな……知らなかった。

「すごく美味しかったよ。ユキ、料理が上手だったんだね」

「そ、そんなことないよ！　た、たまたま上手くできただけで……」

「いやいや、ユキの実力だよ。普段から料理をしてたの？」

「う、ううん……ひ、ヒロくんに食べさせてあげたかったから……昨日家で練習したの」

「ま、マジか。う、嬉うれしい」

　頰を赤くしながらそんなことを言ってくれたユキを見て、俺も顔が熱くなる。だってユキが俺のために料理を頑張ってくれたって知ったら……嬉しいに決まってるじゃないか。

「ありがとうユキ。俺なんかのために」

「そ、そんな……だ、だって私は……う、ううん、な、なんでもない。ヒロくんは私のために色々してくれてるから……これくらい大したことないよ」

　何かを言いかけたがそれを取り消して、当たり障さわりのないことをユキは言う。何を言いかけたのだろう。だが、気になってもそれを聞く勇気は俺にはなかった。

「そ、そっか。そういえばユキ、休み時間に本読んでたけど、小説とか好きだったんだね。俺、全然ユキの好きなこと知らなかったよ」

「高校に入ってから読み始めたの。ずっと家にいた時……いっぱい読んでたから。でもね……こうやってヒロくんと一緒にいることも……好き」

「え？」

「……ねぇヒロくん、今日の分のキス……しよ？　わ、私、昨日家でキスの勉強してきたから」

　俺が驚いていることなんて御構い無しに、ユキは今日の分のキスをお願いしてくる。さっきの好きって意味も、キスの勉強内容がどんなものかも気になるけど、ユキは今すぐに勉強の成果を試したいようでウズウズしているように見える。

「……うん」

　だから俺は質問をせずにキスを受け入れることにした。少しでもユキの要望に応えたいから。

「……ありがとう、ヒロくん」

　俺が頷いて承諾するとユキはお礼を言って、頰を赤くしながら。

「ちゅっ……」

　今日もキスをした。けれど今までと違ってほんの少しだけ触れるキスではなく、唇がしばらく重なり合う。勉強したといっても、実践したわけではないであろうユキのキスはぎこちなく、なんとなく覚えているドラマのワンシーンをなぞっているだけのように思えた。

　でも、俺だってキスに慣れていない人間だ。だから今まで一瞬だけだったキスが、５、６秒続いただけなのに思考は甘い感触に冒されて頭の中が真っ白になる。今までキスをするたびに気になっていた、心臓の鼓動さえわからなくなるぐらいに。

「……まだまだ動画みたいに上手うまくできないや。ごめんね、明日はもっと上手にするね」

　赤面はしているものの、昨日と違って俺の顔から目を逸そらさずにユキは謝ってくる。ユキは少しずつキスに慣れてきたのかもしれない。俺はなんとかユキの話を聞くので精一杯だってのに。

「あ、ああ。……で、でもどうしてキスを上手になりたいんだ？」

　俺は一つユキに疑問をぶつける。ただキスをするだけなら、別に下手であろうと問題ない気がするからだ。

「……だって、せっかくヒロくんが私のわがままに付き合ってくれているから、せめて上手なキスをしてあげたいの。それに……ううん、なんでもない」

「そ、そうか」

　ユキなりの気遣いってところなのか。でも、何か言いかけていたし、それだけではなさそうな気がする。ただ、俺はそれを追及できなかった。ユキがそれを素直に答えてくれる気もしなかったし、俺自身がユキへ一歩踏み込んだ質問をするのが怖かったから。

　我ながら情けないビビり野郎だな、ほんと。

「そろそろ戻ろっか、ヒロくん。次の授業、理科室なんだよね？」

「う、うん。遅刻したらまずいしそうするか」

　弁当を片付けて、俺たちは屋上を後にして教室に戻る。それから俺たちはキスをしたことなんておくびにも出さず、退屈な授業を受けて日常に戻った。











第四話　女友達とのじゃれあい






　放課後。部活の練習が終わった後に部室に戻ろうとすると、紫ゆかりが重そうなウォータージャグを二個両手に持って運ぼうとしているのが見えた。

「持つよ。重そうだし。どこに持っていけばいいの？」

「あ、ありがと。じゃあ部活の倉庫まで一緒に持ってこ」

　大変そうだったので俺が一個持って部室の倉庫まで運んでいく。

「ユキと話してくれてありがと。どう？　仲良くなれそう？」

「うーん、まだわかんないかな。今日浜はま地ちさんが読んでた本読んでみるよ、話のネタにもなるだろうし。でも仲良くなりたいなぁ……おいしょっと。そこに置いておけば大丈夫。ありがとね、手伝ってくれて」

　部活の倉庫に着くと、俺は紫に言われたところにボトルを置く。紫はボトルを置くとピーンと両腕を上に伸ばして深呼吸をする。

「疲れたー。なんて、練習してる宏ひろ樹きの方が疲れているよね」

「いやいや、そんなことないだろ。紫たちマネージャーの仕事も結構ハードだろうし、そのおかげで俺らは思う存分練習できてるからさ」

「そ、そんな褒めたって何もないからね！　ま、ありがたく褒め言葉受け取るけど。じゃ、戻ろっか……あ」

　倉庫から戻ろうとした時、ある意味ジャストタイミングでゲリラ豪雨が降り出した。あー、これ浴びたら風邪引くな。

「少し待つか。まだ下校時刻までは時間があるし」

「だね。でも練習中に降らなくてよかった。確実に濡ぬれるし」

「雷の音がしない限り練習続行するだろうからな。いやーまじでよかった」

　倉庫の中ですることなんてないので俺は床に座ってぼーっと外を眺める。すると隣に紫も座ってきた。

「さっきまでみんなであんなに大声出して練習してたのに、今は誰もいないグラウンド見ると……なんか、エモいね」

「いや意味わからん」

「ちょ！　す、少しはあたしの感性理解してよ！」

「悪い悪い。紫がそんなポエマーみたいなこと言うなんて思ってなかったからさ」

「な！　あたしだってそういう一面があるんですー。罰としてくすぐってやる！」

　紫は両手を使って俺の脇腹あたりをこしょこしょとくすぐり始めた。あ、やばい……そこはめちゃくちゃ弱いんだ！

「ごめんて！　だからくすぐるのは……あひゃひゃ！」

「ぷっ、変な笑い方！　ほらほらーもっとくすぐっちゃうよー！」

　くすぐられてすごく情けなく笑う俺を見て、紫はもっと反応が見たくなったのだろう。無邪気な笑顔を向けながらさらに俺をくすぐってくる。

「あひゃひゃ！　ちょ、も、もうやめてく……うわっ！」

　くすぐりに我慢ができなくなった俺の体は自然と横に傾いて……。

「……ふぇ？」

　紫の方に倒れ込んでしまった。しかも、運が悪いことに俺の頭がそこらの女子より大きいサイズである紫の胸に埋もれる状態になっていて。

「ごごごごめん紫！　まじでごめん、ほ、本当に反省してる！」

　俺はすぐさま体勢を戻して、正座して紫に頭を何度も下げて謝った。いくら仲がいい友達でも、これはまずいに決まってるから。

「別にそんな謝んなくていいよ。元はといえばあたしがくすぐりすぎたのが悪いんだし。ほら、顔上げて」

「ゆ、紫……」

　紫は顔を赤くしながらも、俺を咎とがめることなく許してくれた。ああ、ほんとこんなことで友情にヒビが入るなんてことにならなくてよかったよ。

「ほら、雨も止やんだしさっさと戻ろ」

「あ、ほんとだ」

　いつの間にか雨は止んでいた。なので俺たちは急いで部室まで戻ろうと走る。その際、先に走る紫がこんなことを聞いてきた。

「ち、ちなみにさ、聞きたいんだけど。あたしのおっぱいの感触……どうだった？」

「へ？」

　こんなこと聞かれるなんて思ってなかった俺は、返答に困る。正直異性の胸なんて初めて触れたので感想といったら……。

「いや、なんか……すげーなって」

　こんなのしか言えない。でもすごかったんだよ、まじで。頭で触れただけでもそう感じられるってことは……手で触ったら、どうなってしまうのやら。

「ふーん。ちゃんと感触味わってんじゃん、えっち」

　正直に感想を言うと紫はこちらに振り向いて、いたずらな笑みを向けながらえっちと言ってきた。

「ええ!?　き、聞いたのはそっちだろ！」

「馬鹿正直に答えるのが悪いんだよー！」

「うっ」

　確かによく覚えてないって誤魔化せばよかったな。クッソ……紫にしてやられたってところか。











第五話　四人仲良くお昼ご飯を食べている最中に……






「浜はま地ちさん、あたし昨日浜地さんが読んでいた小説買ってみたんだ。なんだかすごくラブラブしたカップルの話だったね、面白かったよ。浜地さんはどのシーンが好き？」

　ユキが学校に来てから三日目。どうやら紫ゆかりは昨日ユキが読んでいた小説を一晩で読破したらしく、休み時間に教室でその話を持ちかける。するとユキは意外そうな顔をしていたが、なんだかどことなく嬉うれしそうな表情をしていて……。

「そ、そうなんだ……。わ、私……告白のシーンとかが……好き……」

「わかる。ロマンティックだったよね。私もあんな風に告白されたいなあ。私は最初に出会ったところが好きー」

「そ、そこも……素敵だよね」

　好きな小説の話ができているからか、ユキは普段よりも明るく紫と話すことができていた。これは紫が積極的にユキと関わろうとしてくれているからこそできたことだろう。ほんと、紫には感謝しかない。

「お、あいつらこの前より会話が弾んでそうじゃん」

「浩こう一いちもそう思う？　ならやっぱりそうか」

「やっぱ紫のコミュ力はすごいって話だな」

「な。あれ、どうした紫？」

　ふと紫がこちらに手招きしてきた。何か話があるみたいだ。

「あのさ、今日からあたしたちも一緒に屋上でお弁当食べていい？」

「え？」

「いやさ、そろそろ浜地さんも学校に慣れてきただろうし、いいかなって思って」

　確かに、ユキが紫に心を少しずつ開いている様子が見られるし……早いかもしれないけど、一緒に食べてみてもいいかもしれない。そこでもっと仲良くなれるかもしれないし。

　だけど、やっぱり優先すべきはユキの気持ちだ。

「ユキはどう？　二人とも一緒に食べる？」

「……い、いいよ。ま、まだ緊張するけど……二人とも仲良くなりたいから」

　ユキは四人でお昼ご飯を食べることを承諾してくれた。よかった、これで一歩前進といったところだろう。

　そして昼休み。俺たち四人は一緒に屋上に行って、昼ご飯を食べた。

「うわー屋上で食う飯がこんなにも美味うまいとは。こりゃ弁当いくらでも食えるわ」

「程々にしとけよ浩一」

「ほんとそれ。あ、浜地さんのお弁当可愛かわいい。それお母さんの手作り？」

「う、ううん……じ、自分で作ったの」

「え、まじで!?　うわすげー、紫のコンビニのサンドウィッチとは大違いだ」

「うるさい●ね」

「ストレートすぎだろ!?」

「……ふふっ」

　浩一と紫。二人とも一緒に楽しくお喋しゃべりしながら弁当を食べてくれるので、俺たち二人で食べている時よりも和わ気き藹あい々あいとした雰囲気となった。ユキも二人のやりとりを見てクスリと笑っているし、これなら早く二人に馴な染じむことができるかもしれない。ほんと、頼りになる友達がいてよかった。

「ふぅ……食べた食べた。めっちゃ喉渇いたし、なんか買ってくるわ。ついでに誰か飲み物欲しい人いる？」

「あ、あたし欲しい。浜地さんと宏ひろ樹きは？」

「俺はまだあるから大丈夫」

「わ、私も……大丈夫」

「オッケー。んじゃ紫、先払いで金よこせ」

「はいはい……って、財布、教室だ。はぁ……取りに行って自分で買いに行くか」

「なんだ。じゃ、先に自販機行ってるな」

「オッケー。じゃ、ちょっと待っててね二人とも」

　というわけで、二人は一旦屋上から出て俺とユキは二人きりになった。なんでだろう、昨日も一昨日おとといも二人きりでご飯食べたのに、浩一たちがいなくなったら少し緊張してきた。それはきっと、ここでユキとキスをしたドキドキがまだまだ残っているからだろう。

「どうユキ？　二人とはうまくやれそう？」

　だから余計なことを考えないように、俺はユキに質問する。

「……ま、まだちょっぴり緊張しちゃうけど……二人ともいい人だから……早く仲良くなれたら……いいなって思う」

　ユキは恥ずかしそうにしながらも、そう答えてくれた。よかった、ユキが二人と仲良くなりたいと思ってくれてて。これならそう長くはかからずに二人とも仲良くなりそうだ。

「あの二人は間違いなく良いやつだからきっと仲良くなれると───ど、どうしたのユキ？」

　突然、ユキが俺の服をぎゅっと摑つかむ。一体何事？　何かまだ不安なこととかがあるのかな？

「……今日の分のキス……したい」

「……あ、え、えっと……い、今？」

「………うん」

　何かと思ったら、それは今日の分のキスのお願いだった。だけど今日は昨日とは違って紫たちがいる。今は二人とも席を外しているけど、いつ帰ってくるかわからない。

「ふ、二人に見られちゃまずいし、放課後人ひと気けのない場所でした方がいいんじゃないか？」

「今……したい。こっそりすれば……大丈夫だと思う。だから……しよ？」

　明らかに俺の方が正論だ。わざわざバレるリスクを伴ってするメリットなんてない。あの二人は噂うわさを面白おかしく広めるような奴やつらではない。でも、気まずい空気にはなるだろう。そしたらせっかくユキと二人が仲良くなれそうなのに、それが台無しになってしまうかもしれない。

　でも、ユキが恥ずかしそうにもじもじしながらも、キスをしたそうにウズウズしている。きっとまた俺のために上手なキスをする練習もしてきてくれたんだろう。

「……わかった」

　俺は断れなかった。ユキの思いも願いも全て受け止めたかったから。

「ありがとう……」

　そして頷うなずく俺を見たユキは、屋上のドアからではキスしていることが見えづらいところに俺を連れて行き、いつものように俺の唇にキスをした。

「んんっ……ちゅっ……」

　ユキは最初から強く唇を重ねてくる。まだ少し手探り感はあったけれど、昨日よりもスムーズにユキは口づけをしていた。

　日に日にキスが上手うまくなるユキに対して、俺はされるがまま。脳がとろけるようにまともに機能しなくなって、ただただ与えられるユキの甘いキスを味わうことしかできない。加えて二人がいつ戻ってくるかわからない、そんな危機感が変なスパイスとなってどこか心地よくなっていた。

「……どう、だった？」

　キスを終えると、ユキは少しキスに自信がついてきたのか感想を聞いてくる。恥ずかしそうにしながらも、俺のことをちゃんと見て。

「よかったと……思う」

　俺はそう答えるしかなかった。俺はユキ以外のキスを知らないから比べることなんてできない。でも、今の俺が味わった快感は間違いなく本物だろう。

「ほ、ほんと!?　や、やった……！」

　俺の回答にユキは心底嬉しそうな表情をして喜びを見せる。そしてユキはもう一度顔を近づけて、俺にこう言った。

「……ねぇヒロくん。もう一回キスしても……いい？　上手くいった感触……すぐに確認したいの」

　ユキは本日二度目のキスを所望してきた。上手くいったキスの感触を手放したくないんだろう。でも、このキスを俺は断ることができる。だってもう約束の分のキスはしたから。安全策を取るなら、ここでユキの提案を断るべきだ。

　でも。

「だめ……かな？」

　訴えかける視線を俺に送って、恐る恐るお願いするユキを見ていたら……自然と、首が縦に動いてしまう。ああ、なんて俺はユキに甘いんだ。

「ありがとう、ヒロくん。じゃあ───」

　ユキは再び俺と唇を重ねようとする。けれど、どんどんと階段を駆け上がってくる音が聞こえてきた。きっと浩一が走って階段を上がってきたんだろう。ユキもそれを察してしかけていたキスをやめる。

「いやー結構時間かかったな」

「何にするか浩一がバカみたいに悩んでたからでしょ。お待たせー二人とも。あれ？　そんな隅っこに行ってどしたの？」

　思った通り二人が戻ってきた。ギリギリのところで気づいたからキスをしていたことはバレなかった。けれど寸前まで二度目のキスをしかけていたから完璧な隠蔽はできず、紫に不思議がられてしまう。

「い、いや……ここからだとグラウンドが見えるから見てただけ」

　だから俺は頑張って誤魔化した。苦しい言い訳だけど、それでもしないよりはマシだ。

「ふーん。あれ、二人とも顔真っ赤だけど？」

「そ、そう？　なんか恥ずかしい思い出話してたから赤くなったのかも。な、ユキ？」

「う、うん…………そ、そうだよ」

「気になるんだけど。あたしにも聞かせてよ」

「い、いやだ。それよりももう戻らないとまずくね？」

「あ、確かに。たくっ、浩一がもっと早く決めてればもっとゆっくりできたのに」

「わりいって。ほら、このオレンジやるから」

「あんたの飲みかけなんていらんわ！　はぁ……さっさと戻ろっか。行こっ、宏樹と浜地さん」

「俺を置いてくな！」

　どうやら、俺たちがここでキスをしていたことは二人にはバレずに済んだようでよかった。マジでバレたらどうなってたことやら。

「ん、どうしたユキ？」

　二人が先に階段を降りて俺たちのことを見ていない隙に、ユキはちょんちょんと俺のことをつつく。

「ひ、ヒロくん。ちょっとだけ、しゃがんで欲しいな」

「別にいいけど、どうしたん───!?」

　ユキに言われた通りしゃがむと、ユキは俺のほっぺたに軽いキスをした。誰も見ていないとはいえ、こんないきなりキスされるとめちゃくちゃ心臓に悪い。つい驚きを声に出してしまいそうにもなるし。バレたらまずいからなんとか堪こらえたけれど。

「さ、さっきの分、我慢できなくて。いきなりしちゃってごめんね」

　申し訳なさそうにユキは謝る。でも、楽しそうでもあった。

「まぁ……さっきできなかったからいいよ」
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「あ、ありがとうヒロくん。あ、明日もよろしくね」

　こうして、俺たちは初めて一日に二回キスをした。とは言っても二回目はほっぺただけど。二回ともリスキーだったし、次からはもっと安全にできる機会を探さないとな。

　でも、どうしてユキはこんな大胆なことをしてくるんだろう。ユキが何を思っているのか、俺にはさっぱりわからない。そして、それを聞く勇気も俺にはなかった。











第六話　キスはカップルだけのもの？






　ユキが学校に来だしてから四日目の昼休み。俺たちはまた四人で一緒に屋上で昼ご飯を食べていた。屋上特有の開放感にはまってしまってここで食べている次第だ。うるさい先生たちにもまだバレてないし問題ないだろう。

「ねーみんな。昨日カバマでやってた【今、恋が始まった】見た？　カップル成立してほんと尊かったんだけど！」

　いつにも増して紫ゆかりがハイテンションで話を振ってきた。あー、なんか最近話題になってる恋愛リアリティーショーか。

「名前しか知らないな」

「興味ねーから見てない」

「わ、わかんない……」

　紫がすごく語りたそうにしているが、あいにくここにいる他の三人は誰も見てなかった。

「まじで!?　みんな人生損してるよ。今恋は高校生の酸素って言われてるのに」

「大げさすぎだろ。そんなに面白い番組なのか？」

「よくぞ聞いてくれました浩こう一いち！　いやーほんとね、語れば長くなるんだけど初対面の高校生たちが……」

　それから紫は一方的に今恋について語り出した。正直紫がすごく番組を愛していることしか伝わってこないけど。

「でねー。昨日は最終回でついに雨あま宮みや君と唯ゆいちゃんが結ばれたの！　ラストのお互い告白した後のキスシーン、まじで最高だったなぁ……。浜はま地ちさんも見た方がいいよ、ロマンティックな番組だから」

「そ、そうなんだ。じゃあ見てみるね」

「キスシーンで終わるってなんか安直だな。ほんとに面白いのか？」

「うるさい浩一。シンプルイズベストって言うでしょ。結ばれたカップルがお互いの気持ちを確かめるためにキスをするのはもう世の中の真理ってものだし」

　その紫の言葉に、俺はついドキッとしてしまう。だって結ばれてもいない、ましてや相手に許嫁いいなずけがいるユキとキスをしているから。

「ゆーて海外では挨拶でキスするじゃん」

「それは向こうの文化で日本ではしないでしょ。そもそも挨拶は頰にキスするぐらいじゃん」

「なら浮うわ気きの関係でもキスするだろ」

「それはその人たちがクズなだけ。キスは神聖なものでカップルだけのものなの！」

　今度はグサリと心臓に言葉が突き刺さる。ユキの真意はわからないけど、はたから見たら俺たちがしてることって浮気のようなものだし。ダメなことをしているのはわかっていたけど、改めて痛感させられると心にくるな。クズかぁ……そうだよな、その通りだよな。

「おいどした宏ひろ樹き？　元気ねーぞ」

「え、いや、別に」

　どうやら顔に出ていたらしく、浩一に心配されてしまった。

「わかった。お前もうすぐ試合あるから不安なんだろ」

　流石さすがに俺たちの秘密が気づかれることはなかったが、浩一が言っているのはあながち間違っていない。試合が近くて不安だなぁとはここ最近思ってることだし。

「も、もうすぐ試合があるの……ヒロくん？」

「おいおい宏樹、浜地さんに県大会の試合があること伝えてなかったのか？」

　だがここでユキに試合があることを知られてしまった。いや、別に隠すつもりはなかったんだけど……誘う勇気がなくて、もう諦めていたから。

「……タイミングがなくて」

「かー宏樹、せっかく先発として出場できて、いいとこ見せられるチャンスなんだぜ？　あーあ、試合中の宏樹めっちゃかっこいいのになぁ！」

「大げさなことを言うな！　フォワードのお前と比べて俺は目立つようなポジションじゃないし……かっこいいところなんてない」

「そんなことないって！　プレーしてる宏樹はかっこいいよ。誰よりも冷静にプレーして、チームを安定させてるのは間違いなく宏樹だから。だから自信持ってよ、あたしが保証する」

　自分を卑下してしまったら、紫が真面目な表情で嬉うれしいことを言ってくれた。ここまで俺のことを褒めてくれるなんてちょっと意外だったけど、素直に嬉しい。

「ありがと紫。紫にそこまで言われたら自信を持たないわけにはいかないな」

「そ、そうでしょ！　だからシャキッとして、試合でも活躍してよ！」

「ああ、もちろん」

「俺も褒めろよ」

「たくさんゴール決めてすごーい。でも前線での守備意識が低すぎ」

「辛辣……。で、浜地さんはどう？　ここまで紫が褒めてる宏樹のプレー見に行きたいでしょ？」

　その問いかけに、ユキはモジモジとしながらも俺の方を見る。

「み、見に行きたい。ヒロくんのかっこいいとこ……見たい」

　そしてユキは頰を赤くしながらも、ニコッと笑ってそう言ってくれた。

「あ、ああ！　ぜひ見に来てくれよ！」

　言われた俺もつい笑みを返してしまう。そりゃあ……やっぱりユキには見にきて欲しかったから。これだけのことだったのに、誘うのをためらっていたなんて、昨日までの自分を殴りたくなる。

「決まりだな。あ、でも席とかないから場所取りとかしておいた方がいいのか？」

「それならあたしが浜地さんと一緒に見てるよ。どうせベンチにいられるのは先輩のマネージャーだけだし。浜地さんはどう？」

「……う、うん。ありがとう林はやし原ばらさん」

「俺からも、ありがとう紫、色々とユキのためにしてくれて」

「そ、そりゃ友達だからさ、このぐらい当然だよ。あ、てかそろそろ食べ終わらないと間に合わないじゃん」

「ほんとだ、よし急いで食べるぞ！」

　時間が迫ってきたので俺たちは急いで昼ご飯を食べて教室に戻る。

　それから放課後。部活が始まる前の隙間時間に俺とユキはこそこそと人ひと気けのない空き教室の中に入っていく。

「この教室なら見つからないはず。ここでいい？」

「う、うん」

　流石に昨日のようにリスクの高い状況でするのはまずいから、俺がこの時間にすることを昨日ラインでユキに提案した。ユキもその案に同意してくれて、昨日のようなギリギリなことにはならなさそうだ。

「ご、ごめんね……私のために無理矢理時間を作ってもらって」

「気にすることないよ、約束したんだから。……バレる方が大問題だし」

「……ねぇヒロくん。もしかして、林原さんの言ってたこと、気にしてる？」

「え!?　い、いや別に」

「噓うそ。だってヒロくん、林原さんがあの話してた時に気まずそうな表情してたもん。それに……今も辛つらそうだから」

　ユキには全て見透かされていた。俺が顔に出やすいだけなのかもしれないけど。

「ヒロくんが気にする必要はないんだよ。だって、私の約束を叶かなえてくれているだけなんだもん。クズなのは……私」

「そ、そんなことは……」

　表情は落ち込んでいて、ユキの方が紫に言われたことを気にしているようだった。俺はユキを励まそうとしたけれど、言葉に詰まる。ユキが何を思って俺とキスをしているのかわからないから。

「でも、クズでいいの。だって……こうすることでしか、私は救われないんだから」

「ど、どういうこと？」

「……キスしよ？　お話長くなっちゃったら、ヒロくん部活に遅れちゃうよ」

　ユキは俺の問いかけを無視してキスを迫る。疑問を追及したかったけど、ユキの言う通り時間に余裕はなく、このまま話を続けたら部活に遅れてしまう。もし部活に遅刻したら何かと怪しまれるだろうし、せっかくユキが見にきてくれることになったのに試合に出られなくなるかもしれない。

「……わかった」

　だから俺はユキの言う通りにした。そしてユキが俺の唇にキスをする。またユキはキスが上手うまくなっていて、甘美な感触が俺の体を支配する。でも、もし俺たちが恋人同士なら、このキスは罪悪感も感じずにもっと心地よいものになるのかな。なんてことを、ふと思ってしまった。











第七話　真面目な後輩、そして許嫁






　試合前日の土曜日。目前に迫った試合に向けてみんな朝練にも力が入る。初戦からコケるわけにはいかないからな。

「ふぅ、疲れた。試合前日なのに朝から中々ハードな練習させやがるな」

「でもその代わり放課後は軽めの練習だけだろ？　もう少し踏ん張ろうぜ」

「だな。でもやる気が上がんねぇんだよ───ん？」

　部室に戻る途中、三人の女子が俺たちのところにやってきた。全然見ない顔だな、何の用だろう。

「あ、あの……柳やなぎ先輩！　一緒に写真撮ってもらってもいいですか？」

「わ、私もお願いします！」

「うちも！」

　どうやら一年生のようで、浩こう一いちに写真をねだりにきたようだ。ああそうか、浩一は顔だけはいいからな。中身を知らない一年生が騙だまされても仕方がない。

「えーまじで？　紫ゆかり……はいないな。よし、撮っちゃう！」

「おい浩一！」

　一応止めたけど、まぁ言うことを聞くわけもなく。浩一は楽しそうに後輩たちと写真を撮り出した。……う、羨ましくはないけどさ。別にモテたいとか思ってないし。さっさと部室に戻ろ。浩一が遅刻しても知らん。

　なので俺は先に部室に行って着替えを済ませ、教室に戻ることにした。

「梅うめ崎さき先輩、おはようございます」

「あ、鮎あゆ川かわさん。おはよ」

　その途中ボブの髪型と眼鏡がよく似合い、少し背が高くてスタイルがよく、なおかつ美人な鮎川楓かえでと出会った。彼女は俺が所属している環境美化委員会の後輩だ。

　この時期は環境美化委員の仕事として校庭にある花壇の世話とかをしないといけないんだが、大会に向けて部活の朝練があるため俺は参加できていない。だから他の担当をしていた鮎川さんに仕事を代わってもらっている。見た目通り真面目な人だから、今日も花壇の世話をしてくれていたんだろう。

「ありがとね、ほんと助かってるよ」

「いえいえ。このぐらい大したことじゃありません。先輩が高校入試の日に助けてくれたのと比べたら」

「い、いや別にそんな大したことは」

「いえ。入試の日に痴漢から助けてくれたのも、その後私を気遣って学校まで送ってくれたのも先輩だけです。先輩がいなかったら、私はここにいなかったかもしれません」

　確かにあの日たまたま同じ電車に乗っていて、痴漢から鮎川さんを助けた。だって誰も見て見ぬ振りをしていたから。その後鮎川さんが俺の通っている高校を受けることを知った俺は学校まで送っていった。時間も迫ってたし、迷ったりしたら大変そうだったから。

　だから初めての委員会で、鮎川さんと再会した時は嬉しかったな。無事鮎川さんがうちの高校に入学できてて。

「だから私、できる限り先輩に恩を返したいんです。ですからお気になさらずこき使っていただいて構いません」

「そ、そんなわけにはいかないって！　部活が落ち着いたら鮎川さんが代わってくれた分の仕事はするから」

「そうですか？　先輩がそうおっしゃるなら……。そういえば、もうすぐ大会が始まるんでしたっけ？」

「うん。明日一回戦があるんだよ」

「明日、ですか。……延期にとか、ならないですよね」

　残念そうな表情をしながら、鮎川さんはそんなことを聞いてくる。

「え？　雨が降ればワンチャンあるけど……。もしかして、応援しにきてくれるつもりだったの？」

「え、ええ。ですが明日は外せない用事がありまして」

「そっか。でも大丈夫、きっと明日の試合は勝って次もあるからさ」

「ほ、本当ですか？　なら次は絶対行きます」

「うん、楽しみにしてる。でも鮎川さんってサッカーのルールとか知ってるの？」

「兄がしていたのを無理やり見させられたりしましたから。初歩的なルールならわかりますよ」

「そうなんだ。お兄さんどこ高なの？」

「……兄は東京にいるんです。私の両親は離婚していて、兄は父、私は母についていったので」

　しまった。鮎川さんに答えづらいことを言わせてしまった。

「ご、ごめん鮎川さん」

「いえ、謝ることはないですよ。元々兄とは仲良くないですから。うちの兄は外面こそいいですが、中身は傲慢で嫉妬深い、面倒な人ですし」

　ため息を一つつきながら、呆あきれ顔で鮎川さんはそんなことを言う。そんなにお兄さんと仲が悪いのかな。一人っ子の俺からしてみれば兄弟はいるだけで羨ましいものなんだけど。

「先輩がお兄さんだったら、良かったのですけどね」

「ん？」

「いえ、なんでもありません。では二回戦、楽しみにしてますね。そうだ、連絡先を交換しませんか。私、最近ラインを始めたんです」

「お、鮎川さんもラインデビューだね。先生もいないし、ここで交換するか」

　お互いスマホを取り出して、連絡先を交換する。お、なんか可愛かわいい羊よう羹かんのマスコットだ。なんかのキャラクターなのかな。

「ありがとうございます。今度試合会場とかお聞きしますね。ああそうだ、一つお聞きしたいことがあるのですが」

「ん、なに？」

　鮎川さんから何か質問されることなんかあったっけ？　委員会のことも今は鮎川さんの方が詳しいだろうし。

「先輩、今彼女いますか？」

「…………え？」

　その質問は、はるかに想像を上回っていた。え、これは一体どういうことなんだ？

「い、いないよ」

　俺は事実を言う。変わった約束をしている幼おさな馴な染じみならいるけど、それは言えることじゃない。

「そうなんですね。いえ、ただ単に彼女がいるのか気になっただけですよ。最近、学校でとても可愛い小柄な同級生の方と一緒にいるのを見かけたので」

「ああ、ユキのこと？　浜はま地ち幸ゆき穂ほって名前で俺とは幼馴染なんだよ。最近まで不登校だったから、鮎川さんは知らないか」

「……へぇ、そうだったんですね。じゃあその人とは付き合ってないんですか？」

「うん。幼馴染なだけだよ」

「なるほど。すみません、変なことを聞いてしまって。それじゃあ明日の試合、頑張ってください。では」

　鮎川さんはぺこりと頭を下げて、どこかに行ってしまった。俺とユキってそんなに一緒にいると目立つのかな？　いや、確かにユキは客観的に見てもすごく可愛いんだけどさ。カップルに思われるのはちょっと危ないよな、できる限り気をつけないと。

「おはよユキ」

　下げ駄た箱に行くと、ばったりユキと会った。

「お、おはよう、ヒロくん」

　何やらユキが俺の顔をじーっと見て何か言いたげにしている。何か顔についてるのかな？

「ど、どうした？」

「……さっきヒロくん、すごく美人な人と楽しそうに話してたなぁって」

「え……あ、ああ！」

　どうやら鮎川さんと話していたところを見られて、何か勘違いされてしまったようだ。

「さっきの子は環境美化委員会の後輩の鮎川さん。ちょっとおしゃべりしてただけだよ」

「……そっか。よかっ───」

「ふー人気者は疲れるぜ。お、浜地さんおはよ」

　ユキが何か言いかけたと同時に、後輩との写真を撮り終えた浩一が下駄箱にやってきた。

「人気者というか正体を知らないだけだろ。それでユキ、何か言いかけてなかった？」

「う、ううん、何でもないよ」

　あれ、何か言いかけていた気がしたんだけどな。俺の気のせいだったのか？　でもユキ本人が何でもないと言っているからいいか。

「よーし、教室まで競走な。俺が買ったら宏ひろ樹きジュース奢おごれ！」

「は!?」

　上履きを履いた浩一が急に走り出しながら理不尽なことを言い出した。いやいや、フライングされたら勝ち目なんてないだろう。ま、紫に後輩と写真撮ってたことチクって賭けをなしにすればいっか。

「あのバカは無視して俺たちはゆっくり行こっか」

「う、うん。……ヒロくん」

「ん？」

　ユキは俺の耳元まで背伸びして、他の誰にも聞こえないよう小さな声で。

「今日も……よろしくね」

　そう、俺の耳元に囁ささやいた。

「……ああ」

　俺はそれに返事をする。そして、今日も俺たちの学校生活が始まった。




　　　　＊




　今日は土曜日だからいつもより早く授業が終わって。

「ちゅっ……」

　誰もいない空き教室で、俺たちは約束のキスを済ませた。流石さすがにそろそろ俺もキスが慣れてきたとはいえ、ユキのキスはどんどん上達していくので、余裕なんて与えられずされるがままだ。どうしたら余裕を持っていられるんだろう。

「今日もありがとう。部活、頑張ってねヒロくん」

「うん、頑張るよ」

　ユキから声援をもらって、今日も頑張れそうだ。それから俺は部活に行き、ユキは家に帰っていった。部活が休みなら一緒に帰ったりもできるんだけど、週一回休みがあるかないかだから、それは中々厳しい。

「……ん？」

　部室で着替えてグラウンドに向かう途中、何やらサッカー場の方が騒がしいことに気づく。もしかしてもう練習が始まってるのか？　いや、でもさっき部室の時計を見たらまだ時間に余裕があったよな。一体なんなんだ───え？

「くっそーボール取れねぇ！」

「何だよこいつ！」

「イケメン野郎が調子乗ってんじゃ───うわぁ！」

　見慣れない人影が、ボールを取ろうと仕掛けるチームメイトたちを簡単にかわしている。

　その中にレギュラーを張ってる先輩や、浩一の姿が見えた。そんな人たちがあんな子供みたいにあしらわれるなんて、相当上手うまいってことだよな。

「おい宏樹、お前相手しろ。こいつ俺たちじゃ敵かなわねぇ！」

　俺の姿を見た先輩が手招きして俺を呼び寄せる。

「そもそも誰なんですかその人。監督が来たら───あ、あれ？　貴方あなたは」

「お、久しぶりだね梅崎くん。元気そうで何よりだよ」

　顔を見た時、俺はドキッとしてしまった。向こうはそんなこと全然なさそうで、気さくに話しかけてくれてるけど。まさか覚えられてるなんて思ってなかったし、驚くのも仕方がない。

「おい宏樹。こいつ知り合いか？」

「ま、まぁ。だって───」

「そういえば皆さんに自己紹介をしていませんでしたね。初めまして、帝てい星せい高校三年の芥あくた川がわ健けん悟ごです。幸穂が不登校じゃなくなったって聞いて、今日は様子を見にこの学校に来たんですけど、つい皆さんが楽しそうにサッカーをしているのを見て参戦しちゃいました」

「帝星高校って全国大会常連校じゃねーか！　それに幸穂って……」

「ユキのことだよ。この人はユキの許嫁いいなずけ」

「ええっ、こいつが!?」

　浩一は馬鹿正直に驚きを声に出す。いや、他の部員も同じような反応をしていたけど。まぁユキを知っている他の部員はユキに許嫁がいることをそもそも知らないから、まずそこで驚いたんだろう。

「へ、へぇ……。イケメンでサッカー上手くて爽やか……ふ、ふーん、俺といい勝負じゃんか」

　謎に強がった風なことを浩一は言うものの、声は震えていたので敵わないと心の中では思っているっぽい。

「あれ、てことは東京に住んでるってことだよな？」

「はい、今日は土曜で学校も部活も休みだったので来れたんですよ」

「ど、土曜休み……か、格の違いってやつか？」

「いやそれは関係ない。でもユキならもう家に帰っちゃいましたよ」

「あれ、入れ違いになったか。うーん、せっかくなら幸穂にも僕がサッカーしてるところ見せたかったんだけどなぁ。梅崎くんと一対一の勝負とか」

「い、いや……勝負にならないですよ」

　さっきもプレーを見たけど、俺が勝てるような相手じゃない。コテンパンにはやられないかもしれないが、勝つビジョンは全く見えないな。

「そう？　いつかやってみようよ。今日は幸穂の様子を見ないといけないからできないけど。そうだ、全国大会に来てくれれば対戦できるよ」

「ははっ……まぁ頑張ります」

　ああ、この人にとって全国大会は出て当たり前か。ほんと、俺とは次元が違うな。

「いやゼッテー出るからな俺たち！　覚悟しとけよ！」

　浩一は強気にそう宣言する。芥川さんにやられた他の部員も、その気満々のようだ。

「楽しみにしてますよ。じゃあ梅崎くん、またね。皆さんもまた会いましょう」

　芥川さんは爽やかな笑顔を添えて礼儀正しくお辞儀をしたのち、グラウンドを後にした。まさか芥川さんがいきなり学校に来るなんて思わなかった。万が一にも俺とユキがキスをしているところをこの人に見られたらユキと二度と会えなくなるかもしれない。土曜は警戒しておいた方がいいかもしれないな。

「しっかし宏樹。お前アイツにビビりすぎじゃね？」

「そ、そうか？　まぁ……風格に押されてるのかも」

「気持ちはわからんでもないけどよー。お前だって優秀なプレーヤーなんだから自信持って行こうぜ。お、紫遅かったな」

　話している最中、猛ダッシュで紫がやってきた。そういえばいなかったな、いつもなら結構早めに来てるのに。

「スカートの丈短いって生活指導の田た中なかから文句言われてさ……話長いんだよあいつ。てかさ、さっきすごいイケメンいたんだけど!?」

「ああ、あれ浜地さんの許嫁らしいぞ。さっき俺一緒にサッカーしてた」

「まじ!?　あれが浜地さんの……。宏樹、今日も何か奢ろっか？」

「ど、同情しなくていいから！　あ、やばい監督来たぞ」

　監督が来たので俺たちはすぐ切り替えて練習態勢に入る。ユキと芥川さんのことも気になるけど、俺が踏み入ることができる場所じゃない。芥川さん、すごくいい人だし、きっとユキとうまくやっているだろう。

　俺は俺がするべきことを全うするだけだ。だから今日は、明日の試合に勝てるよう練習を頑張ろう。











第八話　試合後、なぜか一緒に






　日曜日。空は快晴、サッカーをするにはまさに絶好の日。そんな環境で試合を迎えられたことに感謝したいぐらいだ。

「ナイス宏ひろ樹き！」

　そんな絶好の環境の中で行われた県大会の初戦、俺は自分でもびっくりするぐらい絶好調だった。敵のどんなフェイントも、パスも、クロスも、直前で全て封殺することができて相手の攻撃陣に仕事を一切させなかった。

　相手がさほど強くないこともあるけれど、俺は公式戦初めてのスタメンだったからもっと緊張するものかと思っていた。だから、ここまで上手くいくなんて自分でも予想外だったな。

　そしてハーフタイム、水を飲みながら浩こう一いちと健闘を讃たたえ合う。

「おい宏樹、絶好調だな」

「自分でも驚いてるよ。でも浩一だってもう２点決めてるじゃん」

「ま、相手が大したことないからな。もっと点決めるつもりだけど」

　まだ試合中だけど、今日はすでに２‐０のスコアだから心なしか余裕が生まれているんだろう。もちろん、浩一同様油断はしない。油断して逆転負けなんてよくある話だから。

「つーか浜はま地ちさん、ちゃんと応援に来てくれてんじゃん。いやーいいねー私服も可愛かわいいし。宏樹が羨ましいよ」

「な、何を言ってんだよ。ユキは浩一の応援にも来てるんじゃないか？」

「そりゃねーだろ。浜地さん宏樹のことばっか見てたし」

「え？　て、てかなんでお前それ知ってんだよ」

「守備サボってた時に見てた。あ、でも見てたら浜地さんの隣にいた紫ゆかりに睨にらまれたんだよな」

「そりゃそうだクソ野郎！　ちったぁ守備しろ！」

　どうりで相手が弱い割には攻め込まれるなあって思ってたんだ。

「えーでも……あ、か、監督」

　監督が喋しゃべってる俺らのところに来て浩一を連れ出した。お、どうやら監督からも何か言いたいことがありそうだ。これは後半多少俺も楽になるかも。

　そして後半。逆転負けなんてされることなく、俺たちは５‐０で勝利した。後半はシュートを一本も打たせることなく完封した形で、俺は先輩や監督からも褒められた。浩一も結局ハットトリックを達成して絶賛されてたけど。なんだかんだ言っても浩一の実力は流石さすがとしか言いようがない。

　そしてベンチから撤収して、試合会場の空いてるところに移動した俺たちは少し休憩していた。するとそこにユキと紫がやってきて、俺たちは紫からアクエリを受け取る。

「ふぅ……あ、ユキ。それに紫も。お、サンキュー」

「お疲れ宏樹。大活躍だったじゃん、よく守れてたと思うよ。今日の試合展開的に、みんな前線に行き過ぎなぐらいだったから２点ぐらい取られるかもって思ったけど、宏樹のおかげで０点に抑えられたし。すごくかっこよかったよ」

「おお、めっちゃ褒めてくれるじゃん紫」

「おい俺はどうした。ハットトリック決めたぞ？」

「べ、別に正直に思ったことを言っただけ！　それに浩一とか結果は出してるけど時々ありえないミスしてたし。あの一対一外すのはねぇ……」

「ハットトリック決めたんだからいいだろ！　で、浜地さんはどうだった？　宏樹のプレー、かっこよかったっしょ？」

　浩一が俺の聞きたいことを、多分無意識に聞いてくれた。正直俺は今日の試合中よりも今この時のほうが緊張しているかもしれない。なにせ高校になって初めてユキに試合を見に来てもらったから。

「うん、すごく……かっこよかったよ、ヒロくん」

　ユキは俺のことを見て、笑顔でそう言ってくれた。それだけで、今日頑張った甲か斐いがあったなあって思える。多分、それは俺がユキに言われたかった言葉だから。

「ありがとユキ。ユキに見られて恥じないプレーができてよかったよ」

「わ、私こそ……ヒロくんのかっこいいところ見れてよかったよ。ま、また来てもいい？」

「もちろん、次の試合も見に来てよ！」

「……うん！」

　ユキは大きく首を縦に振って頷うなずき、嬉うれしそうな顔をしていた。

「そういえば浜地さん。昨日許嫁の人が来てたみたいだけど？」

「え、えっと……」

　その直後に紫が芥あくた川がわさんのことをユキに聞くと、ユキは気まずそうな表情をして回答に困っていた。何か言えないことでも……いや、そんな邪推はやめよう。

「……お、お話ししただけだよ」

「ふーん、それだけ？」

「う、うん。向こうも忙しかったみたいだから……」

　ユキは無難な回答を返す。紫と浩一はもっと知りたそうな雰囲気は出していたものの、無理やり追及することはしなかった。

　それから俺らは監督に呼ばれてミーティングをして、終わったら各自解散だったのだが、俺は運悪くジャンケンに負けて監督の雑用を手伝う羽目になった。さっさと帰りたかったんだけど……まぁ、負けてしまったものは仕方ない。だから俺は他の人たちよりも遅く帰ることになり、一人で帰るものだと思ってた。

「あ、あれ？　ユキどうしたの？」

「……ま、待ってたの。ヒロくんと……い、一緒に帰りたくて」

　けれど試合が行われた他校の校門の前でユキが俺を待っていた。結構時間が経たっているのに待っててくれたんだ。正直かなり嬉しい。

「じゃあ帰ろっか。ありがとユキ、待っててくれて」

「……ううん、大したことじゃないよ。それに…………キスも、したかったから」

「……そ、そうだな。約束、だもんな」

　そっか。約束は毎日。休みの日である日曜日も、その約束は守る必要があるよな。ユキがこうして応援に来て、ここで待っててくれたんだから。

「でもどこでする？　ここらへんは隠れてできる場所なんてないし、ユキの家に行くわけにもいかないからな」

「ひ、ヒロくんの家は、どう？　あ、いや、そ、その……め、迷惑だよね。ご、ごめんね、変なこと言っちゃって」

「……いや、そうしよう。今日は俺の親でかけてるし、戻ってくるまでに俺の部屋でキスすれば……問題ないはず」

　確か今日俺の両親はショッピングモールへ買い物をしに行っているはずだから、戻ってくるまでに済ませてしまえば問題ない。

　これはあくまでキスがバレないようにするための手段だ。下心とかはもちろんないし、キス以上のことは起こりっこない。

「あ、ありがとうヒロくん。それじゃあ……お邪魔するね」

　こうして俺はユキと一緒に家に帰ることとなった。それから真っ直ぐ帰って、俺たちは家に上がる。

「お邪魔します。……懐なつかしいな、こうやってヒロくんの家に来るの」

　そういえば、ユキが俺の家に来るなんていつ以来だ？　高校生になってからは一度も来ていないから、数年ぶりといったところか。

「昔はよく一緒にヒロくんの家で遊んだね。昨日のことのように思い出せるよ。……本当に、楽しかったな」

「あの頃は本当にずっと一緒にいたからな。ユキ、今俺汗臭いからシャワー浴びて来てもいい？」

「……うん、わかった」

　臭い身体からだでユキとキスするわけにもいかないからな。俺は自分の部屋にユキを案内して、それから着替えを持って風ふ呂ろ場に向かった。

「ふぅ……」

　温かいシャワーが汗を流して、とても心地いい。身体の疲れも流れていってる気分になる。

「ユキにいいとこ見せられてよかった」

　シャワーを浴びながら、ふとそんなことを呟つぶやく。相手がそれほど強いわけではなかったけど、ユキにかっこいいと言ってもらえるプレーをできたことはよかった。これからも、ユキを元気付けられるプレーができたらいいな。

「……ん？」

　風呂の外からゴソゴソと音が聞こえてきた。もしかして、親が帰ってきたのか？　でもそれならゴンゴンとドアをノックしてくるはず。なら……泥棒？　でも鍵はちゃんと閉めたはず───え。

「……背中、流すよ。ヒロくん」

「ゆ、ユキ!?」

　後ろを振り向くと、そこには胸から太ももあたりまでを隠すようにバスタオルを巻いているユキの姿があった。首だけ振り向いたので見られちゃダメな部分は隠せたけど……ど、どうしてこうなったんだ!?

「い、いきなりどうしたんだユキ！」

「ヒロくん、試合の後で疲れてるかなって。だから……背中流すことぐらいしようって思ったの」

「い、いやでも……ユキがわざわざそんなことする必要ないよ」

「……でもね、それだけじゃないの。また……昔みたいに、ヒロくんと一緒にお風呂……入りたい。ダメ……かな？」

　バスタオルを羽織った状態のユキを直視することは恥ずかしくてできない。だから後ろを向いたままユキと喋っているため、どんな表情をしてそんなことを言っているのかはわからない。それに、俺たちが一緒にお風呂に入っていたのなんて、それこそ小学校低学年頃だ。もう軽い気持ちで一緒に風呂に入れる歳としじゃない。
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　それに、俺たちはただの幼おさな馴な染じみだ。

「ダメだ。もう一緒に風呂入るような歳じゃないだろ。それに……俺たちは恋人同士じゃないんだから」

　そう俺が言うと、しばらくユキは黙ったままだった。言いすぎてしまったかな。でも、これでいいはずなんだ。だって、これ以上俺たちの関係を変な方向に持って行きたくないから。

「……お願い、ヒロくん。背中……流させて？」

　だけど、ユキは素直に俺の言うことを聞いてくれない。今にも消えてしまいそうなぐらいか細い声でお願いしてくる。それでもビシッと断るべきだと思う。でも、俺はユキに甘すぎる。

「……タオル、取ってきてくれないか？　下半身、隠せるぐらいの。そうしないと……ちょっと恥ずかしい」

　俺はそれを受け入れてしまった。本当に、ちょろいって自分でも思う。でもユキにしてあげられることは何でもしてあげたいんだ。だって、またユキに会えない日々が続くなんて……嫌だから。

「……ありがとう。持ってくるね」

　それからユキがタオルを持ってきてくれて、俺はそれを腰に巻いてユキに背中を洗ってもらう。最初こそたどたどしくユキは俺の背中を洗っていたけど、だんだん慣れてきたのかどんどん俺の背中に密着してきた。バスタオル一枚越しだから、刺激があまりにも強すぎる。脳みそのネジがあちこちで外れそうだ。

「……どう、ヒロくん？」

「い、いやその……み、密着しなくてもいいんじゃ」

「……私の身体、林はやし原ばらさんみたいに大きなおっぱいはついてないよ。だから、これぐらいヒロくんには大したことないでしょ？」

「な、なんで紫が。べ、別に俺は紫のアレを触ったことは……」

　触ったことがない、わけじゃなかった。この前頭が埋もれてしまったな。だからつい言葉を詰まらせてしまう。

「……あるんだ。ヒロくんの……えっち」

　だから少し軽蔑された感じにユキからえっちだと言われてしまう。ああ、結構心にくる。ぐさっと心臓を貫かれた気分だ。

「い、いやあれはたまたま……というか事故的なものだから！　だ、だからユキが思ってるようなことは断じてない！」

「……気にしてないよ。男の人は、大きい方が好きだもんね。ここ、気持ちいい？」

「わ、脇腹はやめてく……あひゃひゃ！」

　気にしてないと口では言っても、内心思うところがあったのだろう。ユキは俺の弱点である脇腹をわざとこそばゆくなるようスリスリとこする。

「ふふっ、昔と変わらずヒロくんここ弱いね」

「そ、それこそ小さい頃一緒に風呂入ってた時に、ユキがここをくすぐってわかったからな」

「そうだったね。……すごくかっこいい身体になっても、弱い箇所は同じで……なんだか嬉うれしいな」

「褒められてるのかそれ？」

「昔と変わらないヒロくんで、よかったってことだよ」

「は、はぁ。そ、そろそろ出ないか？　親が帰ってきたら、何かと面倒だし、それに……する時間、なくなるだろ？」

　ユキに背中を洗ってもらったので、さっさと出るつもりが結構長くいてしまっている。だからこのままい続けると親にバレるし、そもそも俺の理性もヤバイ。

「……じゃあ、ここでキスしよ？」

「はい？」

　だがここで素直に風呂から出る、なんてことにはならず。ユキは風呂場で俺とキスしたいと言い出した。ここじゃあ俺はユキの顔すらろくに見られないのにどうして。

「……ここですれば、わざわざヒロくんのお部屋でする必要がなくなるよ。そ、それに、私がここで……キス、してみたい」

　いつもと違ったスリルがあるってことか？　確かに、今の俺たちは普段と違って裸に近い状態。それでキスなんてしたらいつもよりドキドキしてしまうのは間違いないだろう。

「……わかった」

　ユキがしたいならするまで。なんて頭の中で理由をつけて、俺は風呂場でユキとキスをすることを承諾する。心の奥底の本音は、俺もしてみたいだけなのかもしれないけど。

「ありがとう、ヒロくん。じゃあ……こっち向いて」

「あ、ああ……」

　キスをする際、立ち上がってユキの方を振り向いた時、風呂場で初めてユキの顔をちゃんと見た。頰は赤く、表情もとても恥ずかしそうにしていて、バスタオル一枚のみ羽織った身体から見える素肌は、透き通るように綺き麗れいで見み惚とれてしまいそうだった。そしてユキの目は、俺のことを真まっ直すぐ見ていた。

「じゃあ……キス、するね。足元……滑るかもしれないから気をつけてね」

「ゆ、ユキも気をつけて」

「うん……ちゅっ」

　お互いの足元のことを心配しながら、俺たちは風呂場でキスをする。普段よりもずっと裸に近い状態でするキスは……やはりいつもよりドキドキして。

　最初こそユキは足元に気をつけてゆっくりキスをしていた。だけど、だんだんそれを気にかけることなんて忘れて、徐々に強く俺の唇にキスをし続ける。その途中、ユキのバスタオルが少しずつ、下がっていることに気づいた。このままだと、ユキの裸体が露あらわになってしまう。

「ゆ、ユキ……バスタオル直さないと」

　俺はユキにそれを伝えた。ユキはキスに夢中になっていたからか、俺に言われてから初めて気づいたようで一瞬驚いた表情を見せる。だけど、ユキは直すことをせずに、こう言ってキスを続けた。

「……見ていいよ、ヒロくんなら」

「!?」

　恥ずかしそうにそう言ったユキに、俺は驚きを隠せなかった。見たい気持ちがないといえば、それは噓うそになる。

「……ヒロくん？」

　でも、許されることじゃない。だから俺は一旦ユキとのキスを止める。

「……ダメだ、ユキ。自分の体は大事にしてくれ。そんな簡単に見せていいものじゃないだろ」

　俺はユキの恋人じゃない。ただの幼馴染だ。そう簡単に裸を見せていい関係じゃない。毎日キスをして、こうやって一緒に風呂場にいるような関係で何を今更、と言われたら何も言い返せない。だけどここでユキの裸を見てしまったら、俺たちの関係は本当に取り返しのつかないところに行ってしまいそうだから。

「……そう、だよね。ごめんね、変なことを言っちゃって」

　ユキは素直に言うことを聞いてくれて、バスタオルを直す。

「き、気にしなくていいよ」

「う、うん。……続き、していい？」

「……ああ」

「ありがとう。……ちゅっ」

　そして改めて、俺たちはキスをし始める。

「んっ……ぷはぁ。……いっぱいしちゃったね」

　キスを終え、満足げに微笑ほほえみながらユキはそう言う。普段より長くすることができて満足しているのだろう。学校でする時は放課後の合間にしているから、どうしても時間に限りがあるし。

　その笑顔に俺はどきりとして、ついユキから目を逸そらしてしまう。可愛かわいいのはもちろんのこと、バスタオル一枚だからか、なんだかエロかったから。

「じゃ、じゃあ戻ろうか。ユキから先に着替えてきていいよ」

「ありがとう。じゃあお言葉に甘えて先に戻ってるね」

　着替え終わった後、俺たちはリビングで一休み。両親から渋滞で遅れるって連絡がラインに入っていたので、まだしばらく帰ってはこなさそうだ。

「はいこれ、オレンジジュース」

「ご、ごめんね……ジュースまで貰もらっちゃって。……あれ、あの写真」

　ユキの視線の先を見ると、そこには幼稚園の頃のユキと俺のツーショットが飾られていた。

「ああ、あれか。母さんがあの写真好きなんだよ」

「懐なつかしい……。あれって確か初めてヒロくんと私が出会った時の写真だよね」

「確かそうだったはず。そういえばユキ、あの時は引っ越してきたばかりだったんだっけ？」

「うん。パパがこっちでお店を出すことになって、こっちに来たの。でも、ママがヒロくんのお母さんと友達じゃなかったら、別々の幼稚園だった私たちが仲良くなることもなかったかもね」

　確かにその通りかもしれない。俺の母さんとユキの母親が高校時代の親友で、ここ長野で再会したからこそ家族ぐるみの付き合いが始まって、俺たちの出会いがあった。こういうのを、運命的な出会いっていうのかな？

「この時のユキ全然喋しゃべってくれなかった思い出があるなぁ。でも毎週日曜日に会ってるうちに楽しく遊べるようになったんだっけ？」

「今も人と喋るの苦手だけど、あの時はもっと苦手だったから……。でも、ヒロくんが私を楽しませようとしてくれたから、ヒロくんとだけ遊べたの。日曜日、いつも楽しみだったな」

「そう言ってもらえて嬉しいよ。でもまさか小学校一緒になるとは思わなかったな」

「ほんとは私立に行く予定だったんだよ。でも、私がちょっとわがままを言って変えてもらったんだ」

「わがまま？　何を言ったんだ？」

「内緒だよ、ふふっ」

　クスッと笑いながら、ユキは答えてくれなかった。学校を変えるぐらいのわがままって何だろう、あっちの小学校は給食が不味まずいから嫌だとか？　でも入る前から味なんて知らないか。うーん、わからん。

「小学校の頃は、毎日一緒に遊んでたね。本当に、あの時は楽しかったな。……また戻りたい」

　寂しげな表情でユキはぽつりと呟つぶやく。確かに小さい頃は好きなだけ遊ぶことが許されていたけど、今はもうある程度責任を持って生きていかないといけない。戻れるのなら、俺も戻りたいな。ユキと純粋無む垢くに遊ぶことができた、あの頃に。

「そろそろ帰るね、ヒロくん。今日は……ありがとう」

「もう帰るのか？　なら送っていくよ」

「う、ううん大丈夫。ヒロくんには休んでもらいたいし。またね」

　俺は玄関までユキを見送り、ユキは家に帰っていった。











第九話　テスト勉強の最中に






「かーっ。練習があって試合があって、しかもそろそろテストがあるって、ほんと一息つく暇もねーな」

　一回戦から三日経たった後の昼休み。浩こう一いちがそんな愚痴を言いながらむしゃむしゃと昼ご飯を食べている。そう、俺たちサッカー部は大会期間中にテスト期間にも入ってしまい、練習もあれば勉強もしなくてはいけない地獄のような日程が組まれているのだ。

「ほんとそれ。中々勉強する時間がないよなぁ」

「ぶ、部活は……お休みにならないの……ヒロくん？」

「いや、今日は休み。だけど明日は練習あるんだ。それに朝練は毎日あるから、そんなに練習時間は減らないかな」

「そ、そうなんだ……す、すごい頑張ってるねヒロくん」

「いや、そんなことはないよ」

「おいおい浜はま地ちさん、俺も頑張ってるんだぜ？」

「浩一、あんたは勉強してないでしょ」

「あ、バレてらあ」

　やはり浩一は勉強していないようだ。でもいつも赤点ギリギリ回避する底力はあるからなんだかんだ大丈夫なんじゃないか？　いや、今回こそ力尽きるかもしれないけど。

「はぁ……。しっかり最低限の成績取っとかないと後々面倒なことになるからね」

「安心しろ。俺の親おや父じは弁護士だから俺もそのうち勝手に頭が良くなる」

「いや、ならないから。そんなバカなこと言ってんの聞いたらお父さん泣くよ？　で、宏ひろ樹きはどう？　勉強の調子」

「うーん、あんまり良くないかも。今回の範囲結構難しくない？」

「まー量も多いからね。じゃあさ、今日せっかく部活も休みだし……そ、その……一緒に勉強しない？」

「一緒に勉強？」

「そ、そう！　誰かと一緒にやったほうが集中できるかなあって思って！　ど、どう？」

　確かに一人でやるよりは誰かと一緒に勉強した方が集中できるな。他の人が勉強してるとサボるわけにはいかないって思うし。それに紫ゆかりは成績優秀で学年一位とかも取ったことあるから、勉強を教わるにはこれ以上ない人物だ。

「じゃあしようか。俺も最近あんまし勉強できてなかったから」

「うん！　それじゃあ───」

「ユキと浩一も来る？　あ、紫何か言いたかった？」

「…………別に」

　紫が何か言おうとしたのと同時に、たまたま俺の言葉が被かぶってしまう。続きを聞こうと思ったけど、紫はそっけない感じでその場を流した。

「わ、私も行きたい。私もあんまり勉強できてなくて……」

「俺も……って言いたいんだけどさ。小テストの補習引っかかってんだよな……」

　ユキはこくりと頷うなずいて、浩一は残念な理由で断った。

「じゃあ三人で勉強しようか。放課後図書館でする？」

「でも図書館だと喋れなくない？　あたしの家でしようよ」

「いいの？　お邪魔じゃない？」

「全然問題ないよ。親は仕事してるし、姉ちゃんも一人暮らししてて家にいないから」

「じゃあお言葉に甘えさせてもらおうかユキ」

「う、うん。ありがとう林はやし原ばらさん」

　とまぁ、こんな風に話がまとまって、三人で紫の家で勉強することとなった。その際浩一が「俺も行きたかった」って顔をしていたのは気にしないでおく。

　それから憂鬱な授業を終えて、俺たちは紫の家に向かう。

「初めて紫の家に来たけど……すごい立派な家だな」

　紫の家は俺の家と比べて何段階か上のグレードといえる外観だった。いや、そもそもあたりを見ても立派な家ばかりがある住宅街だな。

「そう？　そんな大したことないと思うけど。まぁ上がって、二人とも」

　紫の家に上がると、やはり中も立派で。俺の家には絶対ないようなインテリアも数多くあった。あれ、これは。

「なぁ紫。これって……」

「ああ、それはお父さんのトロフィー。言ってなかったっけ、あたしのお父さん元プロサッカー選手だって」

「き、聞いてないぞ！　だから紫、サッカーに詳しいんだ」

「そ。とは言ってもお父さんの現役の頃はあたし幼稚園ぐらいだったから全然見てないんだけどね」

「へーすげーな。お父さん今何してるの？」

「大学でサッカー部のコーチしてるよ。だからあたしにアピっとけば、もしかしたら推薦もらえるかもね」

「え！」

「うっそー。そんな権限あたしにありませーん」

　いたずらな笑みを俺に向けて、紫は俺をからかう。うう、一瞬でも信じてしまった俺のバカ！

「……でも宏樹ならもっといいとこ行けるよ」

「え？　そ、そうか？」

「今の調子が続けばね。きっと誰かに活躍を認めてもらえるよ。さて、この話は一旦置いといて、そろそろ勉強しますかー。あたしの部屋こっち」

　そして俺たちは二階にある紫の部屋に案内されて、そこで勉強を始める。……にしても紫の部屋って結構女子らしいな。可愛いぬいぐるみとかも置いてあるし、なんだかいい香りもする。

「なに宏樹、キョロキョロとして」

「いや……部屋見てると紫も女子なんだなって思って」

「は!?　あたしはれっきとした女の子だっての！　このこの！」

「ちょ！　や、やめ……ひー!!」

　仕返しとばかりに紫は俺の弱点である脇腹をこしょこしょとくすぐってきた。本当にそこは弱い箇所なので俺は惨みじめに笑いを堪こらえるしかできない。ひーまじでくすぐってぇ……。

「……べ、勉強しようよ。二人とも」

　そんなじゃれあっている俺たちを見かねたユキは、少しだけ怒った感じで注意する。

「そ、そうだね浜地さん。ごめんごめん、悪ノリが過ぎちゃった」

　紫は申し訳なさそうにして謝り、カバンから教科書を取り出す。

「じゃあ始めよっか。二人はどの教科教えて欲しい？」

「俺は数学かなぁ」

「わ、私も数学……」

「じゃあまず数学からやろっか。二人ともわからない問題見して」

　こうして俺たちの勉強会が始まった。紫の教え方はやっぱり上手うまくて、わからなかった問題がスッと頭の中に入ってくる。ユキも同じようで、できなかった問題ができるようになっていた。

「ちょっと休憩しよっか。二人ともこの調子なら問題なさそうだね。結構できんじゃん」

「いや、紫の教え方が上手いんだよ」

「えへへーそれもあるか。もっと褒めてくれてもいいよ！」

「すごーいすごーい」

「て、テキトーな褒め方だなぁ。でも気分がいいから休憩ついでにジュース持ってきてあげる。ちょっと待っててね、二人とも」

「お、ありがと」

　ジュースを取りに行くため紫は一旦部屋から出て下の階に降りて行く。それにしても、本当に紫に勉強を教えてもらえてよかった。苦手な部分もなんとかなりそうだし、ほんと紫さまさまだな。

「……ヒロくん」

「ん？　どうしたのユ───!?」

　ふいにユキに声をかけられたので、ユキの方を向くと……間髪入れずに俺を押し倒して、キスをしてきた。

「はむっ……んんっ」

　ユキは我を忘れたかのように一心不乱に俺の唇を貪る。深く深く、執しつ拗ように俺の唇に唇を重ねては、まるで俺の全てを奪い去ろうとしているみたいに、今のキスはとことん激しい。こんな激しいキスをされたことなんて今までない。やばい、このままされ続けていたら紫に見られてしまう。でも、抵抗しようにもいきなりのことで体が対処しきれていないのか、ピクリとも動かすことができない。

「ちゅっ……ヒロくん……やだ……ど、どうして……私は……」

　ユキは今にも泣きそうな顔でキスを続ける。それはどこか、やり場のない怒りをぶつけているようにも見えた。

「ちゅ……ちゅ……ちゅ……ヒロくん……」

　俺は、されるがまま抵抗できずにいた。きっとすぐ紫は戻ってくる。見られてしまったらどうなるかわからない、少なくとも悪い方向に向かうのは間違いないのに。

　だけど俺はユキを止められない。今のユキをどう止めればいいのか、わからなかったから。

「ヒロくん……私だけを……」

「おーい二人とも。ジュース何がいい？　オレンジ？　りんご？」

　下の階から紫の大きな声が聞こえてくる。そこで俺はそれに反応するためユキとのキスをやめようとしたが……。

「……まだ、したい。行かないで……ヒロくん」

「ゆ、ユキ……！」

「ヒロくん……！」

　ユキは抵抗する俺の手を摑つかんでそうさせてくれない。また俺にキスをし始めて、俺をひたすらに求める。
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「おーい、どしたの二人とも？」

「ゆ、ユキ……もう」

「んんっ……ちゅ、ちゅぅ、ちゅ……」

　返事がない俺らを不思議に思った紫が、二階に上がってくる。足音はどんどん近づいて、もうすぐ紫が部屋にやってきてしまう。早くやめないと……このままじゃバレてしまう。

　けれどユキがキスをやめる気配はどこにも感じられない。以前屋上でキスをした時は、バレそうになったらちゃんと自分からやめていた。でも今は……無我夢中で俺の唇を貪っていて、理性がどこかに飛んで行ってしまったようだった。

「……ユキ！」

　だから、やむを得なかった。だってバレたら終わりだから。だから俺は……動かない身体からだを無理やり叩たたき起こして、そして両手でユキを突き飛ばしてキスを強引にやめさせる。幸いなことに、仰向けに倒れたユキは頭を打ったりはせずに無事で、紫の部屋のものを乱すこともなかった。

「おーいって。あれ、どうしたの二人とも？」

「い、いや……ちょっと」

　キスをしていたことはバレなかった。だけどとっさの噓うそもつけずに、俺は言葉に詰まる。

「……ちょ、ちょっと私が転んじゃって」

「え、大丈夫浜地さん？　怪け我がとかしてない？」

「う、うん。ヒロくんが守ってくれたから」

「おお、さすが宏樹。はいこれジュース。両方持ってきたから一緒に飲も。好きな方選んでいいよ」

「あ、ありがと紫。じゃあありがたくもらうね」

　けれどユキがそれっぽい噓をついてくれて誤魔化すことができた。だからなんとか俺たちがキスをしていたことがバレずにすんだけれど……それから俺は放心状態になって、勉強はろくに進まず。今日はキス以降ユキとまともに喋しゃべることができなかった。

「ご、ごめんユキ。お、俺……」

「……私の方こそ今日はごめんね。ヒロくんは何も悪くないよ。……じゃ、じゃあね」

　帰り際ぎわ、ユキは俺にそう謝って家に帰って行った。本当に、申し訳なさそうにしていて、ユキとしてもあれはかなりの暴走だったんだろう。でも、それでも突き飛ばすなんてことが許されるわけがない。その罪悪感が俺にのしかかる。

　明日、俺はどうユキと接したら良いのかな。











第十話　浜はま地ち幸ゆき穂ほの心情






「……やっちゃった」

　林はやし原ばらさんの家から帰宅して、部屋に戻ってベッドに寝転びながら、私はそう呟つぶやく。

　ヒロくんと林原さんがとっても仲良くしているのを見て、我慢ができずに自分勝手なキスを……バレる寸前までして。本当に、私は最低だ。だけど……どうしても溢あふれ出る、林原さんへの嫉妬心に支配されてキスをしないではいられなかった。

　私はヒロくんが大好き。昔から、ずっと大好き。

　だから小さい頃の夢は、誰にも言えなかったけど……ヒロくんのお嫁さんになることだった。その夢が叶かなったらいいなって、ずっと思ってた。小学校の入学前にはヒロくんと同じ学校じゃなきゃ嫌だって毎日泣きじゃくって、無理やり一緒の小学校にしてもらったりもしてた。だって、離れ離れになりたくなかったんだもん。

　でも、その夢が実現不可能だって知ったのは中学卒業前。許嫁いいなずけ候補の本家の人とお話しすることになった時だ。

　パパもママも嫌だったら断っていいと言ってくれた。でも、偉い人の息子さんだから会って話をすることだけはして欲しいとお願いされたので、それぐらいならと思い私はそれを受け入れた。

　今思えば、それが全ての間違いだったけど。

　許嫁の人は芥あくた川がわ健けん悟ごさん。本家の息子さんで、私の一つ年上で、品もあって爽やか、そして到底ヒロくんには及ばないけど、イケメンな人。私は何度か芥川さんと会ったことがあって、随分と優しくしてもらった記憶があった。

「久しぶり、幸穂。今日は会えて嬉うれしいよ」

　あの日、私が芥川さんが指定した高級料亭に行くと、ニコニコと優しく芥川さんが出迎えてくれた。個室の立派なところに招待されたのに、お話を断るのは少しだけ気まずいと思ったけれど、私はヒロくんが一番好きだからこのお話は受けられない。ちゃんと話せばきっとわかってもらえる。この時はまだそう思っていた。

「これ、僕からのプレゼント。幸穂に喜んでもらえると思って、ついこの間買ってきたんだ」

　芥川さんは、ブランドに疎うとい私ですら知っている高級なカバンをプレゼントしようとしてくれた。きっとすごく高かったと思う。まさかこんなものを用意してもらっていただなんて思っていなかった私はとても驚いてしまった。普段の私なら、相手に気を遣って断ることもできなかったかもしれない。

　だけど、私はヒロくんのことが大好きだから。

「ごめんなさい、私、そのプレゼントは受け取れません」

　私はきっぱりと芥川さんからのプレゼントを断った。断られるなんて思っていなかったのか、芥川さんは呆あっ気けにとられていた。だけどすぐに落ち着きを取り戻して、私に理由を聞いてきた。

　正直に私は理由を説明した。私には昔からずっと好きな人がいる、だからこのお話は受けられないって。

「そっか。幸穂には好きな人がいるんだね」

　それを伝えたら、芥川さんはニコニコしながら一切怒った感じを見せずにそう言った。

「ごめんなさい。でも私……どうしてもヒロくんと一緒にいたいんです」

「どんな人か僕にも教えてもらえるかい？　写真とかも見せて欲しいな」

　そう言われて、私はヒロくんのことを芥川さんに教えた。ヒロくんの名前、サッカーを頑張っていること、高校も同じところに通うことになったこと、そして写真もお見せした。

「へぇ、いい人そうだね」

「や、優しいだけじゃなくてすごくかっこいいんです！　私のこと、昔からずっと気にかけてくれて、それに一緒にいると安心できて、それに……」

「本当に梅うめ崎さきくんのことが好きなんだね、幸穂は。きっとお似合いのカップルになれるんじゃないかな。告白とか考えてるの？」

「そ、それは……えっと……そ、卒業式にしようかと思ってます」

　高校生活は、ヒロくんと恋人という間柄で過ごしたいと思った。だから、私は卒業式の日に告白することを決めていた。どこでしようかな、どんな言葉ならヒロくんに気持ちを伝えられるかなってあれこれ考えてた、のに。

「そう。でも残念だったね、僕がそれを認めなくて」

「……え？」

　芥川さんから笑顔が消えていた。凍いてつくような冷たい視線を私に向けて、私はそれに驚いて呆ぼう然ぜんとしてしまう。だって、そこには温厚な芥川さんはどこにもいなくて、処刑人のように冷酷な雰囲気をまとった人が現れたから。

「ど、どういうこと……ですか？」

「簡単だよ。僕は君との許嫁の話を破棄になんかしないということ」

　そう言われるなんて思ってもいなかった。だって、さっきお似合いのカップルになれるって言ってくれていたから。それに、パパやママも嫌だったら断っていいと言ってくれた。だから、芥川さんがどれだけ怖くても断れば済む話だとこの時は思っていた。

「ご、ごめんなさい。で、でも……その話は受け入れられないんです」

「いや、受け入れてもらうよ。どんな手を使ってでもね。そうだな、君がその願いを叶えようとしたら、他の誰かが不幸になると思うよ」

「い、言っている意味がわかりません……」

「簡単だよ。君のおうちの和菓子屋を潰す。分家の一つや二つなくなったところで僕たちにはかすり傷にもならないからね」

　瞬まばたき一つせずに、淡々と芥川さんは私を脅してくる。そこでようやく、私はこの人が本気なんだって気づいた。事実、この人は本家の跡取りだから、それができる力を持っている。

「梅崎くんにも不幸が訪れるかもね。そうだなぁ……二度とサッカーができなくなる足の大怪我を負ってしまったら、彼どうなっちゃうんだろう」

「そ、そんな……」

「世の中には悪い人がたくさんいるからね。そういう人に限ってお金で簡単に動いたりするんだよ。聡そう明めいな幸穂なら、梅崎くんが無事でいるにはどうしたらいいのか、わかるよね？」

　震えが止まらなくなった。これは遠回しに、ヒロくんにも危害を加えるぞって脅しをかけているのが、わかってしまったから。そこから、私は芥川さんの顔を怖くて見ることができなくなって、俯うつむいてただただ怯おびえていた。

「できないと思わない方がいいよ。知っての通り、僕はお金には困っていないからね。そうだ、見せしめに一回梅崎くんに痛い目を見てもらうのもありか」

「……や、やめて……や、やだ……な、なんで……」

「なんで？　それは簡単だよ。僕が幸穂のこと、大好きだからさ」

　芥川さんは私のそばにやってきて、耳元でそう囁ささやいた。気持ち悪かった。今すぐ離れたかった。でも、ここで抵抗してしまったらヒロくんが危険に晒さらされてしまうかと思ったら……私は、黙っていることしかできなかった。

「幸穂、僕は君のことが好きなんだよ。初めて会った時、天使のような君を見た瞬間に僕の妻になるべき人だって思ったんだ。だから、君に他の男のところに行ってほしくない」

　意味がわからなかった。理解なんてしたくなかった。血の気が引いて、どんどん気分が悪くなっていく。けれど、芥川さんはそんなこと御構い無しに話し続ける。

「君のご両親も梅崎くんも、不幸にしたくないだろう？　幸穂が僕との縁談を受け入れるだけで、全てが丸く収まるんだよ。逆に、君が縁談を断ればみんな不幸になるんだ。君がわがままを言えば、みんなを不幸にするんだよ」

　芥川さんは凍てつくような冷たい声で囁き続ける。頭が真っ白になって、考えが全然まとまらない。私がみんなを不幸にする？　私がわがままを言えば、パパやママ、そしてヒロくんが……。

「い、いや……」

　私はただ、震えながら一言だけ言う。いやだよ、そんなの……絶対にいや。

「そうだろ、嫌だろ？　なら、どうするべきか一目瞭然だよね」

「……わ、わかりました。許嫁に……なります」

　私に選択肢はなかった。必死に涙を堪えて、芥川さんが望んだ言葉を言う。

　そう言った途端、芥川さんの冷酷な雰囲気は綺き麗れいさっぱりなくなって、私が知っていた温厚な芥川さんに戻った。きっと、私が思い通りになったから気を良くしたんだろう。

「僕は優しいからね。幸穂が高校を卒業するまでは、君の好きにさせてあげるよ。本格的に交際を始めるのはお互い卒業してからにしよう。でも、僕が嫌がることはしないで欲しいな」

「……」

「高校生活、思う存分楽しみなよ」

　楽しませる気なんてないくせに、芥川さんは最後にニタっと笑いながらそう言った。

　これが、私が縁談を受け入れたことの顚てん末まつ。パパやママに迷惑をかけるのも嫌だったけど、何よりヒロくんに酷ひどいことをされたくなかったから、拒否することができなかった。

　私が縁談の話を受け入れると聞いた両親はびっくりしていた。だってもう断るつもりだったことを両親も知っていたから。でも、芥川さんが自分の魅力が伝わってよかったです、なんて外面モードで言うから両親は疑いようもなく、話は進んでしまった。

　最悪。この出来事は、その一言に尽きる。

　でも、それに追い打ちをかけるように……卒業式の日にヒロくんが私に告白してくれた。本当に嬉しかった、両想いだったってことがわかっただけで、こんなに幸せな気持ちになれるんだって思った、のに。

　それを断らないといけない自分の立場が、その幸せな気持ちを全て握りつぶして。私は泣く泣くヒロくんの告白を断った。

　本当は、ヒロくんに連れ出してもらいたかった。駆け落ちをしたかった。でも……それじゃあヒロくんに迷惑がかかってしまう。それに、サッカーを一生懸命頑張っていることを知っていたから、邪魔もしたくなかった。

　だから自分だけ不幸になればいい。そう思って自分の運命を受け入れた。

　だけど、高校生になってから私とヒロくんの関係はどんどん距離が離れていった。当たり前だ、だって私はヒロくんの告白を断ってしまったんだから。今までのような関係でいられるわけがない。

　せめて私に勇気があれば距離を縮めることができたのかも。でも、無理だった。ヒロくんを傷つけたくない、そんな言い訳をして自分からヒロくんを避けてしまったから。

　そして私は学校に行かなくなった。あんな大嫌いな人の婚約者でいなければいけない現実、これから先、ヒロくんとの関係がどんどん希薄になるんじゃないかって不安、そして大好きなヒロくんと一緒にいられない絶望。それが私から学校に行く気力を奪ったから。

　でも、不登校になってからヒロくんが毎日私の元に来てくれるのはとても嬉しかった。本当はおしゃべりもしたかったけど……勇気が出ずに声を聞くだけしかできずにいた。二年生になった際、ヒロくんと同じクラスと聞いた時は頑張って学校に行こうと思ったけど……今のように、毎日私と喋しゃべってくれなくなっちゃうんじゃないかって怖くなって、結局学校に行けない日々が続いた。

　でもあの日。ヒロくんがなんでもしてくれるって言った時……もう、やけくそで私は……毎日キスをすることを提案した。

　そうしたらヒロくんと毎日一緒にいられるから。でも何より……私は、ヒロくんと毎日キスがしたかった。恋人になれなくても、恋人のようなことがしたかったから。バレたら大変なことになることぐらいわかっていた。けど、バレないギリギリのラインですれば大丈夫だって思ったから。

　でも、正直こんな約束断られると思っていた。けれど優しいヒロくんはそれを受け入れてくれて、私にファーストキスもくれて、毎日キスを受け入れてくれている。私はこれ以上ない幸せ者だと思う。

　だけど今日、ヒロくんと林原さんが仲良くしているのを間近で見ていたら……自分の中に、黒い感情が噴き出してしまった。他の女と仲良くして欲しくない、私だけを見て欲しい、そんな独占欲が身体からだを支配して、ヒロくんの意思なんて確認せずに、ひたすら自分の欲望をぶつけた。

　とことん自分勝手な行動ばっかりして嫌になる。ヒロくんと結ばれない運命にあって当然だ。

　嫌われちゃったかな。もうキスしてくれないかな。でも、仕方がないよね。そうなっても仕方がないことを、私はしてしまったんだから。

　これを機にやめるべきなのかもしれない。また、自分の欲望に支配されてあんな身勝手なことをしてしまったら、次は本当に取り返しのつかないことになるかもしれないから。

　それで芥川さんにヒロくんとキスをしていることがバレちゃったら、ヒロくんにすごい迷惑がかかる。そしたら、ヒロくんの人生が台無しになっちゃう。私の自分勝手な行動で、そんなことになるなんてイヤ。

　……明日、もうキスをすることをやめるって言おう。キスなんかに頼らなくても学校に行けるよう、私自身が頑張るべきなんだ。そうすれば、もうヒロくんに迷惑をかけることもなくなる。それが……いいに決まっている。

「……ヒロくん」

　ふと、ヒロくんの笑顔が頭に浮かぶ。いつもダメダメな私のことを気にかけてくれて頼り甲が斐いのある、少しおっちょこちょいなヒロくんが。

　初めて会った時、全然喋れなかった私をなんとか楽しませようとしてくれた。そして私もだんだんヒロくんと一緒に遊ぶのが楽しくなって、いつの間にかヒロくんのことがすごく好きになっていた。小学生の時は、私がいじめられていたらすぐに助けてくれたり、喋ることが苦手で中々友達ができなかった私とずっと一緒に遊んでくれた。そして中学の時、サッカーを一生懸命頑張っているヒロくんの姿がとてもかっこよくて……月日が流れるにつれて、私はヒロくんへの想おもいがどんどん高まっていた。

　今もそう。ヒロくんとキスをするたびに、大好きって感情が溢あふれ出しそうになる。

　……やっぱり、キスをやめるなんて無理だよ。私はもう、ヒロくんとキスをすることが……生きがいになっているから。

　本当に自分勝手。でも、嫌われたくない。ずっと一緒にいたい。ギュって抱きしめて欲しい、ヒロくんからキスしてほしい、いっぱい愛してもらいたい。そんな願望が、止まることなく頭の中を流れていく。

「……ヒロくん、好き……大好き……大好きだよ……」

　私は枕に顔を埋うずめて、涙をぽろぽろと流しながら……ヒロくんへの想いを、何度も吐き出した。











第十一話　後輩からのアドバイスもあって






「おい宏ひろ樹き。今日のお前調子悪いな。なんかあったか？」

「え!?　そ、そうか？」

　朝練の最中、浩こう一いちからそう指摘される。……正直、自分でも今までのようなプレーはできていないなとは思っていた。なぜなら、どうしてもユキのことが気にかかってしまって……。

「しっかりしてくれよ、これからの試合は間違いなくお前の活躍が必要になるんだから」

「あ、ああ。なんとかするよ」

　とは言ったものの、やっぱり朝練中に調子を取り戻すことはできなかった。やはりユキとちゃんと喋らないといけないよな。うーん、でもどうやって話を切り出したらいいんだろうか。

「ん？」

　ユキのことで色々と悩みながら水で顔を洗いに行く途中、ふと見覚えのある人影が眼めに映る。

「先輩、おはようございます」

「おはよ、鮎あゆ川かわさん」

　そこにはジョウロに水を入れていた鮎川さんがいた。

「今日も練習お疲れ様です。私が学校に来た時にはもう練習しているんですから、本当に大変ですよね」

「まー最初は朝起きるのもきつかったけど、今はもう慣れちゃったから平気かな。あ、そのジョウロ俺が持っていくよ」

「気にしなくても大丈夫ですよ、大して重くないですから。ほんと、先輩はお優しい人です」

「そ、そう？」

「ええ。当たり前のように気にかけてくれますから。先輩に会うまでの今までの人生、私に優しくしてくれる人なんていませんでしたし」

「お、大げさすぎるよ。そんなことはないでしょ」

「そうでもないんです。私の家の家訓は『人に頼らず己に頼れ』なんてふざけたものでしたから」

　な、なんかすごい厳しそうな家だったんだなってその言葉だけで伝わってくる。鮎川さん、確かに育ちよさそうだもんな。

「厳しい家だったんだね。でもそんな一人で抱え込む方が毒だし、頼りない先輩だけど俺でよければ色々手伝うからさ」

「せ、先輩は頼りなくなんてありません！」

　普段クールな鮎川さんが、突然大きな声を出したのでつい俺は驚いてしまった。鮎川さんも言った後にハッとして顔を赤くしつつ俺から視線を逸そらす。

「す、すみません大きな声を出して……」

「いや、気にしなくていいよ。でも鮎川さんみたいなしっかりした人に頼られてるってわかってよかった。それだけで俺、自信ついたよ」

「ほ、本当ですか？」

　恐る恐るこちらを見ながら、鮎川さんは確認する。

「うん。だからこれからも俺を頼って欲しいな」

「は、はい！　では、私も今から先輩のお役に立ってもいいですか？」

「今から？」

「ええ。先輩、今悩み事があるのではないですか？」

「!?」

「ここに来る途中も部活中も、何か悩んでいたようでしたので。その反応を見るに、図星ですね」

　そ、そんなに顔に出ていたのか。鮎川さんの勘がいいのもあるんだろうけど、俺が顔に出やすいのも問題かもなぁ。

「だ、大丈夫。大したことじゃないからさ」

　だが俺の悩みは他人に言えるものじゃない。幼おさな馴な染じみに激しいキスをされて、やめさせるために無理やり突き飛ばした、なんてことを正直に話したら全てがパーだ。

「そうですか？　でも、さっき先輩の幼馴染の方も見たのですが、あの方も元気がなさそうでしたね。もしかして、喧けん嘩かでもしたんですか？」

「え、そ、その……喧嘩はしてないけどさ」

　ユキも元気がないのか。やっぱり昨日のことを気にしているってことだよな。

「ふむ。ちなみに昨日は何をされてたんですか？」

「昨日は俺と紫ゆかりとユキの三人で勉強してたよ」

「あー、わかりました。先輩、罪な男ですね」

「へ？」

　それだけで鮎川さんは何かを察したようだ。

「女子って結構嫉妬深いんですよ、先輩が思っている以上に。ですから今日は幼馴染の方をとても大事にしてあげたら良いと思います。そしたら、幼馴染の方が元気になるかもしれません」

「そ、そうかな？」

「ええ、きっとそうですよ。ですが先輩、浜はま地ちさんでしたっけ？　その方許嫁いいなずけがいるんですよね？」

「え、なんでそのことを!?」

「噂うわさが学校中に流れていますよ。顔はイケメンなんですよね」

　うわーサッカー部の誰かから漏れたか。でもあんなイケメンが学校に来たってだけでも話題になるだろうし、噂が広まってしまうのは致し方ないか。これからますますキスをしているところを見られたらマズくなったな。

「浜地先輩を大事にするにしても、距離は履き違えちゃダメですよ。先輩は許嫁ではなくてただの幼馴染なんですから。幼馴染として、できることだけするべきです」

　ズキッと、心に刺さる。鮎川さんの言葉は核心をついていた。そう、俺はただの幼馴染。できることなんて限られている。本来なら、キスなんてしていい間柄じゃない。俺はユキを大事にしすぎているのかもしれないな。いや、自己満足のためでもあるのかも。

　どのみち、今の関係が大きくラインを越えてしまっているのは間違いない。

「許嫁の方、良い人なんですよね？　浜地先輩は不登校明けで何かと情緒が不安定なのかもしれませんし、その方と協力してみるのも良いかもしれませんよ」

　言われてみれば、芥あくた川がわさんは人格者だしユキも許嫁として認めたのだから親しい仲のはず。協力した方がよりユキにとってベターな生活を送れるようになるかもしれない。

「ありがとう、鮎川さん。すごく参考になったよ」

「お役に立てて何よりです。では、私は水やりに行ってきますね」

　そう言い残すと鮎川さんはぺこりと頭を下げて花壇の方に向かっていった。嫉妬か……思い返せば、昨日は紫とばかり喋っていて、ユキがその輪に入れていたかと問われれば、確かに入ってなかった。

　ちゃんとユキも一緒に楽しく勉強できる環境を作るべきだったな。そうすれば、ユキもあの時寂しい思いをせずに済んだかもしれない。しっかり謝ろう。

　それから着替えて教室に行くと、教室には先にユキがいた。

「お、おはよう……ヒロくん」

「お、おはよユキ」

　お互いぎこちない挨拶をして、俺は荷物を席に置く。鮎川さんが言っていた通り、今日のユキは元気がなく何かに怯おびえているようにも見えた。やっぱりまだ昨日のことを気にしているのだろう。

「……後で話できる？」

　俺はユキに小声でそう話しかける。

「……え？　う、うん」

　ユキは驚いた表情を見せるも、コクリと頷うなずく。

「ありがとう。じゃあ次の休み時間に話そっか」

　それから授業が終わって休み時間。ユキを人ひと気けのない場所に連れていって、二人きりの空間になったところで俺は。

「昨日はごめん！」

　頭を下げて、ユキに謝罪する。

「ひ、ヒロくん!?　ど、どうしてヒロくんが謝るの……？　わ、悪いのは……私だよ」

「いや……昨日ユキに寂しい思いをさせちゃったのかもしれないって思ったから。紫とばっかり喋しゃべってたのは俺の配慮が足りなかったし……それに、どんな状況であっても突き飛ばしていい理由なんてないから」

「ひ、ヒロくん……」

　ユキは俺の顔をじっと見る。

「優しすぎるよ……ヒロくん」

　それからさっきまでの不安そうな雰囲気は消えて、心から安心しきった笑顔を俺に見せてくれた。

「……私、もうヒロくんにキスしてもらえないかと思ってた。自分勝手なキスばっかりして、昨日はすごく迷惑をかけたから」

「気にしてないよ。でも、キスのことでも話があるんだ」

「……え？」

　ユキの安心しきった笑顔は消えて、また表情が曇ってしまう。でも、これはきっとユキにとっても悪いことじゃないはずだ。

「芥川さんの存在もあるのに、このままキスし続けていいのかなって思ったんだ。ユキと約束したけど、やっぱり芥川さんを裏切り続けるのはよくない」

「……」

　ユキは何も答えない。ただ、呆ぼう然ぜんと俺のことを見つめる。

「今までたくさんキスしてきた分際で何をって話だけど……今日、後輩から距離を履き違えるなって言われてさ。やっぱり、キスなんかに頼らなくてもいいように芥川さんと協力してなんとか学校に来れるよう」

「いや」

「え？」

　ユキは一言、いやと答えた。今すぐにでも泣きそうな表情で、俺の制服をぎゅっと摑つかむ。ユキの身体からだが震えていることが伝わってくる。

「お願い……キス、して」

「で、でも」

「私は……ヒロくんと毎日キスがしたいの」

「で、でも」

「……してくれなきゃ、絶対学校に来ない」

　ユキは涙を堪こらえながら、ひたすら訴えてくる。ユキの意思が変わる気配はなく、俺がどう説得しても無意味に違いない。

　どうしてそこまで俺とのキスにこだわるのかわからない。ユキは自分の意思で芥川さんを選んだんじゃないのか？　事実、芥川さんはすごい人だし非の打ち所がない。でも、ユキだけが知っている何かがあるのかもしれない。

「芥川さんと何かあったのか？」

　俺は問いかける。

「……何もないよ」

　だけど、ユキは答えてくれない。何もないとは思えない、けれど想像がつかないんだ。だからユキから聞くことしかできないけど、答えてくれない限りどうしようもない。

「お願い……ヒロくん。今まで通り……キス、しよ？」

　ユキがポロッと涙を流す。俺はただユキに幸せになってほしいだけなのに、泣かせてしまったら元も子もない。罪悪感が背中にのしかかってくる。ユキにとってベストなら、キスをすることこそ正解なんじゃないかって思い始めた。

「……わかった」

　だから俺は屈した。今まで通り、毎日ユキとキスをすることを選んだ。

「……ありがとう。ごめんね……私、自分勝手で」

「……俺こそ、ユキの気持ちを考えなくてごめん」

「今日も放課後、してくれる？」

「ああ」

「……よかった」

　ユキは心から安あん堵どしたようで、涙も止まっていた。ここで無理にでもキスをやめるのが正解だったのかもしれない。でも、無理だ。ユキが願うなら、俺はそれをできる限り叶かなえてあげたい。

　こうして、俺たちの仲に傷が入ることなく問題は解決した。それからいつも通り、授業を受けて、昼ご飯を食べて、おしゃべりして、授業を受けて、そして……。

「ちゅ……ヒロくん」

　ユキとキスをして、それから部活に行く。そんな日常を過ごしたのだった。











第十二話　幼おさな馴な染じみと過ごす一夜






　県大会二回戦。相手は過去の大会でも何度か上位に食い込んだことがある経験のある高校で、一回戦の時よりも強敵だ。なので試合展開はこちらが苦しい状況が続いたけれど……なんとか浩こう一いちのゴールで前半はリードすることができた。そして後半、相手に決定的なシーンが生まれてしまうも、俺が間一髪でブロックして危機を回避した。そしてそのままスコアは動かず、１‐０で俺らはなんとか勝つことができた。辛勝ではあったものの、勝てればなんだっていい、次に進めるんだから。

「助かった宏ひろ樹き。あれ決められてたら相手に流れ持って行かれてたな」

「浩一こそ、あのゴールがなければどうなってたことやら」

「ははっ。俺ら二年の活躍あっての勝利だな！」

　試合後、俺らは辛くも勝利したことでとても喜んだ。苦しい試合に勝つほど嬉うれしいことってないからな。

「お疲れー。はいこれ」

「お、サンキュ」

　木陰で休んでいる俺らに紫ゆかりがポカリをくれた。

「今日はほんと勝てて良かった。二人とも大活躍してたし」

「だろー！　もっと褒めていいんだぞ紫！」

「調子に乗りすぎ浩一。でも今日ぐらいはいっか。すごーいすごーい」

「い、いい加減だな……」

「いいじゃん褒めたんだから。あ、そうだ宏樹。鮎あゆ川かわさん？　て名前の一年の子が来てたんだけど、用事があるから会えないってことで宏樹宛の差し入れ預かったの。はいこれ」

「お、めっちゃいいウィダーだ。後で飲も。明日鮎川さんにお礼言わないとなぁ」

　試合見に来てくれてたんだ。試合前に見た時はいなかったから、途中から来たのかな。なんにせよ、差し入れももらったしありがたい話だ。

「おいおいお前にも追っかけの後輩いるのか？」

「ちげーよ。環境美化委員会の後輩」

「なんだ面白くない。あれ、浜はま地ちさんは？」

「もうすぐ来ると思う……あ、来た」

「はぁ……はぁ……お、おめでとうヒロくん。こ、これ差し入れ。か、買ってくるの忘れてて……今買ってきたの」

　全力疾走で買いに行ってくれたんだろう。俺の元にやってきたユキは息切れしながら俺にアクエリをくれた。

「ここまでしなくて良かったのに」

「う、ううん。だってヒロくん……本当に、かっこよかったんだよ。だから私、ヒロくんのために何もしないわけにはいかないと思って……」

「ユキ……。ありがと、これで次も頑張れるよ」

「そ、そう？　なら良かった……えへへっ」

　ユキはにっこり笑って、俺もそれにつられて笑う。

「はいはいそこまで。宏樹、監督が呼んでる」

「お、行かないと。じゃあまた後で、二人とも」

　それから俺らは監督の話を聞いて、これからの練習日程を伝えられた後に今日は解散となった。副審をやる必要もないので今日はさっさと帰れるけど……テストも近いんだよな。

「ふー、疲れた。監督話なげーんだよな。さて宏樹、どっか寄っていくか？」

「うーん、中間テスト近いし勉強する。赤点とか取りたくないし」

「は!?　偉すぎだろ！」

「いや、あんたはバカすぎ。勉強しろ。てかさせる。浩一が赤点取って試合出れなくなったらシャレにならないし」

「確かにそれは言えてる。じゃあ四人で勉強会するか。ユキも来いよ」

「う、うん！」

「え、俺も行くん？」

「当たり前でしょ！　あんたが一番勉強しないとまずいんだから」

　そんなわけで俺らは四人でテスト勉強をすることになった。前回同様紫の家を使わせてもらうことになって、なんだかんだ今回は勉強が捗はかどった。テストも間近に迫って勉強に集中しないといけない環境にあったからだろう。それでも浩一はあんまりしてなかったけど。

「じゃあまた明日ね。ちゃんと家帰っても勉強するように、特に浩一」

「やるっての！　……気が乗れば」

「それやらないって言ってるようなものじゃん」

「余計なことを言うな宏樹！」

「まぁ浩一に期待はしてないから。宏樹と浜地さんも頑張って！」

「ああ、ありがとな紫」

「あ、ありがとう……」

「どういたしまして！」

　帰る頃にはもう夕日は沈みかかっていて、駅で浩一と別れる時にはもうすっかり夜になっていた。

「今日はしっかり勉強できたね、ヒロくん」

「ああ、なんだかんだテストいけそうな気がする」

　電車から降りて家までの帰り道、二人でそんな会話をしながら歩いていく。

「……そ、それとねヒロくん。きょ、今日の分の」

「……あ、そっか」

　そういえば、今日の分のキスをまだしてなかった。するタイミングがなかったからな……。でも今から二人っきりになれて、なおかつ隠れられる場所があるかな？

「げ、降ってきた。しかも結構強いし」

　悩んでいる最中、猛烈な勢いで雨が降り出してきた。

「俺の家はもうすぐだし、ユキも一旦うちで雨宿りしなよ。風邪引いちゃまずいし」

「う、うん。ありがとう、ヒロくん」

　それから俺たちは走って俺の家に行く。それでも結局かなり濡ぬれてしまったから、もう服はびしょびしょだ。

「いやーやばいなこれ。ユキ、大丈───」

　家の玄関前に着いて、ユキの方を見ると、今日たまたま白い服を着てたから雨で濡れたことで服が透けてしまっていて、俺はとっさに視線をそらす。

「ヒロくん？」

「な、なんでもない！　とりあえず上がって」

　俺はユキから目線を逸そらして家のドアを開ける。母親からはずぶ濡れになったことを心配されて、ユキは先に風ふ呂ろに入ってもらうことになった。

「久しぶりにユキちゃんがうちに来たわね。なんだか懐なつかしいわ」

　服を着替えてリビングに行った俺は、母親にそう言われる。……実は親がいない時にユキを家に上げてるけど、それはもちろん言えない。

「昔から可愛かわいかったけど、今はもっと可愛くなって。時間が経たつのは早いわね」

「……確かに」

「それにしても雨の勢いが全然弱まらないわね。ユキちゃん、うちに泊まった方がいいんじゃないかしら？」

「へ!?」

　つい飲んでいたお茶を噴き出してしまう。だってユキをうちに泊めるなんてことになるとは思わなかったから。

「車で送るにも今日お父さん出張だから運転手がいないのよ。こんな雨の中歩いて帰らせるわけにもいかないでしょ？」

「い、いやでも……」

「空き部屋ならあるから、布ふ団とんをそこに持って行って寝てもらえばいいじゃない」

「う……」

　そう言われてしまってはもうどうしようもない。善は急げと言わんばかりに母さんはユキのお母さんに連絡して許可を取る。ユキのお母さんも許可してくれたようで、ユキが今日うちに泊まることが決まった。

「お、お風呂ありがとうございます。そ、それに着替えまで用意してもらって……」

　お風呂から上がったユキは、母さんが用意したラフなシャツを着てぺこりと頭を下げながらお礼を言う。なんだか、こんなラフな格好のユキを見るのは久しぶりだ。それに、お風呂上がりということで、普段ない色気みたいなのも出てるし……また俺はユキから視線を逸らしてしまう。

「いえいえ〜ユキちゃんのためならこれぐらいお安い御用よ。あ、それとユキちゃん。さっきお母さんに電話しておいたから、今日はうちに泊まっていってね」

「え、で、でもご迷惑になるんじゃ……」

「大丈夫よ。一人増えたぐらい大したことないから。ね、宏樹」

「……ま、まぁ母さんがいいなら」

「……じゃ、じゃあ……お言葉に甘えて」

「決まりね。じゃあ宏樹、ちゃっちゃとお風呂に入って。それからご飯にしましょ」

「わ、わかったよ」

　言われるがままに俺は風呂に入る。母親がいるので前みたいにユキが途中入ってくることは流石さすがになかったけど……ユキが入ったであろうお湯に浸つかるのは、なんだか恥ずかしくてはばかられてしまった。

　風呂から出て、着替えてリビングに行くととてもいい香りがしていて。何かと思えば母さんがキッチンで肉じゃがを作っていた。

「あら、ちょうど出来上がったタイミングよ。じゃあ食べましょうか」

　そして俺たちは三人で一緒に夜ご飯を食べた。こうやってユキが俺の家でご飯を食べるのなんて、本当に久しぶりなことで……つい懐かしさに浸ってしまう。

「ユキちゃんどう？　美味おいしい？」

「は、はい！　私、ヒロくんのお母さんのお料理は昔から好きですから！」

「それは良かった！　おかわりもあるから、もっと食べてね！」

　ユキは母さんの料理をとても美味しそうに食べていて、見ているこちらも幸せになるような笑顔をしていた。……昔も、こうやって美味しそうにうちでご飯を食べていたな。

「ごちそうさま。母さん、ユキ用の布団は和室にあるのを持って行けばいいの？」

「うん、この前干したから埃ほこりもついてないはずよ。ユキちゃん、二階の空き部屋でもいいかしら？」

「ぜ、全然大丈夫です。あ、ヒロくん……わ、私自分で持って行くよ」

「気にしなくていいよ、大したことないし」

　布団って案外重いし、ユキが階段から落ちたりしたらそれこそ大変だ。なので俺は和室から布団を持って行って二階の空き部屋に置く。

「ふぅ……」

　布団を部屋に置いて、ユキが眠れるように敷く。そういえば、昔は一緒の部屋で寝たりしてたな。こっそり夜よ更ふかししてトランプで遊んだりしたっけ。今はもう、一緒の部屋で寝るなんてことはできないけど。

「あ、ありがとうヒロくん。布団まで敷いてくれて」

　布団を敷き終わる頃に、ユキが荷物を持って部屋にやってきた。

「どういたしまして。それにしても雨止やまないな」

「ね。全然止まないね。……ヒロくん、今日の分……してもいい？」

「……あ、そ、そっか」

　ユキは俺の服をぎゅっと摑つかんでキスをせがむ。そっか、今は母さんが食器を洗ったりしてるからするにはちょうどいい状況だ。

「わかった。……じゃあ、バレないようにしよう」

「う、うん。はむっ……ちゅ……ヒロくん」

　部屋の扉を閉めて、すぐ開けられないよう扉の前に荷物を置いて。ユキは俺にキスをしてきた。強く俺の唇にくっつけては俺の名前を呼ぶ。このまましばらくキスを続けると思っていたけれど。

「！」

　外からピカッと光が差し込んで、その後に落雷の音が部屋にも轟とどろく。

「ひっ！」

　驚いてしまった。ユキではなく、俺が。だから俺はキスの最中だったものの、つい腰を抜かして床に座り込んでしまう。昔から雷には弱くてつい怖がってしまった。なんて情けない姿を見せてしまったんだ、俺は男なのに。

「だ、大丈夫、ヒロくん？」

　震えて怯おびえる俺を、ユキは心配してくれた。こんなの全然平気だよ、と言いたかったが、残念ながら身体は正直で壊れたおもちゃのように首を縦に振ってしまう。そんなことしたら、余計怖がっているって思われるのに。いや、実際ビビりまくっているんだけど。

「ヒロくん、昔から雷苦手だったもんね。……大丈夫だよ」

　ブルブル震えている俺に、ユキは優しい笑顔を向けて頭を優しくポンポンしてくれた。

「今は……私もいるから。だから安心してね」

「ゆ、ユキ……」

　昔もそうだった。こうやって雷に怯える俺を、ユキが近くにいて助けてくれた。俺が困っている時、ユキは必ず支えてくれる。そんなところが、俺は……。

「どうしたの？」

　俺は雷に怯えながらも、ユキの顔をじっと見る。改めて見ると、やっぱりユキは別格に可愛くて、こうして一緒に過ごしていることが不思議なぐらいだ。だけど、それ以上に……こうしてユキを見ていると、心がとても穏やかになって、でも胸がドキドキもして、そして、幸せを感じられる。

「……な、なんでもない」

　その感情を、俺は知っている。だけど、それはもう捨てたから。こうしてユキと一緒にいて日々を過ごすだけで俺には十分だ。

「そっか。……ねぇヒロくん、膝枕……してみない？」

「え？」

　唐突なユキの提案に、俺はつい目を丸くする。

「え、えっとね……そ、そうしたら雷の音もあんまり聞こえてこないかなって……思ったから。ど、どう……かな？」

　頰を赤くしながらユキはそう説明した。もっともらしい理由はつけているが、おそらくこれはユキがしたいんだろう。でも実際、俺も雷の音はもう聞きたくないのでユキの提案に乗ることにした。

「じゃあ……ここに来て」

　ユキは正座して、膝をポンポンと叩たたいて俺を招く。

「わ、わかった」

　俺はユキに言われるがままユキの膝に頭を載せて寝そべる。な、なんだこれ、想像以上に落ち着く。気を抜いたらよだれを垂らして眠ってしまいそうなぐらい、ユキの膝枕は心地よかった。
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「ど、どう？　ヒロくん」

「……すごくいい」

「……よかった。じゃあ……雷が鳴りやむまでしばらくこうしてていいよ」

「……ありがと」

　ユキの厚意に甘えて、俺はそうさせてもらうことにした。それにしても、本当に心地がいい。加えてユキが頭をポンポンしてくれるのも、本当に心が落ち着いて。気づけば本当に、雷の音が気にならなくなっていた。

「……ヒロくん」

「ん？」

「……ヒロくんは、高校卒業した後のこと考えてる？」

「卒業した後……？」

　正直、漠然としか考えたことがなかったため、俺はすぐ答えられずに考え込む。

「うーん、まだわからないや。もちろんプロサッカーチームから声がかかったらそこに行くのがベストだけど……サッカーで大学の推薦取る方がまだ可能性としてはあるかな。もし取れなくても、一般入試でサッカー強いところ受けるけど」

「そ、そっか。一人暮らしするの？」

「寮暮らしになるかも。でも大学次第かな」

「……じゃあ、私たちがこうやって毎日会えるのも……高校三年までだね」

「ユキは高校卒業したら、芥あくた川がわさんと暮らすの？」

「……うん。多分、東京であの人と一緒に暮らすよ」

「……」

「……」

　ユキも俺も、つい浮かない表情になって言葉が詰まってしまう。俺の大学が東京になったとしても、きっともう今みたいに毎日会うことはできなくなると思う。だから卒業すれば滅多に会わなくなるし、もちろんキスをする必要もなくなる。

　ちょうどいい区切りなのかもしれない。俺とユキの関係を、自然に終わらせるには。

「……続き、してもいい？」

　ユキは俺の頰を両手で触って、キスを迫る。許可を取ろうとしているが、もうすでに顔はキス寸前のところまで寄せていて、する気満々といったところだ。

「ああ」

　断ることなく、俺はその提案を許可する。それから……ユキは上から、俺にキスしてきた。

「んんっ……ちゅ、ヒロくん……気持ちいい？」

「……うん」

「えへっ、よかった。じゃあもっといっぱい……するね」

　ニコッとユキは笑って、キスは続く。今日のユキはキスも優しくしてくれて、俺の方が気持ちよくさせてもらっているようだった。

　包み込むように優しいキス。それはいつもよりも中毒性が高くて、俺からキスを欲ほっしてはいけない立場なのに……もっとして欲しい、そんな欲望が湧いてくる。

　その欲望を察してくれているのか、はたまた自分がしたいだけなのか、ユキはキスを長く続けた。気づいた頃にはもう雨は止んでいて、雷ももう鳴っていなかった。

「ご、ごめんねヒロくん、長くしちゃって」

「いいよ。雷も止んだし、ちょうどよかった。……今日は色々ありがとう」

「う、ううん。私こそヒロくんにはいっつも助けられてるから」

「お互い様ってところか。じゃあ、俺は自分の部屋に行くよ」

「……」

「どうしたユキ？　……ま、まさか」

　自分の部屋に戻ろうとしたが、ユキが俺の手を摑んで部屋に帰らせてくれない。何かして欲しそうな顔で、俺のことを見つめる。なんとなく予想はできた。多分ユキは……。

「い、一緒に寝たい……ヒロくんと」

　思った通り、そう言った。

「そ、それは……母さんにバレたら大変なことになるし、やめておこう」

「……そう、だよね。ごめんね、変なこと言っちゃって。おやすみ、ヒロくん」

「あ、ああ。おやすみ」

　意外にもユキはすぐに身を引いてくれて、俺は自分の部屋に戻る。別に、ユキと一緒に寝るのが嫌なわけじゃなかったけど……寝ているところを母さんに見られたら、どう言い訳しようとアウトだろうから。

　部屋に戻ってベッドに寝転がる。さっさと寝ようとしたけど……どうにも眠くならない。とはいえ眠らなければ試合の疲れも取れないから目をつぶってなんとか寝付けるようにする。

　それからしばらくすると、部屋の扉が開いた音が聞こえた。誰だ、母さんか？　でも勝手に入るなんてことする親ではないし……え、まさか泥棒？

　怖くなった俺は目を少しだけ開けて部屋の様子を見てみる。

「……ふふっ。寝てるヒロくん……可愛かわいい」

　すると部屋にはユキがいた。そっと、俺に気づかれないよう気をつけて部屋に入ってきたので、間違いなく確信犯だろう。

「ユキ」

「ふぇ!?　お、起きてたの……ヒロくん」

　俺は目を開けてベッドから起き上がり、電気をつける。どうやらユキは俺が寝ているものだと思っていたらしく、とても驚いた様子を見せた。

「そんなに一緒に寝たかったのか？」

「……」

　ユキは頰を赤くしながら黙ってコクリと頷うなずく。さて、どうしたものか。

「じゃあ俺とトランプで勝ったら五分だけ一緒に寝よう。少しだけど、それでもいい？」

「う、うん！　ありがとう、ヒロくん。私、絶対に勝つから！」

　勝たれたら困るんだけどなぁと思いながら、俺はトランプを用意してカードをきる。まあ、俺もユキと夜よ更ふかしして遊びたかったってのもあるからこんな提案をしたんだけど。

「ババ抜きでいい？」

「いいよ」

　ユキはやる気満々の表情で真剣にカードを抜いていく。あれ、なんか俺負けそうなんですけど……ジョーカーが残ってるし。

「うーん」

　ユキがジョーカーのあるところに手を伸ばしている。そう、そこだ！　それをとってもらえればまだ俺に勝機が残る。トランプだろうと負けるのはいやだから…………あ。

「やった！」

「……」

　だが俺のそんな願いも虚むなしくユキはジョーカーではないカードをとって上がってしまった。

「くそっ……」

「ヒロくん、すごく顔に出てたよ」

「え？　そ、そうなのか？」

「うん、昔からそう。だからヒロくんトランプあんまり強くないんだよね」

「う……」

　どうりでジョーカーを避けられるわけだ。この前も鮎川さんに悩み事があることを見透かされたし、もうちょっとポーカーフェイスを学んだ方がいいかも。

「じゃあヒロくん、約束通り一緒に寝てくれる？」

　勝負に負けてしまったから仕方がない。ここで変な言い訳して約束を破るのも男らしくないからな。

「あ、ああ……わかった」

「やった！」

　ユキは俺の隣に寝転がって、俺の方に体を向ける。もう何度もキスをしているのに、近くで目を合わせるとやっぱりドキドキするな……。

「……こうやって一緒に寝るの、いつぶりかな」

「小一の頃じゃないか？　なんでそうなったかは覚えてないけど」

「私も。……もっと近く、寄ってもいい？」

「……いいよ」

　ユキはさらに俺の方に寄ってきた。その際、偶然ではあったものの、柔らかい感触が俺の体に当たって……俺はついユキから目を逸そらす。

「どうしたの？　……あ」

　ユキもそのことに気づいたようだ。けれど、離れることはせず、そのままの距離を維持している。

「私のおっぱいぐらいなら、大したことないでしょヒロくん」

「そ、そんなわけないだろ！　い、いいからせめてそれを当てるのはやめてくれ」

「……やだ」

「え、ええ……」

　嫌だと言われてしまった。顔を見てないのでどんな表情で言ったのかはわからないけど、まあおそらく紫に対抗意識を持ってしてることだろう。この前も風ふ呂ろで言われたし。

「別に俺、ユキぐらいの大きさも……いいと思ってるけど」

「そ、そうなの？」

　意外そうな口調で言われたが、実際そう思ってる。ユキは小柄な体型にしては大きいものを持っているし、それに程よいサイズの方がなんとなくエロい……って、何を思っているんだ俺は！　こんなこと絶対ユキには言えない。

「えへへっ。じゃあもっと触っていいよ」

「し、しないから！　ほ、ほらもう五分経たっただろ。約束だ、部屋に戻りなさい」

「もう経っちゃったんだ。……そうだよね、約束したもんね。私が破るわけにはいかないからね。ヒロくん、最後にこっち向いて欲しいな」

　ユキにそうお願いされたので、俺はユキの方を向く。すると……。

「ちゅっ」

　ユキは俺にキスをして、それからベッドから降りた。

「おやすみ、ヒロくん」

　クスッと笑ってユキは小さく手を振りながら空き部屋に戻る。かく言う俺はつい呆ぼう然ぜんとしてしまう。ほんとしてやられるばかりだ。でも、ユキが生き生きしている姿を見ていると俺の心も穏やかになる。

　それから俺は、さっきまであんなに眠れなかったのに、ぐっすり眠ることができた。




　　　　＊




「おはよユキ。ん、朝ご飯作ってくれたの？」

　朝六時。起きて一階に降りると、とてもいい香りがしてきたのでキッチンの方に行くと、ユキが朝ご飯を作ってくれていた。

「おはよう、ヒロくん。うん、昨日は色々お世話になったから、そのお礼で作らせてもらったの。もうすぐできるからちょっと待っててね」

　な、なんてできた幼おさな馴な染じみなんだ。朝ご飯を作っててくれるなんて俺は本当に幸せ者だな。それから数分後、食卓には卵焼きにお味み噌そ汁しるに白米という鉄板朝食が並ぶ。

「美味おいしそう！　早速食べ……あれ、母さんは？」

「おばさんは私の家に制服と教科書を取りに行ってくれてるよ。私が朝ご飯作りますって言ったら、代わりに取りに行ってくれたの」

「なるほど。じゃあ帰ってくるまでもう少し時間がかかるかな。先に食べよっか。いただきます」

　食前の挨拶をして、俺は朝食を食べる。

「美味しいよユキ！」

　ユキの作った朝ご飯は旅館で出てくるものに匹敵するぐらい美味しかった。卵焼きはふわふわで濃厚な味付けがされていて。お味噌汁もなんだか飲んでいると落ち着く。だからつい箸が勝手に動いてしまう。

「ふふっ。ヒロくんが喜んでくれて私も嬉うれしいよ」

「朝練があるからゆっくり食べられないのが勿もっ体たい無ないなぁ」

「き、気をつけてねヒロくん。早く食べようとして詰まらせたら大変だよ」

「うん、気をつける」

　ご飯を食べ終わったあと、すぐに身支度を済ませて学校に行く準備を終える。なんとか時間的に余裕もできた。

　その間に母さんが帰ってきてユキの制服が来たので、ユキも学校に行く準備を済ませた。となればユキが。

「……一緒に学校行ってもいい？」

　と言ってくるのはなんとなく想像がついた。

「俺はいいけど……結構時間余ると思うよ」

「だ、大丈夫。教室でテスト勉強してるから」

　何か変な噂うわさをされたりとかしたら厄介なことになるが、家が近いっていうもっともな理由があるから一緒に登校したっておかしなことじゃないか。

「わかった。じゃあ一緒に行こうか」

「う、うん！」

　そんなわけで、俺とユキは初めて高校へ一緒に登校することになった。小学校まではたまに一緒に登校していたけど、もうそれも昔の話。なんだか少し、ドキドキしてしまう。

「えへへっ。こうして一緒に学校行くの久しぶりだね」

　ウキウキしながらニコニコ笑いながらユキはそう言う。かく言う俺も一緒に登校するのは久しぶりで結構緊張している。

「でもヒロくん、毎日こんな朝早くから学校に行ってるなんてすごいね。私、毎日こんな早く起きられないや」

「まぁ慣れれば案外起きられるよ。でもユキ、今日俺より早く起きてご飯作ってたじゃん」

「きょ、今日はヒロくんに朝ご飯を作ってあげたかったから……起きられただけだよ」

「そ、そうだったの？　ありがと、俺なんかのために」

「う、ううん！　私がしたくてやったことだから。私にできることはしてあげたいし。あ、電車の時間まであと少しだから急がないと」

「マジじゃん！」

　ユキと喋しゃべっていたから、いつもよりゆっくり歩いていたのかもしれない。電車の時刻がギリギリに迫っていて、俺たちは猛ダッシュで駅に向かう。なんとか間に合って電車に乗ることはできたものの……二人して息切れしてしまい、電車の中ではあんまり喋ることができなかった。

　それから学校の最も寄より駅に着いて、学校に向かう。朝練の時間は早いので同じ学校の生徒の姿はほとんどない。

「なんだか人がすごく少なくて不思議な気分になるね」

「わかる。普通の登校時間に行くとうじゃうじゃいるから余計ギャップがすごいし」

「でも、こっちの方が静かでいいかも。……朝起きるの、大変だけど」

「だな。お、猫だ」

　ふいに目の前を野の良ら猫が横切る。一瞬こっちを振り向いたが、すぐにそっぽを向いてどこかに行ってしまった。

「野良猫さんはお散歩中なのかな？」

「かもなー。今全然人いないし、散歩にはうってつけだからな」

「ふふっ、きっとそうだね。でも猫さん可愛かわいかったなぁ」

「ユキは猫飼ってみたい？」

「う、うん。でもお世話上手くできるかわからないから……中々その気にはなれないの」

「あー確かに色々大変だって聞くもんな。俺も昔親にねだった時そう言われた気がする」

「だから代わりに猫さんの動画を見てるんだ。今度ヒロくんにもオススメの動画見せてあげるね」

「お、それは楽しみ。ユキのオススメならハズレはないだろうし」

「お、大げさだよヒロくん……」

「いやいや、そんなことは……うわぁ!?　こ、浩一かよ！」

　ユキと話している最中、いきなり後ろからカバンをべシーンと叩たたかれたので、何事かと後ろを見てみると、そこにはしてやったりという顔をしている浩一の姿があった。

「おはようの挨拶がわりだ！　あれ、でもなんで浜地さんも一緒にいるんだ？」

「え、えっと……て、テスト勉強するために早く学校行こうって思ったら、た、たまたまヒロくんと会って一緒に来たの」

「あー、めっちゃ偉い。でもまぁ俺らは勉強したくても練習があるからな、勉強できなくても仕方ないよな宏樹」

「いや、お前絶対家でしてないだろ」

「る、るせい！　赤点さえ取らない程度に頑張ればいいんだよ！」

「まぁ……頑張れ。そういえば紫はまだ見てないな」

「俺も見てないんだよ。もう先に着いてるのかもしれないけど」

「多分それだな。今って時間は……あ、結構余裕ないぞ」

「え、まじ？　い、急ごうぜ！」

　気づいたら練習開始の時間が迫っていて、俺たちは駆け足で学校に向かう。ユキには何回も走らせてしまって悪いことをしちゃったな。

「な、なんとか間に合った。ユキ、ごめんなバタバタしてて」

「う、ううん大丈夫。私がヒロくんとおしゃべりしてたから遅くなっちゃったんだろうし。練習、頑張ってね！」

　小さく手を振って、ユキは校舎に向かっていった。

　そして俺らは部室に行って着替える。案の定紫は先に来てて準備してくれていた。ほんとしっかりしてるなぁ……。

　それから朝練が始まって、いつも通り監督の練習メニューをこなす。ユキの応援と朝ご飯があったからか、いつも以上に頑張れた。











第十三話　幼おさな馴な染じみとピクニックに行く






　三日間続いたテストが終わって、それから迎えた日曜日の試合。テストはなんとか乗り切ることができたものの、今日の三回戦も乗り越えないといけない。と意気込んでいたんだけど。

「まさか不戦勝になるとはなぁ」

　相手校が集団飲酒をしていたらしく、部活動停止ということで三回戦は戦わずして勝利を収めることとなった。

　なので今日はオフの日になったのだが、予定が埋まらない。浩こう一いちはやはり赤点をいくつか取ってしまい来週いくつか追試を受けなくてはいけないので、遊びに行っている場合ではない。紫ゆかりも今日は用事が入ってしまったらしく、インスタのストーリーで【オフ日でテストも終わったのに遊べないとかまじむり】と嘆いていた。

「……ん？」

　はてさてどう過ごそうかなと思っていた時、ピコンとスマホの通知音が鳴る。見てみるとそこにはユキからのメッセージが表示されていた。

【ヒロくんと遊びに行きたい】

　随分といきなりだな。だけど、ユキがこうやって遊びに誘ってくれるのは素直に嬉しかった。

【わかった。どこ行く？】

　俺はユキにそう返信して返答を待つ。いや、待つ暇もなくまたピコンと通知音が鳴った。

【ピクニックしたいと思って。ここでいい？】

　そのメッセージと一緒に場所のリンクも貼ってくれた。そこは俺たちの最寄駅から数駅離れたところにある大きな公園。小学生まで、よくユキと家族ぐるみでバーベキューとかしていた場所だ。

【いいよ】

　俺はそれに承諾してすぐ待ち合わせ場所と時間を決める。今日はいい天気だし、確かにピクニックするにはもってこいだ。それから身支度を済ませて待ち合わせ場所に行くと、そこにはすでにユキの姿があった。

「ご、ごめんね急に。来てくれて、ありがとう」

　花柄の可愛らしいワンピースを着て、手提げ袋を持っていたユキは、安あん堵どした表情でそう言う。

「い、いや、誘ってくれて嬉うれしかったよ」

　俺はそれについドキッとしてしまう。だってなんだかいつにも増して可愛かったから。

「その袋俺が持つよ」

「え、で、でも……」

「これぐらい平気だよ。あ、思ったより重いね」

「……た、たくさんサンドウィッチ作ったから。ヒロくんに、いっぱい食べてもらいたいと思って」

　俺はなるほどと思うと同時に、とても嬉しくなる。ユキの料理が美味おいしいことは知っているし、ユキが俺のために作ってくれたから。

　でも待て俺。これはただ一緒に遊びに行くだけだ。デート気分になったらダメだろ、俺たちは恋人同士じゃないんだから。

「じゃ、じゃあ行こっかヒロくん」

　それから俺たちは最寄駅から電車に乗り、数駅先で降りて公園まで歩いていく。そして公園に着くと、俺たちはピクニックができる場所まで行く。ああ、めっちゃ久しぶりだここ。いろんな遊具を見るたびに思い出が頭の中に溢あふれてくる。

「覚えてるユキ？　あの坂でダンボール使ってソリしたの」

「うん……ヒロくんが途中ゴロゴロゴロって転がっちゃってたね……ふふっ」

「あったわー。今思えばとんでもない姿勢で乗ってたからな。あ、うんていだ。よく遊んだなー」

「ヒロくんすごく得意だったもんね。私は全然できなかったな。あ！　ヒロくん、あのブランコ覚えてる？」

「あれは…………あっ！」

　ユキが指差す方向にあったブランコを見ると、俺は閉じ込めていた記憶を思い返してしまった。あれって確か。

「ヒロくんが、私を抱っこしながら乗ったブランコ……だね。ふふっ、とっても楽しかったけど……親に怒られちゃって、できなくなっちゃったなぁ」

　そう、当時生意気なクソガキを極めていた俺はユキがブランコ乗るのを嫌がっていたので、なら一緒に乗ればいいんじゃないかと思いユキを抱っこしながら乗ったのが……あのブランコだ。

　今思えばとても危ないし、それにユキを抱っこするなんて不届きなこと、今じゃ絶対できない。ああ、これは思い出したくなかった。

「ねぇヒロくん。またやってみる？　私を抱っこしながら……ブランコ」

「!?」

「……ふふっ。冗談だよ、ヒロくん」

「……お、驚かすなよ」

　ユキはいたずらな笑みを浮かべて俺の反応を楽しんでいた。ほんと、冗談で良かった。ユキにお願いされたら本当にやりかねないからな、俺。でもユキが楽しそうだからいっか。

「じゃあ、ここに敷こうか」

　休日ということで芝のエリアはピクニックをする家族連れがちらほらいた。そこにユキは持ってきたシートを敷く。かなり広い空間なのですごく開放感があるから、俺はついそのシートに寝転んでしまう。

「やば、このまま寝ちゃいそう」

　なんか、こうしてのんびりするのも久しぶりな気がするなぁ。空気もなんだか美味しいし。

「ほんとだ……気持ちいいね、ヒロくん」

「!?」

　俺のすぐ隣で、ユキがゴロンと寝転んで微笑ほほえむ。顔はすぐ近くで、ちょっと近寄ればキスしてしまいそうな距離。も、もしかしてこのままキスをするつもりなのか？　で、でもここは人目にもつくしするのは───

「いでっ！」

　ドキドキしている最中、俺の顔にサッカーボールが思いっきり当たる。まさかこんな絶妙なタイミングでボールが当たるなんて、ある意味運がいいのか？

「す、すみません！」

　ボールの持ち主らしき男の子が礼儀正しく謝ってくれた。

「いや大丈夫。はいこれ」

「あ、ありがとうございます！　ほ、本当にごめんなさい」

　そう言い残すと男の子は走って戻っていく。ああ、あそこでサッカーしていたのか。楽しそうにプレーしているなぁ。

「ヒロくんも昔、この公園でずっとサッカーしてたよね」

「そういえばしてた。ユキも一緒にしてなかったっけ？」

「うん、でも全然ヒロくんには敵かなわなかったな。ヒロくん、手加減してくれないんだもん」

「あ、あはは……」

　ユキにかっこ悪いところを見せられないと思って本気でプレーしたんだっけな。いやー恥ずかしい思い出だ。

「じゃあそろそろご飯にしよっか」

　そう言ってユキは手提げ袋からケースを取り出す。その中に入っていたのはサンドウィッチで、見るからに美味しそうな出で来き栄ばえだった。

「うわ、すげー美味そう。ユキがこれ全部作ったの？」

「う、うん。ヒロくんとピクニックに行くって決まってから急いで作ったからあんまり上手うまくできなかったけど……」

「いやいや、すごく綺き麗れいだし美味しそうだよ。食べていい？」

「も、もちろん！」

　いただきますと挨拶をして、俺はサンドウィッチを手にとって食べる。やっぱりユキが作ったサンドウィッチはとても美味しくて、舌が唸うなってしまう。

「ど、どうかな？　美味しい？」

「ああ、すごく美味しいよユキ！」

「よ、よかった……。まだまだあるから、たくさん食べてね」

　それから俺はユキの作ったサンドウィッチを堪たん能のうした。結構量があったから、しばらくお腹なかいっぱいで動けなさそうだ。

「ごちそうさま。ふぅ……」

「完食してくれてありがとう、ヒロくん。ヒロくんが美味しそうに食べてくれるのを見れて、嬉しかったよ」

「こっちこそ、ユキの美味しいサンドウィッチ食べれてよかったよ」

「ふふっ。……ねぇヒロくん。少し休憩したら、一緒に遊ばない？　私、ヒロくんと一緒に思いっきり遊びたいな」

「いいよ。でも何して遊ぶんだ？」

　遊ぶにしてもボールとか持ってきてないから、鬼ごっことかになるのかな？　それにしてもユキから公園で遊びたいって言われるとは思わなかったなぁ。

「……かくれんぼとか？　鬼ごっこだと……私ヒロくんに絶対勝てないから」

「ならそれにしよう。この公園広いから、それなりにやりがいはありそうだし。見つからなかったらやべぇけど」

「そしたら電話すればいいと思うよ。じゃあ鬼を決めるじゃんけんしよっか」

「オッケー」

　そして俺たちはじゃんけんをして鬼を決める。勝った方が鬼ということなんだが……あ、負けた。俺が隠れる方か。

「一分数えるからヒロくん隠れてね。……十分以内にヒロくんのこと見つけられたら、お願い聞いて欲しいな」

「お願い？　なんだそれ」

「それは私が見つけてからのお楽しみだよ。じゃあ、数え始めるね」

　どうやら見つかったら鬼のお願いを聞くことになったらしい。でも負けるのは嫌なのでユキには悪いけど本気で勝ちにいく。さて、どこに隠れようかな……。

「よし、ここにしよ」

　俺は少し離れたところにある木の上に登る。かくれんぼの際、中々上は見ないからな。ここなら見つかるまい。そういえば昔、木の上に登って誰にも気づかれずに帰られたこともあったなぁ。あの後どうしたんだっけ……。

「ヒロくん、みっけ」

「……え、ええ!?」

　隠れて早々、俺はユキに見つけられた。ど、どうしてこんな早く見つかったんだ……ユキが卑ひ怯きょうな手を使うとは考えられないし、どう考えてもバレない場所だったのに！

「ヒロくん、また木の上に隠れてたね」

「ま、また？」

　木から降りた後、ユキからそう言われる。前にもこんなことあったっけ？　記憶にないな。

「うん。だってヒロくん、昔かくれんぼしてた時にも木に登って、誰にも気づかれなかったでしょ？　その後、私が見つけたの覚えてない？」

「…………あ」

　そうだ、思い出した！　あの後はユキが俺のことを見つけてくれたんだった。それでかくれんぼがとっくの昔に終わったことを教えてもらって……あああ！　なんで同じようなことをよりにもよってユキにしてしまったんだ俺は！

「ふふっ、ヒロくんは本当に昔から変わらないね」

「う……」

　穴があったら入りたいぐらい恥ずかしい。くそぉ……。

「私が勝ったから……ヒロくん、お願い聞いてくれる？」

「あ、ああ。そ、それでお願いってなに？」

「……今日の分のキス、ここでいっぱいしたい」

　ユキは俺の頰を両手で包んで、そうお願いする。

「そ、それでいいのか？　キスは約束だからどのみちするのに」

「……今、したい。だからお願いするの。ここなら……ちょうど誰もいないから」

「……わかった」

　そのお願いにこくりと頷うなずくと、ユキは顔を近づけて。

「ありがとう。じゃあ……するね。ちゅ……」

　妖よう艶えんな笑みを俺に向けて、キスをし始めた。

　いっぱいしたいと言っていた通り、ユキはたくさん俺にキスをしてくる。

　今は誰もいないけれど、いつ人が来てもおかしくないこの状況だからか、背徳感が背中をゾクゾクとさせて、それが快楽のスパイスになっているようで。ユキも、そして俺も……とても気持ちよくキスをしてした。

「い、いっぱいしちゃった……ごめんね」

「お、お願いを聞く約束だからいいよ。も、戻ろっか」

　そしてキスを終えた後、俺たちはシートのところまで戻る。それから後片付けをして、公園をぶらぶらと散歩しつつ帰った。

　久しぶりにユキとこうやって昔みたいに遊べたのはよかったな。だけど……こうして一緒にユキと遊べるのも、一体いつまでなんだろう。




　　　　＊




「本当に今日は楽しかったよ。誘ってくれてありがとうな、ユキ」

　ピクニックからの帰り道。ヒロくんが私に笑顔と一緒にお礼を言ってくれた。その笑顔を見られただけで、頑張ってサンドウィッチをたくさん作ったり、ヒロくんが私と一緒にいて恥ずかしくないようにオシャレしたりして良かったって思える。

「ひ、ヒロくんこそ私の急なお願いを聞いてくれて本当にありがとう。……また、一緒に来ようね」

　本当に楽しかった。だから、また二人で来れたらいいなって思う。今度はサンドウィッチだけじゃなくて、他にもヒロくんが大好きな料理を作ってあげたい。それに次はかくれんぼだけじゃなくて、他の遊びもいっぱいしたいな。

　だって、許嫁いいなずけとして東京に行くまでに、ヒロくんといっぱい思い出を作りたいから。恋人になることはできなくても、ヒロくんと楽しい日々を送れるだけで、私は幸せだもん。それに……キスも、してくれている。これ以上ない幸せ者だ、私は。

「ああ、また来よう。今度は俺も何か料理とか作ってくるよ」

「ほ、ほんと!?　じゃあ次は───」

「あれ、梅うめ崎さき先輩。こんなところでお会いするなんて奇遇ですね」

　ふいに、見覚えのある人がヒロくんに声をかけてきた。確かこの人って、前にヒロくんとおしゃべりしていた後輩さんだよね？　改めて見ると、やっぱりすごい美人さん。ヒロくん、林はやし原ばらさんといい美人な人と仲がいいから……正直、心がモヤモヤしちゃう。ヒロくんを取られちゃうんじゃないかって思うから。

　でも、私はヒロくんともう結ばれることはない。もしヒロくんが林原さんとか、この人と付き合うってなったら、ちゃんと祝福しないとダメだよね。私はただでさえ、ヒロくんの自由を奪っちゃっているから。でも、やっぱり心のどこかで……嫉妬、するんだろうな。本当に、自分でも自分がめんどくさいって思う。

「あ、鮎あゆ川かわさん。ほんと偶然だね。何かこっちに用事があったの？」

「はい、そんなところです。ところでお二人こそ何かされていたんですか？」

「え、いや、その……ま、まぁ今日は試合が不戦勝になってオフだったから、二人で気晴らしに遊んできたんだよ」

　ヒロくんは噓うそが下手くそだから、誤魔化しきれずに本当のことを言う。でも、友達同士で遊ぶことなんておかしなことじゃない。だからきっと、怪しまれることもないと思う。

「そうなんですか。お二人とも、とても仲がいいんですね。ですが気をつけてください、浜はま地ち先輩にはパートナーがいますし、浮うわ気きを疑われたら大変なことになっちゃいますから」

　鮎川さん？　っていう人は私たちに鋭い指摘をしてきた。ヒロくんも私も、つい言葉を詰まらせてしまう。

「ち、違うよ……。か、勝手なこと……言わないで」

　カッとなって、私はつい強い口調で反論した。でも、これじゃあバレるのが怖くて強がっているようにしか見えない。

「ああ、ごめんなさい。梅崎先輩のような清い人がそんなことをするわけがありませんよね。ごめんなさい」

　鮎川さんはヒロくんに謝った。だけど、どうしてか私には目もくれることなく謝罪の言葉もなかった。まるで、敵視されているみたい。

「い、いや別に俺は気にしてないよ」

「ありがとうございます、先輩。本当に、先輩は私の失礼な言葉も許してくださる優しい人ですね」

「お、大げさだよ鮎川さん。俺は別にそんないい人じゃないって」

「いえ、そんなことはありませんよ。本当に、先輩はお優しい人です。そうだ、お詫わびの印に少しお茶していきませんか？」

「お茶？　い、いやそこまでしてもらうわけにはいかないよ」

「気にしないでください。前々から行きたかったお店があるのですが、私一人じゃ行きづらいなって思っていたんです。せっかくですし、来てもらえると私としてもすごく嬉うれしいのですが」

「あ、あー……じゃあ行くよ。せっかくの機会だからね。ユキも一緒に行こうよ」

「う、うん……」

　なんだか、流されるように私たちは鮎川さんと一緒にカフェに行くことになった。でも、鮎川さんはあまり私のことに関心がないのか、ヒロくんとばかりお話ししていた。やっぱり、あんまり良い感情を持たれていないのかも。

「さてと、美味おいしいコーヒーも飲めたことですし、そろそろ帰りましょうか」

「そうだね。今日はありがとう、鮎川さん」

「こちらこそありがとうございます。お二人とご一緒できて、とても楽しかったですよ。そうだ、浜地先輩と少し二人きりでお話もしたいので、梅崎先輩は先にお店の外で待っててもらえますか？」

「え、いきなりどうしたの？」

「女子同士でしかお話しできないご相談をしようかと思いまして」

「じ、じゃあ俺は邪魔だね。先にお店出てるよ」

　私はちょっと意外に思ってしまった。だって鮎川さんが私と二人きりで話したいなんて言うとは思っていなかったから。でも相談事ってなんだろう。鮎川さんはあまり私のことを信頼していなさそうなのに。

「……はぁ」

「え？」

　ヒロくんがお店を出ると、鮎川さんは大きなため息をついた。そして、私のことを睨にらみつけるように見てくる。その雰囲気は、どことなくあの人……芥あくた川がわさんが時折私に見せる冷徹な感じに似ていた。苗みょう字じも違うし、住んでいる場所も違うのに、どうして……？

「浜地先輩、貴女あなたにはとっても素敵なパートナーがいますよね。なのにどうして、梅崎先輩と一緒にいるんですか？」

「ど、どうしてって……わ、私は友達としてヒロくんと一緒にいるだけだよ」

　芥川さんと一緒にいる時のことを思い出してすごく怖くなったけど、私はなんとか返答する。だけど、鮎川さんは全然納得してくれるようには見えなかった。

「梅崎先輩はとてもお優しい方ですからね。友達として貴女と一緒にいてあげているんでしょう。ですが、貴女は婚約者がいる立場。浮気を疑われれば、貴女だけでなく梅崎先輩も困ったことになりますよ？」

「そ、それは……」

　その言葉は、私の心をえぐるように突き刺さる。私の自分勝手な行動がヒロくんを傷つけるかもしれない。事実、迷惑をかけてしまっている。

　でも、芥川さんにさえバレなければ大丈夫なはずだから。あの人は東京にいるから、ここでのことを知るはずもない。

「私、悪いことをした人には神様はちゃんと天罰を与えると思うんです。もちろん、お二人が清い関係だとは思っていますが……あまり疑われるような行動は慎んだ方がいいですよ」

　鮎川さんはバレなければ大丈夫って考えを見透かしているみたいに、私が言われたくない言葉を次々に言ってくる。芥川さんと一緒にいる時みたいに、鼓動が速くなって、お腹なかが痛い。今すぐこの人の元から離れたいけど、ここで逃げたら余計怪しまれてしまう。だから私は痛みを必死に堪えて、鮎川さんの話を聞き続ける。

「私は梅崎先輩がとても心配なんです。貴女のせいで、先輩の人生がめちゃくちゃになったらどうするんですか？」

「……」

「ですから、必要以上に梅崎先輩と関わらないでください。天罰が下って欲しくなければ、ね」

　意味深な言葉を言い残すと、鮎川さんは先に店から出て行ってしまった。あの人が言うことは正論だと思う。だけど……なんで、こうやってヒロくんと遊ぶことでさえ咎とがめられるようなことになっちゃったんだろう。私はただ単に、ヒロくんと一緒に楽しみたいだけなのに。

　でも……ヒロくんにまで天罰が下るようなことになっちゃ、やっぱりダメだよね。やっぱり私はヒロくんと関係を切るべき───

「おーいユキ」

「ひ、ヒロくん……!?」

「鮎川さんがお会計してたのにユキの姿が見えなかったからさ。さ、帰ろっか」

　お店の中で呆ぼう然ぜんとしている私を、ヒロくんが迎えに来てくれた。ニコッと笑いながら帰ろうと言ってくれる姿を見ると、やっぱりすごく落ち着く。さっきまで不安でお腹が痛くなっていたけど、ヒロくんの姿を見ると安あん堵どしてすっかり痛みも引いていた。

　無理だよ。鮎川さんにいくら正論を言われても、私はヒロくんのことが好きすぎる。大好きだから……この関係を切ることなんて、できっこない。

「ん、どうしたのユキ？」

「な、なんでもないよ。帰ろ、ヒロくん」

　それから私たちはお店の外に出て、帰路についた。やっぱり鮎川さんからはいい目で見られていないようで、別れ際ぎわもなんだか睨まれ続けていた気がする。もしかすると、鮎川さんもヒロくんのことが好きなのかもしれない。だからあんな風にヒロくんのことを心配していたのかも。それなら私のことを敵視するのも頷うなずける。

　……でも、鮎川さんと違って私がヒロくんと一緒にいられるのは高校三年まで。それ以降は、もう会えなくなる。だから、どんなにわがままと言われても、せめて今だけは……ヒロくんを、誰にも渡したくない。
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「本当に、憎たらしい人」

　帰り際、私はポツリと不満を漏らす。梅崎先輩と一緒に帰ったあの人が本当に憎いから。自分だけが愛されていると思っているんだろうか。その余裕ぶった顔が、とてもムカつく。今日二人が一緒に遊びに行ったことを最低最悪な私の兄に報告しておこう。自分の婚約者が他の男と遊んでいるなんてことを聞いたら、いてもたってもいられずにこっちに来るだろうから。

　でも、それじゃあ梅崎先輩とあの人を引き離せない。兄は高校卒業まではあの人を自由にさせてあげることにしているから。それだと高校生の間、梅崎先輩はずっとあの人と一緒にいることになる。それだと、私は永遠に振り向いてもらえないだろう。

　だから、私はあの人に大恥をかかせて、なおかつ梅崎先輩が私のものになる方法を模索しないといけない。そうでもしないと、私の恋は成じょう就じゅしないから。

　そんな都合のいい展開がそう簡単に転がってくるとは思えない。でも、あの二人がただの幼おさな馴な染じみとしての間柄で収まっているとは考えられないな。だって、今日の二人、とても気合の入った服装だったもの。

　これからもっと監視を強めよう。あの人から、梅崎先輩を自由にしてあげるために。そして、梅崎先輩が、私だけに優しさを注いでくれるように。











第十四話　みんなで焼肉に行く






　準決勝。今日の相手は二回戦の相手よりも実績があり、なおかつ俺らの高校が一度も勝ったことがない相手。何かとやりづらさがある。

「おっしゃー今日はハットトリック決められる気がするぜ！」

　試合前のアップ中、浩こう一いちが見事なシュートを決めまくってそんな宣言をする。一週間続いた追試のテストをギリギリで突破しただけあって機嫌がいい。ほんと、ギリギリを攻めた人生を送っているなぁ。

「宏ひろ樹きー浩一ー頑張ってー！」

　観客席から紫ゆかりの声援が聞こえてきた。隣にいるユキも手を振ってくれて応援してくれている。これがあれば今日の俺も頑張れそうだ。

　そして試合。やはり相性が悪い相手だけあってあまり思うように試合をコントロールすることができず、こちらはシュートを一本も打つことができずに前半を終えることになった。それでも無失点に抑えることはできたからまだ勝機は全然ある。

「後半は攻めの姿勢で行く。宏樹もこちらがボールを持った際は前に出て組み立てに参加してくれ。もちろん、ディフェンダーとして守備優先だが」

「はい！」

　監督からの指示もあり、後半からは俺も攻撃に参加することになった。

「……よし」

　自陣で俺が相手のコーナーキックをカットした際前にスペースが空いていたので、ここをチャンスと見て俺は前にドリブルして行く。相手は攻撃にかなり人数をかけていたので追いつかれることなくセンターサークルまでボールを持って行くことができた。そして数的有利となった状況で右前にいるフリーの浩一にパスを送って、浩一が中にいる先輩にラストパスを送り、それを先輩が押し込んで先制点が生まれる。

「よっしゃぁ！」

　絵に描いたようなカウンターが決まって、俺たちはむちゃくちゃ喜ぶ。それから俺たちは守りきって、１‐０で勝利することができた。

「いやーやったな宏樹！　ナイスドリブルだったぜ！」

　試合後もチームメイトからめちゃくちゃ祝福された。もちろん、点を取った先輩も。浩一はハットトリックどころか点を決められなくて機嫌を損ねていたけど。

　でも、これで決勝進出か。次勝てば全国大会に行くことができる。そしたら……プロへの道も開けるかもしれない。ああ、すげーモチベーションが上がる。もっともっと、練習したくなってきた。

「おめでとうヒロくん！　すごくかっこよかったよ！」

　観客席から、ユキたちが差し入れを持ってきてくれた。その際ユキはすごくキラキラした目で俺を褒めてくれる。

「ありがとユキ。ユキにいいとこ見せられてよかったよ」

「わ、私もヒロくんのかっこいいところ見れてよかったよ。次も頑張ってね！」

「もちろん！　お、紫も差し入れありがとう」

「どもどもー。でも宏樹いいプレーしたね。いや、アシストした浩一も褒めてあげないといけないけど……あいつは？」

「ん？　浩一ならそこでうなだれてる。お、起き上がった」

　点を決められなかった悔しさからか落ち込んでいた浩一は頭を上げて、何やら決意した顔で俺たちのところにやってきた。もしかして何か重大な決断をしたのか……？

「焼肉食いに行くぞ」

「え」

　いや、いつもの浩一だった。

「俺が今日点を決められなかったのは肉が足りてなかったからだ。だから肉を喰くらいに行くぞ」

「い、いいけどさ。俺今そんな金持ってないぞ」

「俺が奢おごってやろう」

「マジで!?」

　焼肉を奢ってもらえるのなら行かない理由なんてない。ぜひ奢ってもらおう。

「おお。紫も浜はま地ちさんも行くぞ。みんなで力を蓄えるんだ」

「あ、あたしたちも強制なのね……。あたしはいいけど、浜地さんは大丈夫？」

「う、うん。大丈夫だよ」

「決まりだな。よし、監督の話が終わるまでちょっと待っててくれ」

　そんなわけで俺らは浩一の奢りで焼肉を食べに行くことになった。久しぶりに食べに行くから、ついつい楽しみで監督の話が頭に入らなかったのは内緒だ。それから監督の話が終わって解散になったあと、改めて四人で集まる。

「よし、それじゃ行くぞー。荷物は持ったかみんな」

「……あ、忘れてきた。ごめん、ちょっと取りに行ってくる」

　俺はついうっかり荷物を試合会場に忘れてしまった。なので俺は荷物を取りに戻る。荷物はすぐ見つかったのだが、その際見覚えのある顔が他校の生徒に絡からまれているのを見かけた。

「やめてください。行かないって言ってるじゃないですか」

「えーいいじゃん別に。一緒に遊ぼーよー」

「し、しつこいです。……あ、せ、先輩」

　近くに行くと、絡まれている女子が鮎あゆ川かわさんだとわかった。冷静さを装よそおっているものの、結構怖がっているように見える。困っているのに放っておくわけにもいかないので、俺はナンパしてる奴やつらを止める。

「すみません、俺の後輩が嫌がってるのでやめてもらっていいですか？　警察呼びますよ？」

「ちっ……」

　警察の名前を出すと男たちはそそくさと逃げ出した。面倒ごとになるのは嫌だったようだ。それにしたってこんな高校サッカーの試合会場でナンパするやつなんているんだな。

「あ、ありがとうございました先輩」

「気にしなくていいよ。あ、もしかして試合見にきてくれてたの？　ご、ごめん気づかなくて」

「い、いえ……そ、その……時間間違えたんです。だから……今来たばっかりで。い、今更差し入れもらっても困りますよね」

　鮎川さんは頰を赤らめながら申し訳なさそうに言う。几帳面な鮎川さんでもそんなミスをするんだなぁ。でも本人はかなりそのことを気にしてそうだ。

「差し入れはいつもらっても嬉うれしいよ。ありがと」

「よ、よかったです。では私はここで……」

「いや、外まで一緒に行こう。さっきの連中がまた来たら面倒でしょ？」

「い、いいんですか？」

「それぐらいならお安い御用だよ」

「……じゃあ、お言葉に甘えさせてもらいます」

　それから俺は鮎川さんと一緒に会場の外まで行く。出口を出るとみんなが待っててくれてた。

「おかえり宏樹……って誰だその美人！　お、お前ナンパしてきたのか！」

「違う！　この子はうちの学校の環境美化委員会の後輩の鮎川さん！　さっきたまたま会って、一緒に出てきただけだ！」

「ほお……。なぁ鮎川さん、これから俺ら焼肉食べに行くんだけど、一緒に行かね？　俺が奢るからさ！」

「こ、浩一!?」

　おそらく浩一は美人な鮎川さんに惹ひかれて下心からお誘いしたんだろう。それにしたって浩一はちゃんと人数分の代金を払えるのか？　結構な額になりそうだけど。

「他の先輩たちが良ければぜひ」

　鮎川さんも案外乗り気で、行きたそうにしている。やっぱりタダで焼肉食えるとなったら断る理由なんてないからな。

「あたしは別にいいよ。浜地さんは？」

「わ、私は……う、うん、大丈夫だよ」

　ユキも紫も鮎川さんが来ることを許可した。

「宏樹は？」

「もちろんいいよ」

　断る理由なんて一切ないし、当然許可した。

　こうして俺たちは鮎川さんとも一緒に焼肉を食べに行くこととなった。それから焼肉食べ放題の店に行って、肉を食べ始めたのだが。

「ちょっと浩一！　あんた一人で全部食べるつもり!?」

　あろうことか焼いた肉を浩一がバンバン食べるため、俺たちの分がほとんど残らない。こ、こいつ……食い意地が半はん端ぱないな。俺らの分まで食ったら結局自分で自分の分の代金払っているようなものだし、奢ると言ったのは一体何だったんだ。

「うるせぇ俺が金を払っているんだからいいだろ！」

　いやそうだけどさ。奢るって言ったのもお前じゃん。

「柳やなぎ先輩。そんなに食べてはお腹なかを壊してしまいますよ」

「いーや大丈夫だ鮎川さん。俺の胃袋は鉄でできているようなもんだから問題ない！」

　なんだその例え、カッコつけようとして変なこと言ったなこいつ。

「……私は心配です。もし柳先輩に何かあったらと思うと」

「え、そ、そうかな？　い、いやー鮎川さんにそう言われちゃったら自重しないといけねーな！」

　そんな浩一の暴食も、鮎川さんに心配されると落ち着いた。鮎川さん、結構男の扱いに慣れているんだな。

「これで私たちも食べられますね」

　俺の隣にいる鮎川さんはそう耳元で浩一に聞こえないよう言う。ああ、やっぱり俺たちが肉を食べられるようにしてくれたのか。でも、耳元で鮎川さんに囁ささやかれるのはちょっと恥ずかしい。

「では梅うめ崎さき先輩、この肉が焼けていますよ。はい、アーン」

「え!?」

　トングで焼き上がった肉をお皿にのせて、鮎川さんはそれをお箸で摑み俺に食べさせようとしてくる。しかも「アーン」で。ど、どういう状況これ？

「間接キスの心配はご無用ですよ。私、まだ口をつけていないので」

「い、いやそこじゃないんだ驚いているところは。ど、どうして……その……アーンをするの？」

「先輩お疲れかと思いまして。労ねぎらいの意味も兼ねてしようかと」

「だ、大丈夫！　俺まだまだ元気だか───」

　断る前に鮎川さんは俺の口に焼肉を入れた。あ、鮎川さんってこんな積極的な面もあるんだ。

「美味おいしいですか、先輩？」

　鮎川さんはクスッと余裕のある笑みを浮かべながら俺に問いかける。

「う、うん……お、美味しい」

　焼肉が美味しいのはもちろんだけど、それ以上に鮎川さんの意外な面を見て驚いたので、つい流されてしまう。

「それはよかったです。ではもっと焼きますから、いっぱい食べてくださいね。はい、アーンですよ」

　一度きりで終わりというわけではなく、鮎川さんは続けて俺に焼肉を食べさせようとしてくる。ただ、その際向かい側に座っている三人が黙っているはずもなく。

「な、何してるの二人とも！」

　まず初めに紫がツッコミを入れる。

「何って、先輩に食べさせてあげているんです」

「そ、そんなの見りゃわかるわ！　別に宏樹は赤ちゃんじゃないんだから一人で食べられるでしょ！」

「いえいえ。先ほども申しましたように、梅崎先輩はお疲れでしょうから労いの意味も兼ねてしているだけです。それとも何ですか、林はやし原ばら先輩も梅崎先輩にアーン、してみたいんですか？」

「なっ……べ、別にそういうわけじゃ……」

　うまく話をすり替えられて、紫は口をもごもごさせて反論できなくなってしまう。

「俺にもしてくれよ鮎川さん！」

「ごめんなさい、ちょっと遠くて無理です」

　浩一はいとも簡単にあしらわれてる。

「……ヒロくん、困ってるよ」

　そしてユキは冷たい声でそう言い、鮎川さんに冷たい視線も送る。これは……結構ユキ、怒っているように見えるな。

「そうですか？　先輩、私にアーンされるの嫌でした？」

「え、えーっと……」

　いきなりのことで困ったといえばそうなんだけど、鮎川さんみたいな美人に食べさせてもらえるってのは……ぶっちゃけ嫌じゃない。いや、そりゃ男だったら誰だってそう思うはずだ。

「……ヒロくん、じゃあ私もする。そっち行く」

「え。い、いや別に……」

　さっさと答えない俺にしびれを切らしたユキは、席を移動して強引に俺の隣に座った。しかもかなり俺の方に寄っている。それに対抗するように鮎川さんも俺の方に寄ってきた。なんだこれ、鮎川さんとユキに挟まれる状況になるなんて想像もしてなかったぞ。

「はい、ヒロくん。アーン」

　ユキは焼肉を箸で取って俺に食べさせようとしてくる。この状況下で食べないわけにもいかなかったので、俺はユキに食べさせてもらう。やはり肉が美味しいのはもちろんのこと、ユキにこうやってアーンしてもらうのは、結構嬉しい。

「ヒロくん、どう？」

「……よかった」

「ほんと!?　じゃあ……もっと食べてね！」

　つい漏れてしまった本音に、ユキはすごく嬉しそうにして、もっと俺に焼肉を食べさせようとしてくる。だけどそれを鮎川さんが放っておくわけもなく。

「先輩、私も食べさせてあげますよ。ほら、アーン」

　鮎川さんは俺の口元に焼肉を近づける。

「ヒロくん、アーン」

　それに対抗するべくユキも俺の口元に焼肉を近づけた。え……これどうしたらいいの？　いや、二人のことを思えばどっちも食べるしかないよな。よし、両方食べるぞ！

　それからしばらく経たった後。俺は二人にたくさん焼肉を食べさせてもらったので、腹が破裂しそうなぐらい満腹になった。こ、こんな食べるつもりはなかったのに……。

「ひ、ヒロくん大丈夫？　ご、ごめんね……やりすぎちゃった」

「私もやりすぎました。すみません、先輩」

「い、いや大丈夫。うん、いっぱい食べれてよかった……」

　そうは言っても胃は悲鳴をあげそうなぐらいキツイ。だからしばらく俺は何も食べずに体を休めていた。ああ、少しは落ち着いてきた気がする。もう肉を食べる気にはなれないけど。

「ちょ、ちょっとトイレに行ってくるね」

「ああ、了解ユキ」

　ユキは一旦席を外して、トイレに行った。それから少し経った後、ラインの通知音が鳴る。

【ヒロくん、今日の分どうしよう？】

　スマホを見てみたらそこにはユキからのメッセージが表示されていた。直接話すにも人が多いから、メッセージで話すことにしたのだろう。

　そうか、確かにこのままだと今日の分のキスをするタイミングがない。でも約束だから、どこかでしないとユキが学校に来てくれなくなるしなぁ。そうだ、あそこならいいんじゃないか？

【じゃあ帰り道の途中にある公園でしよう。あそこなら人もいないし、誰にもみられないと思う】

【うん、わかった。ごめんね、余計な手間を取らせちゃって】

【気にしなくていいよ】

　なんとか話はまとまった。ああ、だからユキはトイレに行ったのか。二人同時にスマホをいじりだして怪しまれたら面倒なことになりそうだし。

「何してるんですか、先輩？」

「あ、鮎川さん。い、いや、なんでもないよ」

　ふと鮎川さんに声をかけられて、俺はついビクッとしてしまう。

「そうですか？　まぁ先輩にも色々あるでしょうし、追求はしないでおきます。ところで、今デザートが来たんですけど、先輩これ食べられますかね？」

　テーブルには美味しそうな抹茶アイスが並べられていた。デザートは別腹、なんて言うけど正直もうこれ以上食べたくない。

「いや、遠慮しとくよ。浩一、俺の分食べる？」

「いいのか!?　よっしゃー！」

　なのでアイスは浩一にあげた。冷たいだろうにばくばくとアイスを食べる浩一には尊敬の念すら湧いてくる。食い意地すげーなほんと。

「じゃあ先輩。今度は私にアーンしてください」

「え」

　また想像もしてなかったことを鮎川さんから言われた。え、俺がアーンするの？　される方も結構恥ずかしかったけど、する方はもっと恥ずかしいというか……。

「え、えっと……」

「これは私がして欲しいだけです」

　鮎川さんは真顔でそんなことを言う。そんな表情されたら余計断りにくい。なんか今日、鮎川さんにしてやられてばっかりだ。

「う、うーん……まぁ、するぐらいなら別にいっか」

　特に断る理由もないし、それぐらいならしてもいいと思い俺はスプーンでアイスをすくって鮎川さんに食べさせようとする。だが、その時。

「あ、あたしにもしてよ宏樹。ちょ、ちょっとアイスが固くてさ……」

　アイスを載せたお皿を持った紫はユキが座っていた席に座って、俺にそうお願いしてきた。

「アイスが固いならちょっと待てばいいんじゃないか？」

「う、うるさい！　い、いいからあたしに食べさせて！」

「ふふっ。先輩、してあげてください。私はいいですから」

　鮎川さんはそう言って紫に譲る。まぁ……鮎川さんがいいなら構わないけど。

「じゃあ……紫、アーン」

　紫が持ってきた固いアイス……いや、あんまり固くなかったけれど。それを俺は紫に食べさせる。紫は頰を赤らめながらも美味しそうにアイスを食べていた。

「……うん、美味しい。ありがとう、宏樹」

「ど、どういたしまして」

　こうやって人に食べさせてあげることなんてないから、すげー気恥ずかしい。紫も同じように思っていたのか、お互い目を合わせられずにいた。

「まだアイスありますよ？　林原先輩、せっかくですからもっとしてもらったらいいんじゃないですか？」

「う……し、してくれる？」

　紫は鮎川さんに乗せられて、続きを懇願してくる。頰を赤らめながらもお願いしてくるのを断るのもなんだか申し訳ないなと思って、俺はもう一回紫にアイスを食べさせてあげた。

「ほら、紫。アーン」

「あー……！」

「……ヒロくん？」

　食べさせているその時、偶然にもユキがトイレから戻ってきた。戻ってきたら俺たちがこんなことをしているから相当驚いたんだろう、目を見開いて口をポカンと開けている。

「は、浜地さん!?　べ、別にたまたま宏樹にアイスを食べさせてもらっているだけだから！」

「……なら、私もヒロくんに食べさせてもらいたい」

　ユキまでアイスを食べさせることを要求し始めた。今日はとことんカオスだなおい！

「お客様、すみません。もうすぐ食べ放題の時間が終わりますが……」

「あ、もうそんな時間!?」

　ユキにも食べさせてあげようとしたちょうどその時、店員から時間になったことを伝えられた。なので俺たちは急いで帰る準備を済ませて浩一がお会計をする。

「いやーよく食った。俺も鮎川さんにアーンされたかったなぁ」

「今度一緒にお食事する際はしてあげますよ。機会があれば」

「ほんと!?　じゃあ次の日程を」

「あ、すみません私こっちなので。では」

　あわよくばを狙っていた浩一をささっと退けて鮎川さんは先に帰ってしまった。それでも浩一は「よっしゃこれは脈ありっしょ！」と喜んでいる。いや、間違いなく浩一に脈はないと思うけど、本人は幸せそうなので放っておこう。

　それから俺たちは駅で解散して、俺とユキは二人で帰路につく。

「……ヒロくんに、アイス食べさせてもらいたかったな」

　駅のホームで、ユキは少し不満げにそんなことを言う。そんなに俺に食べさせてもらいたかったのか。

「ごめんて。今度食べさせてあげるよ」

「ほんと？　約束だよ？」

　ユキから不満げな表情は消えて、今度は目を輝かせて俺にそう言ってくる。

「ああ、もちろん」

「やった！」

　嬉うれしそうに笑うユキを見て、俺もついほっこりした。やっぱり、ユキの笑顔は見ているだけで癒いやされる。その笑顔に応えるためにも、ちゃんと約束は守らないとな。

　それから俺たちは最寄りの駅に着いて、帰り道の途中にある公園に立ち寄る。今日はここでキスをするって約束だったから。

「なんだか薄暗くて怖いね……」

「ここは狭い公園だし、外灯も全然ないからな。ここで大丈夫？」

「う、うん。平気だよ。じゃあ……しよっ───!?」

　話している最中、まるで雷に打たれたかのように、ユキの目が大きく開かれた。そして口が半開きになって、体の震えが止まらなくなっていた。

「何をしているんだい、幸ゆき穂ほ？」

　俺の後ろから、声が聞こえてきた。聞き覚えのある声で、なぜユキがこんなに驚いているのか理解できた。それでも、せめて俺の勘違いであってほしいと思いながら、恐る恐る後ろを振り向く。

「あ、芥あくた川がわさん……」

　けれど、無情にも容赦なく現実が叩たたきつけられた。目の前にいるのは、間違いなくユキの婚約者である芥川さんだ。

「ど、どうしてここに……」

「今日はたまたまこっちに用事があってね。ついでに幸穂の家に寄ったんだ。でもいなかったから、暇つぶしにこの辺りを散歩していた時に偶然二人を見つけたんだ。で、幸穂。僕は質問しているんだよ？　ここで何をしていたんだい？」

　芥川さんはニコッと笑いながらユキに問いかける。その笑みは、爽やかなはずなのに、どこか気味が悪かった。

　不幸中の幸いといったところか、俺たちはまだキスをしていない。だからそのことがバレたわけではなさそうだ。だけど、男女二人きりで夜の公園にいたら怪しまれるのも無理はないだろう。

「わ、私が焼肉を食べ過ぎて、具合が悪くなって……す、少し休んでいただけ……です」

　とっさにユキは誤魔化す。けれど、顔色を見ると本当に体調が悪くなっているようだった。危うく芥川さんにキスのことがバレてしまいそうだったからだろうか。

「そう。じゃあ梅崎くんは看病をしてくれていたんだね。ありがとう、僕の幸穂のことを看みてくれて」

「い、いえいえ」

　ぺこりと頭を下げて、芥川さんは俺にお礼を言った。僕の幸穂、か。その言葉が、ぐさりと俺に突き刺さる。

「でも幸穂、ダメじゃないか。高校生活を楽しんでねとは言ったけど、羽目を外しすぎるのは良くないと思うな。それに、僕とのディナーは断り続けているのに、梅崎くんとは簡単に行くんだね」

「そ、それは……ふ、二人きりじゃないです。ひ、ヒロくんのお友達とも一緒です」

　芥川さんはユキに詰め寄って、笑いながらユキを追及していた。それにユキは、ビクビクしながら返答している。その光景を見ていると、二人の関係に違和感を感じないではいられない。だって、二人の仲が良好だとはとても思えないから。それに、ユキがディナーを断り続けているってどういうことだ？

「そう。なら今度は僕ともディナーに行ってくれるよね？」

「……はい」

「よかった！　これで僕たちの仲ももっと深まるね。さて、梅崎くん。幸穂は僕が送っていくよ。梅崎くんは今日試合で疲れただろう？」

「い、いや……そんなことは」

　俺を労ねぎらってか、それとも邪魔者にはさっさと退場してもらいたいだけなのかわからないが、芥川さんは俺を帰らせようとする。あれ、でもなんで芥川さんが試合のこと知っているんだ？　ユキの親から聞いたのか？

「さぁ幸穂、帰ろうか。次に会えるのは夏ぐらいになっちゃいそうだからね、今日ぐらいはたくさん喋しゃべろう」

「は、はい……。じゃ、じゃあね、ヒロくん」

　ユキは俺に小さく手を振って、二人は公園から去っていった。キスをしているのがバレるという最悪の事態にこそならなかったけど、まさかこんなところで会うだなんて思ってもいなかった。

　ユキは大丈夫かな。あんなに震えていたし、相当驚いていたのは間違いない。でも、それにしたって……芥川さんと喋っている時のユキ、到底恋仲の関係とは思えなかった。まるで、ユキが恐怖で押さえつけられているみたいに怯おびえていたように見えたから。だからどうしても、一つの疑念が俺の頭をよぎる。

　本当に、ユキは自分の意思で芥川さんとの婚約を選んだのか？











第十五話　幼おさな馴な染じみのお見舞いに行く






　翌日、ユキは学校に来なかった。昨日はキスをしていないから、約束通り学校に来る必要はない。だから来なかったのかもしれないし、あの後本当に体調が悪化してしまったのかもしれない。さっきラインで連絡してみたけど、返事がきてないから事実はわからない。

「浜はま地ちさん、何かあったの？」

　休み時間に、ユキが休みであることを心配した紫ゆかりが事情を聞いてきた。

「いや、わからない。まだ連絡がつかなくて」

「そうなんだ……出席日数は大丈夫なの？」

「まだ大丈夫だったはず。でも、休みが長引いたら危ない」

「何事もなければいいんだけどね……」

「ああ、ほんとその通り───」

「先輩」

「「うわっ！」」

　俺たちが喋っている最中、ひょっこりと鮎あゆ川かわさんが現れた。本当に気配すら感じられなかったので、つい俺と紫は声をあげて驚いてしまう。

「ごめんなさい、驚かせてしまって」

「い、いや大丈夫。でもどうしたの？」

「いえ、昨日のことのお礼と謝罪をしにきたんです。あれ、柳やなぎ先輩と浜地先輩は？」

「浩こう一いちなら先生に呼び出されてるよ。それとユキは……今日学校に来てない」

「そうですか。でしたら後でお二人にもお伝えください。昨日はとても楽しかったです。私の家は厳しいのであまりああいう場には顔を出せませんから、貴重な体験ができました」

　鮎川さんはぺこりと姿勢良くお辞儀をする。やっぱり真面目な人なんだな鮎川さんは。

「それと、昨日は少々調子に乗ってしまってごめんなさい。楽しい空気に当てられて、つい行き過ぎた行為をしてしまいました。特に梅うめ崎さき先輩には色々とご迷惑をおかけしてしまって……。これ、お詫わびに皆さんでどうぞ」

　そう言うと鮎川さんは申し訳なさそうにおしゃれな紙袋を俺に渡してくれた。

「い、いやそんな気にしなくていいよ。俺も鮎川さんの意外な一面見れて楽しかったし」

「優しいお言葉、ありがとうございます。林はやし原ばら先輩も昨日は煽あおるようなことを言ってしまってすみません」

「い、いやまぁ……ムキになったあたしも悪いし。気にしてないよ」

「林原先輩もありがとうございます。では、私はこれで失礼します」

　改めて鮎川さんは頭を下げて、教室から去っていった。やはり昨日の鮎川さんは本人的にも暴走気味だったんだな。でも、真面目な鮎川さんにもそんな面があることを知れたのは良かったかな。

「宏ひろ樹き、何もらったの？」

「うーんと……おお、なんか高級そうなお菓子だ。饅頭とかかな？」

　鮎川さんからもらった袋の中身を見てみると、見るからに高そうな和菓子が入っていた。こんなものをもらっていいのか？

「うわ、すごく高そう。浩一にあげるの勿もっ体たい無ないからあたしたちだけで食べよ。あと浜地さんの分も残してお───」

「おいお前らなんだその菓子は！」

「げ」

　紫が話をしている最中に、今度は浩一が乱入してきた。しかもお菓子のこともバレたし。ユキの分だけはなんとしてでも死守しなくては。

　放課後、部活の練習が終わったあと、俺は真まっ直すぐユキの家に向かった。ラインの返信が来て、どうやら体調不良だったらしい。それを聞いてなるべく早くお見舞いに行きたかったんだけど、サッカーの県大会も決勝を迎えるということで練習時間が延びてしまったため、結構遅い時間になってしまった。

「こんばんは」

　ユキの家に着くと、俺はインターホンを鳴らす。ありがたいことにユキのお母さんは嫌な顔一つせず俺を出迎えてくれて、ユキのお見舞いをさせてもらえた。

「ユキ、遅くにごめん」

　俺はユキの部屋をノックして、声をかける。

「お見舞いに来たんだ」

「……ありがとう」

　パジャマ姿のユキは扉をゆっくり開けて、俺を部屋に入れてくれた。

「これ、鮎川さんからもらったお菓子。それと俺が買ってきたゼリー。このお菓子すごく美味おいしかったんだ、よかったらユキも食べてよ」

「……そ、そうなんだ」

　ユキはあげたお菓子を机の上に置いて、ベッドに座る。そして申し訳なさそうに、俺に頭を下げて謝った。

「ひ、ヒロくん、昨日はごめんね。あんな危ないことになるなんて、思ってなくて……」

「気にしなくていいよ、俺だって警戒が甘かったから。また芥あくた川がわさん来るの？」

「都大会が始まるからしばらくは来ないって言ってた。だから……昨日みたいなことは、当分ないと思う」

　そうか、東京は少し開催が遅いんだった。とはいえ安心できるわけじゃない。昨日だって、まさかあんなことになるとは予想もしていなかったんだから。

「ねぇ……ヒロくん。今日の分のキス、しよ？　今日は学校行けなかったけど、今キスしてくれたら……明日は絶対行くから」

　ユキは俺に近寄って、キスを懇願する。それ自体は構わない。俺もユキに学校に来て欲しいから。だけど、今はキスをする前にどうしても聞きたいことがある。

「なぁユキ。その前に一つ聞かせてくれないか？」

「な、なに？」

「ユキは、どうして芥川さんと婚約することを選んだんだ？」

　変に誤魔化したりせず、俺はストレートに疑問をユキにぶつける。だって、ユキが芥川さんと上手くいっていると思えないから。以前聞いた時も、ユキは何もないと言っていた。だけど……やっぱり、その言葉を信じることはできない。

「教えてくれ。俺はユキが心配なん────！」

　俺の口が、ユキの唇によって塞がれる。突然のことで俺は言葉を失い、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「……ごめんね、ヒロくん。その質問には……答えられないの」

　唇を離したあと、ユキは申し訳なさそうに謝る。答えられないってなんだよ、言えないような理由があるってことなのか？

「私、ヒロくんと一緒にいる時は……あの人のこと、考えたくない。だから……キス、しよ？」

「そ、そんなこと言ったって、俺は気になるんだよ！　ユキが本当に、自分の意思で芥川さんと───!?」

　ユキは続きを言わせてくれない。意地でも芥川さんの話をさせてくれない。嫌な現実を無理やり忘れようとしているかのように、ユキは何度も何度も俺にキスを繰り返す。

「……ごめんね。私、また無理やりキスしちゃった……」

　キスを終えた後、今にも泣き出してしまいそうな声でユキはまた謝る。どうしても言いたくないんだろう。だから、無理やりキスして誤魔化そうとしているんだ。きっと、俺がまた聞こうとしたら、ユキは俺の口をキスで塞ぐ。

　じゃあ、他のことを聞くしかない。

「……なぁ、ユキ。ならせめて、これだけは聞かせてくれ。俺とキスして……ユキは幸せか？」

　以前、ユキはキスをすることでしか救われないと言っていた。その意味は未いまだにわからないけど……俺は、本当にユキを幸せにできているのか疑問だったんだ。俺のエゴで、ユキを無理やり学校に行かせているんじゃないかって思う時もあったから。

「……うん。これ以上ないぐらい、私は幸せだよ」

　コクリと頷うなずいて、ユキは泣きそうになるのを堪こらえながらそう言って俺の手を握る。

「だから……もっとキス、したい」

　すがりつくような目を向けて、ユキはまたキスを懇願する。それを聞いて、俺はどこか安心してしまった。ユキを幸せにできていてよかったと。でも同時に、これで確信できてしまった。ユキは芥川さんに、好意なんて寄せていないって。

　少しでも芥川さんに好意を寄せているなら、オレとキスして幸せだと答えるのに多少迷いがあったっておかしくない。けれど、ユキは迷うことなく幸せだと答えた。それを聞くと、やはりユキは自分の意思で芥川さんとの婚約を選んだわけじゃないと思ってしまう。どうにかして事情を聞きだすべきだろう。ユキが何かに苦しんでいるかもしれないから。

　だけど、これ以上芥川さんのことを聞いてしまったら、ユキに嫌われてしまうんじゃないか。そんな恐怖が、俺にのしかかる。だから、俺は……。

「……わかった。キス、しよう」

　キスをすることしか選べなかった。本当に臆病者でどうしようもない、最低なやつだ。

「ありがとう、ヒロくん。じゃあ……今度は、お互いベッドに座りながら、しよ？」

　俺はユキに言われた通りベッドの上に座る。初めてユキとキスをした時と同じだ。

「んっ……んんっ……ヒロくん……ヒロくん……んんっ」

　そしてユキは俺の顔を両手で包んでキスを始めた。昨日できなかった分を取り返すように強く、激しく俺の唇にキスをして、何度も俺の名前を呼ぶ。

「んんっ……ちゅ、ちゅぅ……ヒロくん、ヒロくん……んんっ」

「ゆ、ユキ……！」

　キスの勢いが激しかったからか、俺はベッドに押し倒される形になる。けれどユキは、キスをやめない。襲いかかるように、何度も俺の唇を貪るように、キスを続ける。

「んんっ……ちゅ、ちゅ……ヒロくん……ヒロくん……！」

　我を忘れたようにユキは己の欲望をひたすらにぶつける。こうでもしないと心を落ち着かせられないのだろう。それを俺は受け止めないといけない。だって、ユキが望んでいるから。

　でも、俺自身はどうなんだ？

「……ぷはぁ……はぁ……。ご、ごめんねヒロくん……やりすぎちゃった」

　息を切らしながら、キスをやめて我に返ったユキは赤面しながら謝ってくれた。

「別に気にしなくていいよ。ユキのため……だから」

　そう、俺がユキとキスをするのはユキのため。それでユキが幸せになれるんだから。

　こんな方法で？　俺自身は何もしてないのに？

「ありがとうヒロくん。……やっぱりヒロくんは、優しいね」

　ユキはいつものように優しいと言ってくれる。でも、本当に俺は優しいのか？　ユキが苦しんでいるかもしれないのに、嫌われたくないから何も行動しないで自分の保身に走ってしまっている俺が？

「明日は学校行くね。体調も良くなったから。じゃあ……玄関まで送るよ」

　それから俺はユキに見送られ、家に帰った。すぐ風ふ呂ろに入って、ご飯を食べて、寝ようとした。けれど全然寝付けない。ユキが一番幸せでいられるには、何をしたらいいのか色々考えた。

　でも、何もいい案は思いつかない。

「……クッソ」

　ただ単に、自分の不ふ甲が斐いなさだけを痛感するだけだった。




　　　　＊




　どうしてこんなに、私は自分勝手なんだろう。ヒロくんが私のことを心配してくれたのに……あんな風に、キスばかり求めてしまって。ヒロくんが帰ったあと、その後悔の念が私にのしかかる。

　だけど、本当のことを言えるわけがない。正直に言ったら、優しいヒロくんはきっと私のことを助けようとしてくれる。でも、そしたらヒロくんが芥川さんに酷ひどいことをされるかもしれない。ヒロくんが、不幸になってしまう。

　昨日も家に帰る途中、芥川さんにこんなことを言われてしまった。




　───幸ゆき穂ほは、梅崎くんを不幸にしたいから一緒にいるのかな───




　もちろんそんなつもりはない。私は、ヒロくんには幸せでいて欲しい。でも、私がわがままを言うたびに、ヒロくんが危険に晒さらされる可能性が高まるのは事実。今でさえ危ない橋を渡っているようなものなのに、さらにヒロくんを危ないことに巻き込んでしまったら……ヒロくん、サッカーできなくなるかもしれない。

　だから私だけ不幸になればいいんだ。そしたら、ヒロくんは夢を叶かなえられる。パパやママにも迷惑をかけなくて済む。みんな、幸せでいられる。

　だけど、キスだけは……やめられない。本当に、ヒロくんとキスをしている間だけはすごく幸せになれるから。芥川さんもしばらく来ないって言ってた。だから当分バレる心配もないと思う。

　ヒロくんには迷惑な話だよね。本当に、私はダメ人間だ。でも、大好きなの。ヒロくんのことが大好きで仕方がなくて……我慢ができないの。

　せめて私に行動する勇気があれば、何か変わったのかな。でも……ヒロくんが目の前で不幸になる姿なんか、見たくない。だから……今できる範囲のことを、せめてさせて欲しい。ヒロくんとの思い出、たくさん作りたいから。











第十六話　決勝に向けて






「もうすぐいよいよ決勝か。次勝てば全国だぞ全国！」

　決勝二日前の昼休み。興奮気味に浩こう一いちは騒ぐ。それも無理はない。だって大会当初は本当に決勝までこれるなんて思っていなかったから。

「ほんと、まさか本当にこれるなんてね。うちの高校はインハイ、選手権両方とも予選を勝ち進んだことはないから、ここで勝てば学校の歴史に名を刻むね。相手は超強豪で予選もほとんど圧勝してるけど、今のうちのチームなら勝機はあるはずだから。絶対勝ってよ！」

「もちろん！　宏ひろ樹きもやる気満々だよな！」

「ああ！　絶対勝つに決まってんだろ！」

　もちろん勝つ気満々だ。でも、正直なところそれだけ重要な試合なだけあってプレッシャーもすごい。緊張して最近は胃がキリキリしている。それに相手校の強さは今までとはレベルが違うから、どこまで俺が通用するのかって不安もやばい。

「ぜ、全国大会に行けば……ヒロくん、サッカー選手になれるの？」

「流石さすがに行くだけじゃプロにはなれないけど、アピールする機会にはなるかな。規模の大きい大会だし、色んなサッカー関係者も見てるだろうから」

「そ、そうなんだ。でもプロへの道は近くなるかもしれないんだね。……優勝して欲しいな。ヒロくんに夢、叶えてもらいたい」

　そんなことをユキに言われたら、もう優勝するしかない。せめてユキが喜んでくれることを俺はしたいから。だってそれぐらいしか、俺がユキのためにできることはない。

「でもプロにも色々あるからなぁ。稼げる人も限られてるし。ま、俺は年棒億超えプレーヤーになるけどさ！」

「すごい自信ね……。でもそれぐらい自信を持ってた方がいいか。この点だけは宏樹も浩一を見習っていいかも」

「この点だけはってなんだよ！」

「あははっ……。でもそれぐらい目指さないとダメだよな。よし、そのためにも絶対決勝勝たないと！」

　それから昼休みが終わって、放課後になって、ユキとキスをして、練習して、あっという間に一日が終わった。

「ふぅ……疲れた。あ、紫ゆかり。片付け手伝うよ」

　練習が終わったあと、紫がたくさんの用具を持って行こうとしてたので、俺はそれを手伝う。

「ありがと。でも無理しないでね、宏樹疲れてるでしょ？」

「これぐらいなら大丈夫だよ。それに……紫に聞きたいこともあるから」

「ん？　なになに」

「まぁ……倉庫行ったら話すよ」

　倉庫に行ったあと、荷物を置いて俺は紫に話し始めた。

「なぁ紫。紫から見て俺は……今の段階でプロになれると思うか？」

「何いきなり。急にどうしたの？」

「ちょ、ちょっと気になってさ。紫はサッカーに詳しいし、意見をもらうにはもってこいかと思って」

　しばらくユキのことを考えた結果、俺が頼り甲が斐いがないから悩み事を相談してくれないんじゃないかって思った。いくら長年の付き合いがあるからって、たかだか高校生の俺に頼めることなんて限られている。けど、もし俺がプロになれたら、金銭的にもユキを助けることができるかもしれない。だから客観的な意見を求めて紫に話を聞いたわけだ。

「決勝戦の相手校に色んなプロサッカークラブが注目してるフォワードの選手がいるってことは知ってるでしょ？　その選手を抑えられるかどうかにもよるんじゃないかな」

「じゃあ決勝戦の内容次第ってところか？」

「そうだね、でも大学経由でも素晴らしいキャリアを送っている選手は多いし、高卒でプロになることにこだわる必要もないでしょ」

「い、いや。プロになるのは早い方がいいかなって思って」

「宏樹、焦あせってプロになっても失敗するリスクだってあるよ」

「そ、それは……」

　冷静な紫の意見に、俺は言葉を失う。その通りだ。たとえギリギリプロになれたとしても、そのあと成績不振で解雇されてしまったらユキに余計な負担をかけるだけになる。

「ま、気持ちはわかるけどね。あたしも宏樹がプロになったところ早く見たいし。でも焦りは禁物！　まずは決勝戦に勝つことだけ考えないと」

「……そ、そうだよな」

　やっぱり、まずは決勝戦に集中しないとダメだ。そうしないと、プロへの近道を逃してしまう。

「ありがと紫。少しスッキリしたよ」

「いえいえ〜。じゃ、絶対決勝戦勝ってね。期待してるよ！」

　片付けを終えたあと部室に戻って、着替えを済ませてから帰宅した。

「ユキ？」

「あ、ヒロくん」

　家の前まで行くと、そこではユキが俺を待っていたようだった。何か用があるのかな？　今日の分のキスはもう終えているし……。

「どうしたのユキ？」

「あ、あのね……こ、これ早く渡したくて」

　ユキは手提げ袋からゴソゴソと何かを取り出す。それは可愛かわいらしい小さい包みで、ユキはそれを俺に渡してくれた。

「開けていいの？」

「う、うん！」

　ユキはニコッと笑いながら頷うなずく。一体なにが入っているんだろう、全然想像つかないな……こ、これは！

「ゆ、ユキ……これってミサンガ？」

　開けてみるとそこには、カラフルな色の綺き麗れいなミサンガが入っていた。とても精巧に作られていて、お店で売っていてもおかしくないぐらいのクオリティだった。

「前からヒロくんに何かプレゼントしたくて……作ってみたの。ど、どう……かな？」

「ありがとうユキ！　すごいなこれ……このミサンガがあればどんな試合でも勝てそう」

「え、えへへっ。試合に勝てるようたくさんお願い込めたから……きっとヒロくんの夢を後押ししてくれるよ」

「ゆ、ユキ……」

　つい涙が溢あふれそうになるぐらい、嬉うれしかった。それぐらい、俺はこのミサンガに勇気をもらえたから。

「俺、絶対勝つよ！　ユキのミサンガに誓って」

「うん！　私も応援してるから！」

　ユキが俺のためを思ってミサンガを作ってくれたんだから、俺も結果で返さないといけない。優勝したら、ユキがミサンガを作ってくれた甲斐があったって言えるから。

「じゃあ、私は帰るね」

「送っていくよ。夜道危ないし」

「う、ううん。大丈夫だよ。ヒロくんにはゆっくり体を休めて欲しいから。またね、ヒロくん」

　ユキはそう言うと手を振って家に帰っていった。本当に、ユキは俺のために色んなことをしてくれる。絶対決勝勝とう。そして俺の実力を証明して、プロになれる可能性を増やす。

　紫に言われた通り、焦ってプロになっても中々厳しい世界だってのはわかってる。だけど……やっぱりユキのことをこのまま放っておくことなんて、幼おさな馴な染じみとしてできないから。その決意を固めて、俺は家に入った。











第十七話　残酷な現実、気づいた思い






　決勝当日。空は曇り空で、試合会場はどんよりとした空気となっていた。俺たち選手も決勝ということでいつにも増してピリピリとしていて……息がつまりそうだ。

　だけど相手校の選手は慣れているからか全然緊張していなくて、それどころか威厳すら感じられる。

「ヤベーな……流石の俺も結構緊張してきた。宏ひろ樹きはどうだ？」

　楽観的な浩こう一いちも、シリアスな空気に当てられて珍しく緊張しているようだった。正直俺もまさかここまで空気が重いとは思っていなかったから、想像以上に緊張している。

「緊張はしているけど、勝つ気は有り余ってる」

　だけど、それ以上に今日は絶対勝つって思いが強い。ここで勝って、可能性を摑つかみとりたいから。

「……だよな、ここまできて負けてらんねーよな！　あのいけ好かねー奴やつらをボコボコにしてやろうぜ！」

　浩一と拳を突き合わせてお互い決意を固め、アップを始める。チームメイトのみんなもやってやるぞって気持ちに溢れていて、チームの雰囲気も良かった。これなら絶対、全国大会に行けるぞって思えるぐらいに。

　アップが終わり、俺はユキからもらったミサンガをつけ、みんなと円陣を組んで絶対に勝つと意気込んで試合に臨んだ。

「……は？」

　だが、現実は非情だ。

　相手校の選手たちは何もかも俺たちとはレベルが違った。パススピード、ポジショニング、連携、シュート精度。どれを取っても俺たちが今まで経験したことのないレベルに到達していて、唯一肩を並べられるのは根性ぐらいだ。

　なんとか点は取らせていない。だけど俺たちがボールを保持することはほとんどなく、ただひたすらに守って守って守り続ける展開が続く。ミーティングではチャンスがあればどんどん攻めていけと監督に言われたものの……そんなもの、どこにあるって言うんだ。

「ナイスクリア宏樹！」

　また相手に攻め込まれそうになるのを間一髪で防ぐ。まだ前半の半分も終わってないのに、何回攻められているんだよ……いや、イライラしても仕方がない。

「ここ守りきっていくぞ！」

　俺は声を出してみんなを鼓舞する。前の試合のように、カウンターが決まるかもしれない。チャンスのために、今は我慢の時だ。

　だが、試合展開は防戦一方。浩一らフォワード陣は前半がもうすぐ終わるにも拘かかわらずボールにほとんど触れていない。かく言うミッドフィルダー、俺たちディフェンダーも、もう体力が限界に近づいてきて。

「……あ」

　前半ロスタイム。針の穴を通すような正確な縦パスを一本通されてしまい、それを難なく決められてしまった。あれだけ攻められていたがなんとか耐えて、もうすぐ前半が終わろうとしていた時に決められたゴールは、俺たちに十分すぎるぐらいダメージを負わせる。

　そしてゴールが決まった直後に前半終了の笛が鳴り、ハーフタイムに入る。みんな意気消沈していて、ロッカールームにはネガティブな空気が流れていた。点差は一点であるものの、点差以上に力の差を見せつけられたから無理もない。

「まだ負けたわけじゃないです！　点差は一点なんだから、まだ勝機は残ってるはずです！」

　でも、諦めたりしない限り、まだ可能性があるはずだから。俺は特に意気消沈していた先輩たちにそう言う。こんなこと言ったら、生意気言ってんじゃねえ、とか言われるかなって思っていたけど。キャプテンが俺の肩を叩たたいて。

「……その通りだな。まだ俺たちは戦える、そうだろみんな！」

　チーム全体の士気を上げてくれた。そうだ、まだ俺たちは戦える。ここで逆転して、絶対に全国に行くんだ。そう決意して臨んだ後半。

「な、なんなんだよ……」

　俺らはボロボロにやられた。前半、調子が上がっていなかったのかあまり活躍していなかった、プロが注目している相手校の十番が本領を発揮してきて、俺たちは面白いようにしてやられた。

　そいつはまるでボールが足に吸い付いているかのように、繊細なボールタッチでするすると俺たちを抜いては決定的なシーンを何度も作り、後半十分が経過する頃には、点差が三点になっていた。

「はぁ……はぁ……！」

　何度もそいつとマッチアップしては抜かれる。なんとか数人かけてギリギリ止めることができても、次またやられてしまう。な、なんなんだよこいつ……これがプロに注目されるレベルってことなのか？　俺は、全然その域に到達していなかったってことなのか？

「く、クッソ……」

　それを認めたくなかった俺は、諦めず懸命に守備をし続けた。だけど、そんな俺のちっぽけなプライドは軽くあしらわれて、点差は広がる一方。もう逆転なんて、味方全員誰も考えていないだろう。

　所詮俺は井の中の蛙かわずだったってことか。プロになるレベルですらないのに自分を過大評価して、ユキの助けになれるかもしれないって思っちゃったんだよな。馬鹿馬鹿しくなる。このまま本気でやったって、ボコボコにされるだけだ。だったらいっそ、手を抜いて試合を流してしまえば───

「……！」

　そんな弱音に押しつぶされそうになった時、ユキからもらったミサンガが目に入った。俺はこれに誓ったはずだよな、絶対優勝するって。それはもう不可能かもしれないけれど……ここで諦めてしまったら、ユキがこのミサンガを作ってくれた思いまで裏切ることになる。

「……はぁ……はぁ……」

　また十番とマッチアップした。向こうは涼しい顔をしているけど、こっちはもう息が苦しくて仕方がない。きっと向こうは俺のことなんて抜いて当たり前程度に思っているんだろうな。実際、もう何度も抜かれているから、警戒なんてされていないはずだ。でもな……俺は……ユキを裏切りたくないから！

「な、ナイス宏樹！」

　後半残り僅かにして、今日の試合で初めて一対一で十番に勝った。だけど、それで喜んではいられない。なんとしてでも、こいつらに一いっ矢し報いてやるんだ！

「浩一！」

　相手のプレスが迫る前に、俺は前線にいる浩一にロングパスを出す。相手がもう攻撃に全てを振っていたから、守備の枚数は少なくこのパスはなんとか浩一に渡る。

　それでもすぐ相手は守備に切り替えてそう簡単に前へ運ばせてくれない。だけど味方も最後の意地を見せてなんとかゴール前まで攻め込む。そしてキャプテンがシュートを放つも……ボールは相手ゴールキーパーに弾はじかれてしまう。

　けれど、ボールは運よく後ろから走り込んだ俺の前に飛んでくる。俺はそれを、ダイレクトでシュートする。するとボールは綺き麗れいな低弾道を描いて……。

「やった……！」

　ボールはゴール左隅に突き刺さった。練習でも中々決まらないであろう、高難易度のダイレクトシュートを絶妙なコースに叩き込んだことは、とても嬉しかった。

　味方も喜んでくれた。今までやられっぱなしだったけれど、一矢報いることができたから。

　だけど、ゴールが決まると同時に試合終了の笛が鳴る。結果は７‐１。俺が最後に素晴らしいゴールを決めても、結果は惨ざん敗ぱいにすぎない。ロッカールームでキャプテンは号泣していた。きっとぼろ負けした責任を感じてのことだろう。他のチームメイトも、泣いているやつもいれば、俯うつむいているやつ、呆ぼう然ぜんとしているやつ……色々いた。

　かく言う俺は……あれだけぼろ負けしたのに、負けた実感が湧いていなかった。最後にゴールを決めることができたからか、それとも泣いているチームメイトを励ますことで精一杯だったからかはわからない。

　それから監督のありがたいお話を聞いて、応援に来てくれた人たちにお礼を言った後、各自解散となった。

「うう……ぐすっ……」

「もう泣くなって浩一」

「そうそう。あんたはよくやってたよ」

「だ、だってよぉ……お、俺……な、何もできなかったから……ぐすっ」

　帰り道でもずっと、浩一は涙が止まらずにいた。それぐらい悔しかったんだろう。俺と紫ゆかりは必死に慰めて浩一を落ち着かせる。

「そんな泣いてちゃ浩一らしくないぞ。次は絶対あいつらボコボコにしてやるだろ？」

「……そ、そう……だよな！　次の大会ではあいつら絶対コテンパンにしてやらねぇとな！」

　なんとか浩一は持ち直して、いつもの明るさをちょっと取り戻した。そうそう、浩一はこうじゃないとな。

「……ねぇヒロくん。ヒロくんは……大丈夫なの？」

　ユキは俺のことを心配してくれているのか、大丈夫か気にかけてくれた。

「やっぱり悔しい。でももう気持ちは次の大会に切り替えたよ。いつまでも終わったことを気にしてちゃ前に進めないし」

「……そっか」

　安あん堵どした表情をしながら、ユキは納得した様子を見せる。実際いつまでもこのことを引きずるわけにはいかないもんな。こういうのは切り替えが大事だ、切り替えが。

「そういえば今日鮎あゆ川かわさん見てないな。紫どっかで見た？」

「あたしも見てないや。今日は何か用事でもあったんじゃない」

「でも今日の試合は見られてもいいことないからまぁいっか。にしても強かったなーあいつら。やっぱああいうのがプロになるんだろうな」

「間違いねぇな。でも冬にあいつらをボコす俺らもプロになる原石に違いねぇだろ、宏樹？」

「だな。あ、ユキ電車来てる。じゃあ二人とも、また明日！」

　ふと電車が来ているのが見えたので、俺とユキは走って駅のホームまで向かい、間一髪電車に乗ることができた。

「ふぅ、なんとか乗れた。なぁユキ、ごめんな。ミサンガ作ってもらったのに……勝てなくて」

「う、ううん。気にしないで。ヒロくん……すごく頑張っていたの、私知ってるから。でも、今叶かなわなくてもいつかきっと叶うと思うよ」

「ありがと。……ところで、今日の分は」

「……ヒロくん、そんな気分じゃないと思うから……しなくていいよ。私、明日は頑張って学校行く」

「……わかった」

　それから最も寄より駅に着いて、俺たちは家に帰る。夜も遅い時間になってしまったので俺はユキを家まで送っていき、それから自分の家に帰ろうとした。……だけど、なんだか帰る気分にならなくて。

「……はぁ」

　俺は帰り道の途中にある公園のベンチに座る。なんでここに来たのかは特に理由はない。ただ、この時間ならここは確実に人がいないため、一人になるにはもってこいの場所だったからだ。

「強かったなぁ、ほんと」

　うつむきながらポツリと俺は、独り言を呟つぶやく。本当に、試合前までは本気で勝てると思ってたんだ。だけど試合をしてみれば結果はぼろ負け。一点取れたとはいえ、あんなのスコアだけ見れば所詮焼け石に水にすぎない。

「下手くそだなぁ、俺は」

　たまたま二年生でレギュラー取れて、自分を過信していたってことがつくづくわかった。プロになるってのはあれぐらいできなきゃいけないってことなんだって、痛感させられたから。

「俺はあそこに届くのかな」

　浩一と、冬にあいつらをボコボコにするって言い合った。だけど、全然そんなビジョンは見えなくて。どれだけ練習しても追いつける気がしない。

「……ははっ」

　だってあいつら、嫉妬すらさせてくれないぐらい上手うまかったから。つい乾いた笑いが出てしまうぐらいに。芥あくた川がわさんも、あれぐらいのレベルってことだよな。全国大会常連校で、プロ注目の選手ってところは、あいつらと同じだ。ああ、結局敵かなわないのか、俺は何もかもあの人に。

「……」

　涙が出てきた。試合の後には流さなかったのに、今になって悔しさがこみ上げてくる。こんな姿、誰にも見せたくなかったからだろう。結局俺は、どこまでも自分本位なやつなんだ…………！

「ヒロくん」

　ふと、聞き慣れた声が聞こえてくる。頭を上げて前を見てみれば……そこにはユキの姿があった。

「ゆ、ユキ……ど、どうしてここに」

「……私、ヒロくんの幼おさな馴な染じみだから」

　ユキは俺の隣に座って、答えにならない回答を返してくれた。……でも、それ以上の回答もない気がする。

「……ご、ごめんな。試合に負けて、こんなかっこ悪いところも見せちゃって。で、でももう大丈夫だから。さぁ、かえ───」

　これ以上情けない姿をユキに見せたくなかった俺は、気丈に振る舞って帰ろうとした。だけど、ユキは俺の腕を摑つかんで、帰ろうとする俺の足を止める。

「ヒロくん、無理しないで」

「む、無理なんか別に……」

「……ヒロくん、試合会場から帰る時もずっと平気なふりをしてたの、私わかってるよ。自分が辛つらい時でも、他の人を励ますことを優先するのがヒロくんだもん。でも……辛い時は、ちゃんと吐き出して欲しい」

「……」

　ユキは俺の頭を優しくポンポンしてくれて優しい笑顔と優しい声で俺の心を包み込む。

「私、いつもヒロくんに助けてもらっているから。だから……今日は私がヒロくんを助けたい」

「……ユキ」

　その優しさが、俺の傷ついた心に染しみ渡る。気づいた頃には大粒の涙がポロポロと流れていた。そして、俺の中に生まれた衝動がユキへと向きそうになる。ダメなのはわかっている。だってそれは約束じゃないから。でも……。

「……私のこと……好きにしていいよ」

　ユキがそれを見透かしていたのかは、わからない。だけど、その言葉は俺の理性を吹き飛ばすのには十分すぎた。

「……ユキ！」

　俺はユキのことを抱きしめて、そして……。

「んっ……ヒロくん……」

　初めて、自分からユキにキスをした。

　俺からユキにキスをした。その行為ですら、自分で驚いてしまうのに……俺は理性を失ったように、ひたすらユキの唇に、躊ちゅう躇ちょなく強引に自分の唇を押し付ける。

「あっ……んんっ……ヒロくん……」

　強引にユキの唇を貪って。自分の欲望をひたすらぶつけて。

「んんっ……ヒロ……くん……」

　ユキとは違って下手くそなキスをし続けて。

　ユキを抱きしめて、離れないようずっと、俺はユキにキスをし続けた。

「んんっ……ヒロくん……ヒロくん」

　ユキはキスの最中何度も俺の名前を呼んでくれた。ユキも俺のことを抱きしめて、抵抗することもなくずっと俺のキスを受け入れてくれている。それが嬉うれしくて、俺は……もっと、もっとキスをし続けた。

　思えば俺が初めてユキに好意があると自覚したのは、俺が中学の頃スタメンを外されてショックを受けている時に、側でずっと励ましてくれたからだった。

　結局、俺は今でもユキが大好きなんだ。数年かけて想いを断ち切ったなんて自分では思い込んでいたけれど、心の奥底ではずっとずっと、ユキのことを思い続けていたのだろう。嫌われたくないのも、幼馴染としてじゃない。男としてなんだ。

　だからきっと、俺はユキを助けたいんじゃない。ユキと……ずっと一緒にいたいだけなんだ。芥川さんにも、誰にもユキを渡したくない。

「……はぁ……はぁ……」

　どれぐらいキスをしていたのかわからない。だけど、とても長い時間していたと思う。俺もユキも、お互い顔が真っ赤。しばらく息を整えながら、無言でお互いを見つめ合う。ああ、やっぱり大好きだ。顔を見れば見るほど、ユキへの好意が高まっていく。

「ご、ごめんユキ。俺……」

「……謝らなくていいよ。私、嬉しかったから」

「……ゆ、ユキ……俺、俺……」
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　想いを伝えようとした。ユキのことが大好きだってこと、ずっと一緒にいたいってことを。だがそれを言う前に、ガサガサ物音が公園の中に響く。

「だ、誰かいるのか!?」

　俺はすぐにあたりを見回した。だけど周りには一切人影はない。野の良ら猫ねこが歩いていただけか？　それならいいんだけど……。

「……帰ろっか、ヒロくん。誰かいたら……大変だし」

「あ、ああ」

　胸騒ぎがしたので、俺たちは家に帰ることにした。帰り際ぎわも人がいないことを確認したし大丈夫だとは思うけど……なぜだか、すごく嫌な予感がしてならなったから。

　でも、決意は固まった。絶対俺はユキと一緒にいられるよう頑張るって。そのためにも必ず全国大会に行って、プロになって、ユキを養えるようにするって決めた。




　　　　＊




「あーあ。天罰が下るって、ちゃんと忠告したつもりだったんですけどね」

　二人に気づかれることなく、私は数枚の写真を撮った。それは見ていたら吐き気がするぐらい、気分が悪くなる光景。

　正直あの場ですぐ邪魔したかった。先輩が、これ以上あの人に愛情を注いでほしくなかったから。

　でも、いいや。この写真があれば、先輩は私のものになるから。

　ああ、明日が待ち遠しいな。明日はきっと、私にとって最高の記念日になるに違いないから。











第十八話　知られてしまった






　決勝戦の翌朝。大会も終わったため今日からしばらく朝練はない。休養を取るために一週間のオフ日も与えられている。だけど、プロになるにはもっともっと練習しないといけない。なので俺は朝早く起きて、学校に練習しに行った。

「お、浩こう一いち」

「なんだ、宏ひろ樹きも来たのか」

　グラウンドに行くと、ばったり浩一と会った。どうやらお互い思っていることは同じのようだ。

「んじゃ一緒に自主練すっか！」

「だな。あれ、紫ゆかり？」

　練習を始めようとした時、ジャージを着た紫がやってきた。

「やっぱり練習してた。あんたたち休めって言われてんのに……」

「ごめんて。でも……我慢できなくてさ」

「全く……。ま、やめさせにきたわけじゃないし。あたし見張りしとくから、思う存分練習しな」

「ありがとう！」

　それから俺たちは時間いっぱいまで汗を流して、部室に戻った。

「なぁ、俺の顔になにかついてる？」

　部室で着替えて下げ駄た箱に行く途中、すれ違う人たちからなんだか視線を感じる。頰にご飯粒でもついているのかな？

「いや、なんもついてねーぞ」

「そう？」

　じゃあなんでこんなあちこちから見られている気がするんだろう。しかも、妙にコソコソ言われている気がするし。疲れて色々と敏感になっているだけなのかなぁ。

「な、なんだぁこの人だかり!?」

　下駄箱に行くと、その近くにある掲示板にたくさんの人だかりができていた。あんなに人が集まるなんてクラス替えの時ぐらいしかないのに、何があったんだ？

「あ！　ご本人様の登場だ！」

「……え、お、俺？」

　そこにいた人たちが俺に気づくと、ニヤニヤしながら俺のことを見ている。な、なんなんだよ……。

「宏樹、なんか心当たりあるのか？」

「い、いや全然……」

「こういうのは見た方が早いでしょ。ほら、どいたどい───えっ」

　掲示板に群がる人たちを紫がかき分けて、俺たちは何があるのか見に行った。すると……そこには。

「な、なんで……」

　昨日、俺とユキが夜の公園で抱きしめ合いながらキスをしていた時の写真が貼られていた。写真の下には俺とユキの名前、そしてユキに許嫁いいなずけがいることも書かれた紙も貼られていて、俺たちの情報が晒さらされていた。

　頭の中が真っ白になる。誰かに撮られていたのか？　でもあの時確かに誰もいなかったはずなのに……。と、とにかくこの写真を回収しないと。これ以上誰かに見られてもいいことはない。俺は掲示板から写真を剝がしてすぐポケットの中に入れる。

「ひ、宏樹……」

「…………」

　浩一と紫も呆ぼう然ぜんとしていた。そりゃそうだ、だって仲良くしている友達同士のキスシーンなんて見せられたら……わけわかんなくなるに決まっている。

「…………」

　なんて言えばいいのかわからず、黙ってその場から逃げ出した。一体これ、どれぐらいの生徒が知っているんだ？　あんな目立つところに貼られていたら、結構な数の人が見ているってことになるよな……だから外でも視線を感じたんだろうし。

「……ユキは？」

　ユキはこのことを知っているのか？　いつもならもう学校に来ている時間だから……もうすでに知っているんじゃないか？　そう思った俺はまず教室に行った。けれどそこにユキの姿はない。多分……クラスメイトも大体は知っていそうな気配がしたし、いられるような空気じゃなかったんだろう。ならきっとユキは……。

「ユキ……」

「ひ、ヒロくん……」

　屋上の扉の前に行くと、やっぱりそこにユキはいた。縮こまって隠れるような体勢をしていて、この様子を見るに……。

「ユキもあの写真……見た？」

「……うん」

　予想通り、ユキもあの写真を見ていた。

「……ご、ごめん！　あの時俺がキスなんてしなければ……」

「ち、違う！　ヒロくんは何にも悪くない……悪いのはあんな風に写真を撮って、勝手に貼ったりしてる人だから……」

　そうユキは言ってくれる。でも、結果的に俺たちの関係が知られてしまったのは……昨日俺がした軽率な行動が原因なのは間違いない。ど、どうしたらいいんだ……これ。どうにかして誤魔化さないと、俺たちはきっと……。

「ど、どうするユキ？　捏ねつ造ぞうだって言い張るか？」

「……多分、無理だよ。誰も信じてくれない」

「……そうだよな」

　俺たち二人の力では、正直どうしようもないだろう。くそっ、何かいい案はないのか？

「もう、嫌だ……なんで、なんでこんなことになっちゃうの……」

　ユキは泣き出してしまう。こうなってしまったんだから当然だ。

「ゆ、ユキ……」

「……もう、キスしない。これ以上、ヒロくんに迷惑かけたくない。不幸にしたくない。……学校も、来ない。私がいたら、ヒロくんが白い目で見られちゃう」

　虚うつろな目をしながらそう言い放って、ユキは階段を降りていく。

「な、何を言って……ゆ、ユキ！」

　俺は止めようとした。けれど、その途中野次馬たちが俺たちを見つけるとユキは走ってどこかに行ってしまった。追いかけようにも、野次馬が邪魔で前に進むことができない。くそっ、なんでこんなすることなすこと上手くいかないんだ！

　なんとか野次馬の中を突っ切るも、時すでに遅し。ユキの姿はどこにも見当たらなかった。教室に戻った……わけがない。一体どこに……。

「浜はま地ち先輩なら、先ほど校門を出て行かれましたよ」

「あ、鮎あゆ川かわさん！」

　下駄箱付近で途方に暮れている俺の元に現れた鮎川さんが、ユキの目撃情報を教えてくれた。どうして俺がユキのことを探しているのを知っているのかはわからないけど、もうすでに鮎川さんもあの写真を見たのかもしれない。

「あ、ありがとう！　すぐにそっち……え？」

　走って校門に向かおうとした時だった。鮎川さんは俺の手を摑つかんで行かせてくれない。

「ちょっとお話ししましょう、梅うめ崎さき先輩」

「い、いや……そんな暇は」

「これ、今度はネットにアップしますよ？」

「……は？」

　鮎川さんはスマホを俺に見せてきた。そこに写っていたのは、俺とユキが昨日公園でキスをしていた時の写真。それも学校に貼られていたものではない角度からのものだった。俺は驚いてつい声を漏らしてしまう。どうして鮎川さんがこの写真を……？

「では、こっちに来てください」

　俺は鮎川さんに連れられて言われるがままに校舎裏に行った。

「ど、どうして鮎川さんがこの写真を……？」

　恐る恐る、俺は写真のことを聞く。

「私が撮ったからですよ。写真をあそこの掲示板に貼ったのも、私です」

　大方予想できた答えが返ってくる。でも、わけがわからない。どうして鮎川さんがこんなことをするのか。

「わけがわからないって顔をしていますね先輩。簡単な話ですよ。私の両親が離婚する前の私の名字が、芥あくた川がわだって言えばおわかりいただけるんじゃないですか？」

「あ、芥川……ま、まさか」

「ええ。浜地先輩の許嫁である『芥川健けん悟ご』は、私の実の兄です」

　淡々と、鮎川さんは真実を語る。こんなことってあるのか？　仲良くしていた後輩が、芥川さんの妹だったなんて。今まで、俺たちを監視するために仲が良いふりをしてたってことなのか？

「私の母はですね、一年前父に浮うわ気きされて一族から捨てられたんです。ついでに母に似ている私も気にくわないので一緒に捨てられました。そのショックで母は入院、私は一人ぼっちになってしまいました」

「そ、そんな……。で、でもどうしてあの人に協力するんだよ。だって……捨てられたんだろ？」

「お金ですよ。浜地先輩を監視すれば、生活費も母の入院費も払うと兄から言われたので。だから私はこっちに引っ越してきて、この学校に進学することを選んだんです」

　ため息をひとつつきながら、鮎川さんは話を続ける。

「浮気を疑うなら無理やり先輩と引き離せば済む話なんですけどね。付き合うことのできない相思相愛の二人を身近な距離に置かせて優越感を感じたかったのかもしれませんが。ほんと、悪趣味です」

　そう言った後に、鮎川さんはもう一回ため息をつく。この話を聞くに、鮎川さんは被害者なのかもしれない。お母さんのこと、そして自分の生活と引き換えにスパイみたいなことをやらされているみたいだし。

　それなら、俺は鮎川さんを責めることはできない。

「鮎川さん。この行動は褒められないけど、鮎川さんも色々と辛つらいことがあっただろうし、俺は君を責めないよ」

「お優しいですね、先輩。でも、所詮私は浜地先輩より大切じゃないでしょ？」

「え？」

　鮎川さんの目つきが鋭くなる。そして俺に密着するぐらい近くに寄って来た。離れようとしても、離れてくれない。俺は追い詰められて、背中が壁にくっついてしまう。

「それじゃダメなんですよ。私は、先輩に一番優しさを注いでもらいたいので」

「ど、どういうこと……？」

「先輩、よく考えてみてください。兄にこの写真を報告するだけなら、わざわざ学校に貼り出す必要なんてありません。直接報告してしまえば、それで済む話ですから。でも私、まだこの写真を兄に送っていないんです」

「は……？」

　もうすでに芥川さんにこの写真を送られたと思っていたから、俺は驚きを隠せなかった。それに、スパイの鮎川さんが写真を撮ったなら確かに学校で拡散させる必要もない。芥川さんに教えればそれで済む話だから。

　じゃあなんで鮎川さんはこんなことをしているんだ……？

「ふふっ、困っている顔をしている先輩、可愛かわいいです。じゃあ、答えを教えてあげますね。先輩を、私のものにするためです」

「な、何を言って……」

　答えを言われてもわけがわからなかった。だが、そんな俺には御構い無しに鮎川さんは話を続けてきた。

「私、梅崎先輩のことが大好きなんです。今まで、人に利用されては辛い思いをさせられ続けた私の人生の中で、先輩だけが私に優しくしてくれた。一度じゃない、初めて会った時も、高校に入った時も、私が困っていたらすぐ助けてくれて……好きになっちゃったんです」

　俺の手に触れて、鮎川さんは自身の想いを語る。鮎川さんに好意を抱いてもらっていた、それ自体はありがたいことだけど。でも、もう俺はユキに心を決めている。だから……。

「ご、ごめん……俺はその想おもいには……」

「応えられない……ですか」

　俺だってフラれる時の苦しみはわかっている。だけど、ユキへの想いに正直でいたい。だから鮎川さんには申し訳ないけど、断るしか───。

「でしたら、今すぐ兄にこの写真を送りますよ？」

「え？」

　鮎川さんは再び俺にキスの写真を見せる。そしてラインに画面を切り替えて、芥川さんの連絡先と思われるトーク画面に画像を貼り付けようとしていた。

「や、やめてくれ！　そ、そんなことをしたらユキが……」

「ええ、きっと浜地先輩はタダじゃ済まないでしょうね。それに、お二人は二度と会うことができなくなるでしょう。ですから、先輩に断るという選択肢はありません。あるのは私と付き合うことのみです」

「そ、そんな……」

　邪悪な笑みを浮かべながら、鮎川さんは俺に選択を迫る。はなからこれが狙いだったってことか。この写真を脅迫材料にして、俺との交際を強制的に実現させるのが。

「私なりに気を使って警告してあげたんですよ、梅崎先輩を傷つけたりしたくなかったので。浜地先輩にはちゃんと天罰が下るって言ってあげましたし。それにみんなで焼肉を食べた日、突然兄が来たでしょう。それ、私がけしかけたんですよ。お二人が変なことをしないように」

　だから芥川さんは俺の試合があったことを知っていて、こっちに来ていたのか。俺が思っている以上に、鮎川さんは俺たちのことを手のひらで転がしていたようだ。

「なのにお二人はこそこそとキスなんかしてて、私すごく傷ついたんですよ。だから見せしめに、二度とキスができないよう学校に写真を貼りました。案の定、浜地先輩は逃げ出しましたね。学校にももう来ないでしょう。でも良かったです。こうして梅崎先輩と付き合うきっかけが作れたんですから。これから、二人で幸せな日々を過ごしましょうね」

「む、無理やり付き合わせて幸せになんかなれるわけがない！」

「いーや、なるんです。今は私への憎しみでいっぱいかもしれませんが、これから私がいっぱい好きになってもらうために頑張りますから」

「……」

　嫌だと言いたかった。でも、ここで俺が拒否すればユキの身が危険に晒さらされてしまう。昨日あの公園でキスさえしなければ。改めてその後悔の念にかられる。

「私は兄とは違って温厚ですから、三日間猶予をあげますよ。選択肢は私と付き合う、その一つしかありませんが」

「……」

「幼おさな馴な染じみ二人が揃そろってお互いのために自分の身を犠牲にする。ああ、麗うるわしき友情ですね。見ていてほっこりしてしまいます」

「二人揃って……？」

「おっと、口が滑ってしまいました」

　口元に手のひらを当てながら、鮎川さんはニヤリと笑う。二人揃ってって……まさか、ユキは俺のために身を犠牲にしてたってことか!?

「教えてくれ！　どういうことなんだよ！」

「えーどうしましょう。わざわざ私が教える必要なんてこれっぽっちもありませんからねぇ」

　鮎川さんは懇願する俺の様子を見ながら、ニヤニヤ笑って楽しそうにしている。だけどそんなの気にしている場合じゃない、ユキがどうして芥川さんの許嫁いいなずけでいるのか、その理由をどうしても知りたいから。

「た、頼む……教えてくれ」

「そんなに知りたいんですか？　でしたら、私のお願いを一つ聞いてくださったら教えてあげますよ」

「お願い……？」

「私のこと、大好きって言ってくれたらお教えします」

　俺の足元を見て、鮎川さんはタチの悪い提案をしてきた。正直、言いたくない。だって俺はユキのことが好きだから。でも……そうしないとユキのことを聞けない。グッと気持ちを堪こらえて、俺は言われた通りにすることを決めた。

「……大好き、鮎川さん」

「下の名前で呼んでください。楓かえで、ですよ」

「……楓、大好き」

　感情のない、大根役者よりひどい棒読みにも拘かかわらず鮎川さんはとても喜んでいた。よほど嬉うれしかったんだろう。俺は最悪の気分だが。

「よくできました！」

　鮎川さんは手をパチパチ叩たたいて、その後俺の頭をねっとりとさする。

「さて、約束通り教えてあげます。浜地先輩は兄から、許嫁を解消したらご両親の和菓子屋を潰すこと、そして梅崎先輩がサッカーをできなくなるよう仕向けるって脅されているんですよ。でももう、浜地先輩のことなんか関係ないですね。だって私たちこれから付き合うんですから」

「……！」

　血の気が一気に引いた。それが本当なら、ユキは俺のことを守るためにも芥川さんと許嫁でい続けたってことか？　だから、俺に助けてって求めずにいたのか？

「麗しき幼馴染愛ですね。お互いのことを思って、自分を犠牲にするんですから。でもよかったじゃないですか。梅崎先輩が私と付き合えば兄の浮気の心配も無くなりますから、浜地先輩のご両親の和菓子屋も、梅崎先輩も無事でいられます。ハッピーエンドとは、まさにこのことですね」

「……」

「さて、教えてあげたお礼もいただきたいですね。そうだ、今この場で、私のキスを受け止めてください」

　そう言うと、手のひらで俺の両頰を包み込んで、鮎川さんは俺にキスをしようとする。無抵抗に言うことを聞く俺をいいことに、好き放題できると思っているんだろう。

　だけど、それだけは許さない。

「きゃっ！　な、なにするんですか」

「キスは……できない。俺は……本当に大好きな人としかキスはしたくないから」

　このままキスをされてしまったら、ユキとの口づけが上書きされてしまいそうで怖かった。それに、好きという言葉は噓うそをつけてもキスをしたことは取り消せない。もしここで受け入れてしまったらそれこそユキへの想いを裏切ることになってしまう。だから、俺は両頰を包み込んでいた鮎川さんの手を払いのけて、鮎川さんからのキスを拒んだ。

「はぁ……この期ごに及んでまだ浜地先輩のことを思っているなんて。でも、ちょっと反抗的な方が奪い甲が斐いがありますね。それに三日間の執行猶予を与えたのは私ですし、それまでは浜地先輩のことを思っていてもいいですよ」

　鮎川さんは残念そうな表情をするも、ギロリと獲物を狙うような視線を俺に送る。どんなに抵抗したって、結局貴方あなたは私のものなんですよ、と言われているようだ。

「じゃあ三日後、返事をお待ちしています。私のキスを受け入れてくれる日を楽しみにしていますよ、梅崎先輩」

　鮎川さんは俺に手を振って先に校舎の中に戻っていった。もう俺が付き合うと思い込んでいるんだろう。事実、もう選択肢はそれしかない。どんなにユキのことが好きでも、三日後にまた抵抗しようものならユキの身が危険に晒されてしまう。

　身体からだの力が抜けて、俺は地面に座り込んでしまう。万事休すだ。ユキを助けるためには、俺が鮎川さんの要求を吞のむしかない。

「……クッソ」

　涙が流れてくる。安直な行動で、弱みを握られてしまったこと、そしてユキが俺のために苦しんでいたことに気づけないでいたこと。その二つが重なって、こんな最悪の結末になってしまった。

　涙が止まらない。胸が苦しい。俺は……一体どうしたらいいんだ。











第十九話　正直になれ






　キスの写真が貼られた当日は、俺も学校にはいられなかった。ユキの家にも寄ったけど、返事すらもらうことができず、気づけば一日が終わっていた。もう二度と俺に関わらないようしているのかもしれない。俺たちこのまま、会えなくなるのかな。そんな不安を抱えながら、翌日俺は学校に行こうとした。

　だけど、行こうとしたら足が動かなくなる。大勢にキスの写真を見られた恐怖からか、ユキが学校に来ないならどうでもいいやと思ったからか。それとも鮎あゆ川かわさんの手のひらで転がされている現実を、受け入れられないからか。

　一体どれが答えなのかはわからない。でも、今日の俺が学校に行けないことはわかった。親には仮病を使って学校を休むと言い、時間だけがただ過ぎていった。

　今になってようやくユキの気持ちが理解できる。怖かったんだよな、色んな辛つらいことが重なって、耐えられなくなったから不登校になったんだろう。

　自分の手で助けてあげたかった。でも、結果的にはユキが危険に晒されることがないようにしたのだから、それでいいじゃないか。もうそうするしか、ユキを救う方法はないんだから。そう、ベッドの上で横になりながら俺はユキとのことを割り切ろうとしていた。

「……？」

　ふと、誰かが階段を駆け上がってくる音が聞こえてくる。母さんか？　でもそんな機敏に駆け上がれるとは思えない。なら一体誰が───

「宏ひろ樹き！」

　ノックすらなく、部屋の扉がいきなりバンッと音を立てて開く。そして俺の目に、息を切らしながら真剣な表情をした紫ゆかりの姿が映る。学校が終わってすぐ来たってことか？　で、でもなんで……。

「あんたの家、一年の頃来ててよかった。そうじゃなくても担任から聞き出してただろうけどね。で、いつ学校くるの？」

「い、いつって……」

　その質問に俺は言葉を詰まらせる。いつ学校に行けるかなんて、俺が聞きたいぐらいだから。でも、きっと紫は俺のことを心配して来てくれたはずだ。これ以上迷惑をかけるわけにもいかない。

「あ、明日から行くよ。今日はまぁ昨日色々あって体調崩しちゃったけど、もう大丈夫だから」

　だから俺は紫に噓をついた。そう言えば、紫が納得して帰ってくれると思ったから。

「ふざけないで！　そんな見え透いた噓ついたって、私は騙だまされないっての！」

　けれど、紫は騙されなかった。俺が噓をつくのが下手くそだっていうのもあるんだろう。紫は怒りをあらわにして俺の胸ぐらに摑つかみかかってきた。

「宏樹の目、すごい泳いでるし……声も震えてる。それに、何よりあんたがすごい悲しそうな顔してんの！　そんな表情で大丈夫って言われても説得力なんてゼロだから！」

「そ、そんなことは……」

「ある！　そりゃあ……浜はま地ちさんと隠れてキスするような仲だってのは、あたしだって驚いたよ。でもさ、あんたが浜地さんのことすっごく大事にしてるのも知ってるから。何か事情があるんじゃないの？」

　紫は俺から手を離して、少し落ち着きを取り戻す。そして呼吸を整えて、俺の肩をポンと叩く。

「あたしに言いたくないこと、まだまだたくさんあるかもしれないけどさ。少しぐらい頼ってよ。できることは少ないかもしれないけどさ、きっとゼロじゃないから」

　ニッと笑って、紫はそんなことを言ってくれた。その表情を見ると、何だかすごく落ち着く。ああ、紫に下手な噓はつけないな。

「ほら、シャキッとしてよ！　また浜地さんと一緒に笑い合える時が来るように頑張ろ！」

「ゆ、紫……」

　やばい、泣きそう。紫の温かさが、骨の髄にまで染しみ渡ってくる。

「にしし。泣いちゃダメっしょ。ほんと、一人で背負いこみすぎなんだよ」

「あ、ありがとう紫。いや、ここまで気にしてくれる友達を持って、本当に幸せ者だなって思ったからさ」

「友達……ね。うん、そうだよ、困っている友達を助けないわけにはいかないじゃん！　で、でもさ……それだけじゃ、ないんだよ。あ、あたしは……」

「おい宏樹！」

「うわぁ！」

　紫が喋しゃべっている最中、どんどんと大きな音が聞こえてきたと思えば、猛ダッシュで浩こう一いちが俺の部屋に入ってきた。何だか一気に部屋が騒がしくなった。

「浩一も来てくれたのか！」

「あたぼうよ！　紫に置いてかれて道に迷っちまったが、何とかたどり着くことができたぜ」

「あんたが遅いから置いていっただけだし。しかもあたしが言いたいこと邪魔して……」

「あ、そう言えば紫、話の途中だったな。何だったの？」

「べ、別になんでもない！」

　確かに何かを言いかけていた気がするけど、紫は誤魔化して話をやめた。追及しようかと思ったけど、それよりも先に浩一が俺にこんな質問を飛ばしてくる。

「で、宏樹。浜地さんと付き合ってるのか？」

　何のひねりもない直球の質問が飛んできた。さすが浩一、遠慮ってものを知らない。

「直球すぎでしょ……。でもあたしも気になってるから教えて。二人の現状をさ」

「……わかった」

　キスのことを知られてしまった以上、もう隠すものもない。俺はことの顚てん末まつ、そして今の状況を全て二人に伝えた。

「あのイケメン野郎、裏ではそんなことをしてやがったのか！　許せねぇ、今すぐ俺が殴り込みに行ってやりてぇ」

「そしたら浩一が警察呼ばれるでしょ。でも……気持ちはわかる。あたしも、芥あくた川がわさんのことぶっ飛ばしてやりたい」

　芥川さんがユキを脅迫していたことを教えると、二人とも怒りを抑えきれないようだった。やはり、あの人がやっていることは許されることじゃない。

「でも芥川さんにバレたら自分の身が危なくなるのに、毎日キスをする約束をするだなんて……浜地さん、本当に宏樹のことが大好きなんだね」

「それを受け入れる宏樹も浜地さんのことが大好きなんだって言えるよな！」

「う……」

　面と向かって二人にそのことを言われると、すごい恥ずかしい。ユキがどこまで俺に好意を寄せてくれているかはわからないけど、俺は本当にユキが大好きだってことは間違いない。

「そんな大好きな浜地さんのこと、絶対助け出すんでしょ、宏樹？」

　紫のその質問は、今の俺にとっては愚問だ。

「ああ。俺はずっとユキと一緒にいたいから、絶対に助け出してみせる」

「おーカッケーこと言うじゃんか宏樹！」

　浩一はべしべしと俺の背中を叩たたきながら褒めてくる。きっと、信頼できる二人がわざわざ来てくれたから、俺はその決心がついたんだろう。本当に、俺はいい友達を持った。

「で、芥川さんの妹だった鮎川さんが宏樹に脅しをかけてきて二日後には宏樹は鮎川さんの彼氏になる……まさか鮎川さんがそんなことをするような子だったとはねぇ」

「美人だけど宏樹をそんな目に合わせるのは許せないな。だがどうする？　二日後までに何か手を打った方が良くないか？」

「そりゃそうでしょ。宏樹をそんな悪人たちの手に渡すもんかっての。もちろん宏樹も、あんな奴やつらの言うこと聞くつもり、もうないよね？」

「ああ、俺がなんとしてでもユキを守る。だから二人とも、力を貸してくれないか？」

「当たり前だ！」

「うん、じゃんじゃん頼ってよ！　じゃあ、まずするべきこととしては浜地さんの両親にこのことを話すべきだよね」

　紫の言う通り、ユキの両親に芥川さんのことを話すのがまずするべきことだ。前にユキにどうして芥川さんと婚約したのか聞いた時は、理由を言ってもらえずどうすることもできなかった。

　でも、それは家の和菓子屋を守るため、そして俺が被害を食くらうのを防ぐためだった。その理由がわかった今なら、ようやく行動できる。どうにかして、ユキが芥川さんから離れられる状況を作らないと。でも、まだまだ問題はある。

「でも俺がユキを助けたとしても、芥川さんがユキの家の和菓子屋を潰しにかかった時、俺にできることって……」

「なら俺の親おや父じに頼めよ。一応弁護士やってるし、俺から事情は話しておくからさ」

「ああ、そういえばあんたのお父さん弁護士だったね。ほんと、お父さんは優秀でよかった」

「紫、それは一体どういう意味だ？　絶対嫌味だよなそれ」

「さーね。でもちょうどよかった。それなら浜地さんのお家うちの問題も多少はどうにかなるかも。で、次は学校の生徒や先生たちにどう弁明するか。今の宏樹は浜地さんを許嫁いいなずけから寝取ったクソ野郎って噂うわさも流れてるから、そこを訂正しないと。それを解決しなきゃ二人は学校に行きづらいままだろうし」

　そ、そんな噂が流れてるのかよ。でも赤の他人から見ればそう見えるのは仕方ないか。芥川さんは一度俺たちの学校に来て好印象を色んな人に与えているし、尚なお更さら対比して俺がクソ野郎って思われてるのだろう。

「芥川がクソ野郎だってみんなに言えばいいだろ」

「証拠がないでしょ。外面めちゃくちゃいい人みたいだし、みんな簡単に芥川さんの方を信じちゃうよ」

　紫の言う通り、きっと俺たちがただ真実を言っても中々信用してもらえないと思う。だから三人でどうにか解決策はないかとしばらく考えるものの、中々いい案は出ず。

「ならいっそ二人の想おもいが本物だって見せつければいいんじゃね？　どうせみんなに二人がキスしてたことは知られたんだし、いっそテレビ番組みたいにみんなの前で想いを告白するとかいいんじゃね？　そしたら応援してくれる人も出てきそうだし」

「いや、浩一。そんな恋愛リアリティーショーみたいなことするのは本人たちが恥ずかしいでしょ」

「……いや、それかも」

「「え？」」

　二人とも、まさかその案を俺が採とるなんて思っていなかったんだろう。目を丸くして、驚きを隠せない様子だった。でも、俺はそれが一番効果的だと思う。

　芥川さんの悪行は証明することができない。けれど、俺のユキへの強い想いはみんなに証明することができる。そしたら浩一の言った通り応援してくれる人も出てくるかもしれない。それに、自分自身の決意を固めるためにもうってつけだ。

「全校集会の時にする部活の表彰って、いつだっけ？」

「確か明後日あさってじゃね？　え、まさかその時に!?」

「そのまさかだよ浩一。明後日、ユキを連れて行ってみんなの前で俺の想いをぶちまける」

「しょ、正気なの宏樹!?　そ、そもそも浜地さんを学校に連れて行くのもかなり難しいだろうし……」

「絶対連れて行くよ。だって、俺はユキと約束してるからさ」

　ただの説得ならきっとユキは学校に行ってくれないだろう。でも、俺はある約束をユキとしている。それをすれば、きっとユキは行ってくれるはずだ。

「……わかった。あんたがそうしたいなら止めない。あたしもできる限り手伝えることはする。もちろん浩一もでしょ？」

「あたりめえだ！　よし、帰ったらまずは親父に話して……いやぁ、やることがたくさんあるな！」

　きっと、俺一人じゃどうにもならなかったと思う。踏み出す勇気が出せずに、鮎川さんの脅しを受け入れてしまっていたかもしれない。だけど、紫と浩一、この二人が俺を引っ張ってくれたから活路を開くことができた。本当に、二人には感謝してもしきれないな。

「ありがとう、二人とも」

　俺は頭を下げて二人にお礼を言う。

「これくらいお安い御用だっての！　なぁ紫」

「うん、そうだよ。これからももっとあたしたちのこと頼ってね」

「ああ！」

　二人とも、明るい笑顔で頼り甲が斐いのあることを言ってくれた。こんな頼りになる友人を持って、本当に俺は幸せ者だ。

「よし、それじゃあ明後日の表彰式に向けての作戦会議を今からするか。ん、紫どっか行くのか？」

「ちょっとトイレ。先に始めていいよ。宏樹、トイレって一階にあるんだっけ？」

「うん、一階の洗面所の近くにある」

「オッケー、サンキュ。……宏樹、絶対幸せになってよね」

　トイレに行く前、なんだか少し悲しそうな表情をしながら紫はそんなことを言う。

「ああ、もちろん」

　紫が俺を鼓舞してくれたから、こうして勇気を出すことができた。紫に恩を返すためにも、絶対この作戦を成功させないといけない。その思いも込めて、俺はコクリと頷く。

　それに紫はクスッと笑って反応し、下の階に降りていった。




　　　　＊




　翌日。俺はユキの家に行って、ユキの両親に忙しい仕事の合間に時間を取ってもらい、全てを話した。信じてもらえるか心配だったけど、長年の付き合いもあって二人とも俺のことをとても信頼してくれていたから、疑われることなく話を聞いてもらえた。

「そ、そんなことが……。あの子がそんな脅迫されていただなんて……」

　ユキのお母さんは話を聞いて泣き出してしまう。娘が辛つらい思いをしていることに気づけなかったのが悔しかったのだろう。その気持ち、俺もすごくわかる。

「思えば幸ゆき穂ほがあの人と一緒にいて笑うところを見たことがなかった。緊張しているのかと思っていたが……。宏樹くん、ありがとう。私たちにそのことを伝えてくれて」

　ユキのお父さんは俺に頭を下げてお礼を言ってくれた。

「本家の人間に許嫁の話を破談にしてもらうよう私から話すよ。平気で他人に脅しをかけるような人間に娘はやれないからね。それに、本家に頼らなくてもうちはちゃんと経営していける。そう簡単に潰されるようなヤワな店じゃないからね。だから、宏樹くんは何も気にしなくていい」

　ユキのお父さんは芥川さんとの縁談を破談にすることを決断してくれた。色々と大人の問題もあるんだろうけど、娘のためを思ってリスクを背負う覚悟をしてくれて、本当に良かった。万が一芥川さんが逆上しても、浩一が弁護士であるお父さんに話をしてくれたらしく、最悪そこに頼ればなんとかなると思う。ユキを助ける基盤は、段々と整ってきた。

「けど幸穂は全然返事をしてくれなくてね。部屋から出てきてくれるかどうかわからないんだ」

「それなら、俺に任せてください。明日、絶対に学校に来てもらいたいので」

「わかった。宏樹くんに任せるよ」

　ユキを任された俺は、早速ユキの部屋に行った。予想通り、ノックをしてユキを呼んでも返事は帰ってこない。以前までの俺なら、ここでユキに返事をもらうことを諦めてしまうか、ドアの前で話しかけ続けていただろう。

　でも、それじゃあもうダメだから。

「!?」

　まさか俺が許可なくドアを開けるなんて思っていなかったはず。だから鍵を閉めずにいたんだろう。でも、今日は俺がユキに許可を取ることなく唐突に扉を開けて、ユキはとてもびっくりしていた。

「ひ、ヒロくん……ど、どうして」

「明日、学校に来て欲しい。伝えたいことがあるんだ」

「い、いや……。こ、これ以上ヒロくんを不幸にしたくない！　わ、私のことはもう気にしなくていいの、もう、十分すぎるぐらいヒロくんとは───んんっ!?」

　俺はユキの口を塞ぐように、自分からキスをした。ユキのように上手うまくはできないけれど、それでも気持ちを込めてキスをした。

「……ひ、ヒロ……くん？」

　いきなり俺にキスをされて、ユキは放心状態となる。こんな唐突にキスをされるだなんて全く思ってもいなかったんだろう。

「俺はユキと幸せになりたいんだ。そんなこと、言わないでくれ」

　俺はもうユキの弱気な発言を聞きたくなかった。

「明日、学校に来て欲しい」

「で、でも……」

「キスをしたら、学校に来てくれる約束だったろ？」

　やはりユキは学校に行くのをためらっている。でも、俺はユキとそんな約束を交わしたはずだ。俺がキスをした今、ユキは学校に行かなければいけない。

「朝だけでいい、待ってるから」

「ひ、ヒロくん……」

　そう言った後、俺はユキの部屋を後にした。約束通り、来てくれるかな。来てくれなかったら、俺たちが立てた計画はおじゃんになる。でも、ユキは昔から俺との約束を破ったことがない。

　だから、俺はユキのことを信じて待ってる。











第二十話　大好きだから






　キスの写真が学校に貼られてから三日目。今日は全校集会があるため全校生徒が朝から体育館に集められている。朝練を終えて戻ってきた俺も、そこに行かなくてはいけない。

「ユキ……」

　少しだけ、ユキが来るかどうか心配になる。

「浜はま地ちさんなら来るって。宏ひろ樹き、来てくれるよう頼んだんでしょ？」

「そうだ。ここにきて不安になってんじゃねぇよ」

　俺が不安になっているのを察したのか、紫ゆかりと浩こう一いちが鼓舞してくれた。ほんと、どこまでも頼りになる奴らだ。

「……ああ。そうだよな、信じるしかないよな」

「そうそう。じゃあ行こっか」

　そして俺たちも体育館に向かう。そして自分の座席に着くと、鮎あゆ川かわさんが近くに歩み寄ってきた。

「あ、梅崎先輩、いよいよ今日ですね。私、すごく楽しみですよ」

　鮎川さんは俺が自分のものになることを信じて疑っていないようだ。

「一緒にどんなことをしましょうか？　私、デートは初めてなので色々とご迷惑をおかけすると思いますが、たくさん楽しんでもらえるよう頑張りますね」

「……その気持ちは嬉うれしいけど、君が思っているようなことにはならないよ」

「まだ反抗的な態度を取るんですね。ふふっ、でしたらどうなるか、楽しみにしていますよ」

　鮎川さんはニヤッと笑いながら一年生の場所に戻る。それから数分後に全校集会が始まって、まず初めに校長先生のつまらない話が続く。けれど、ユキはなかなか来てくれない。そして次に表彰式が始まったが、まだユキは来てくれない。他の部活が表彰されているが、俺たちサッカー部ももうすぐだ。

　絶対に来て欲しい。ユキに伝えたい想おもいがあるから。だけど……ユキに負担をかけすぎてしまったかもしれない。

　そして、サッカー部の番がきた。まだ、ユキは来ていない。

　表彰されるために俺はスタメンの部員と一緒に壇上に上がる。

「おーキス野郎が出てきたぜ！」

「ピューピュー、濃厚なキスはどうだった!?」

「罪な男だなぁおい！」

　壇上に上がれば、全然知らない奴やつらが俺に品のない野次を飛ばしてくる。……ははっ、まじでみんな知ってんだな。これはもう、隠したって仕方がない。もしユキが来なくても、俺一人で自分の想いを吐き出してしまうのもいいかもしれない。滑稽かもしれないけど───

「！」

　表彰状授与が終わって壇上から降りて行く時、体育館の扉が開いた。開けて入ってきたのは、ユキだった。体育館内が騒然となる。みんな、こんな堂々とユキが学校に来るなんて思っていなかったんだろう。

　約束を守ってくれた。じゃあ、あとは伝えるだけだ。

「ユキ！」

　俺は腹の底から、ユキの名前を呼んだ。全校生徒、そして先生方はいきなり叫んだ俺を見て、目を丸くしている。そりゃそうだ。俺だって見る側の立場だったらそうなる。

「ずっと、ずっと、そして俺は今でもユキのことが大好きだ！　可愛かわいいところも、たまに俺をからかってくるところも、いざという時に頼りになるところも、全部！　離れ離れになんかなりたくない、俺の彼女としてずっと一緒にいてくれ！」

　静まり返った体育館に俺の声はよく響く。だから反響する自分の声がよく聞こえるんだけど、ほんと馬鹿なことをしている自覚はある。でも、馬鹿なことをさせるぐらい、俺のユキへの想いは止まらないんだ。

「そのために絶対俺、プロになって金稼いで、ユキを幸せにする！　あんなクソみたいな許嫁いいなずけなんかに絶対ユキのこと渡さないから！」

　馬鹿みたいに大声を出しているから、息も苦しいし声も枯れてきた。でもまだまだ伝えたい想いがある。だが、流石さすがにそろそろ先生方もこれをお許しになってくれないようで。

「おい梅うめ崎さき、もうやめろ！」

　生活指導の先生がやめさせようとしてくる。そりゃそうだ、これ以上好き勝手やられたらたまったもんじゃないだろう。

「そうはさせねー！」

「お、おい何をするんだ柳やなぎ！」

　でも、浩一が身を挺して止めてくれた。それに、体育館全体がもっとやれといった雰囲気になってきた。よし、もっと言う───

「ヒロくん！」

「ゆ、ユキ!?」

　俺は驚いた。いや、ここにいるみんな驚いたんじゃないか？　だって、ユキが壇上に走って上がってきたんだから。

「びっくりしたよ、ヒロくんがこんなことするなんて……」

　壇上に上がったユキは、俺の元にやってきて優しく笑いながらそう言う。

「ご、ごめん。嫌……だったか？」

「……ううん、そんなことない。私、すごく嬉しかった。ヒロくんが、私のことをあんなに想っていてくれたなんて……。それに、私を守るために色々してくれているんだよね？　パパから聞いたよ」

「諦めていたから、今まで言えなかったんだ。でも、もう吹っ切れたよ。きっと、たくさん迷惑かけると思うけど、俺はユキと一緒にいたい。それに、もう二度とユキが傷つかないよう守るから！」

「いっぱい迷惑かけていいよ。だって、それ以上にヒロくんは私に愛情をくれるでしょ？」

「ユキ……」

「私こそ、ヒロくんにいっぱい迷惑かけちゃうと思う。それでも、ヒロくんは一緒にいてくれる？」
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「もちろん、いくらでも迷惑をかけていいさ。いっぱい俺を頼ってくれ」

「……ヒロくん！」

　ユキは思いっきり俺のことを抱きしめる。すると体育館中が黄色い悲鳴と、ごっつい歓声で包まれた。けれど、俺たちにはそんなの関係ない。今はただ、お互いの想いを確かめ合って、ひたすらお互いの温ぬくもりを感じ合う。

「大好きだよ……ヒロくん」

「俺も……大好きだ」

　お互いに愛情を込めた言葉を送って、クスッと笑い合う。そして、恥じらうことなく俺たちはみんなの前でキスをした。

　柔らかくて温かい、ユキの唇の感触は今まで何度も味わった。けれど、今日初めて心の底からキスをすることで幸せを感じられた気がする。やはりそれは、俺たちの心が通じたからだろう。ずっとこうしていたいと思わせるほどに、このキスは……とても心地よかった。











エピローグ






　キスを終えお互いの想いを伝え合った後、当たり前だが俺とユキは教師たちによって壇上から降ろされてこってり怒られた。

「い、いっぱい怒られちゃったね」

　職員室から出ると、ユキは少し照れた表情でそう言った。

「でも怒られただけで済んで良かったよ。……キスもみんなの前でしちゃったからな」

「……でも、すごく良かったよ。今でも心臓がドキドキしてる」

「俺も───！」

「ちょっと待ってくださいよ、なに解決した雰囲気になっているんですか？」

　幸せに包まれていた雰囲気を、その一声が無理やりぶち壊した。その声を発したのは、怒り狂ってギロリと俺たちのことを睨にらみつける鮎あゆ川かわさんだった。

「あ、鮎川さん？」

「ユキ、鮎川さんは芥あくた川がわさんの妹だったんだよ。写真を撮ったのも彼女だ」

「そ、そうだったの……」

「梅うめ崎さき先輩、馬鹿なことはやめたほうがいいですよ。その女から離れて、今ここで私のことを抱きしめたら、今日のこと全部なかったことにしてあげます。気の迷いは誰にでもありますからね。ほら、早く」

　鮎川さんは両手を広げて俺のことを待つ。だけど、俺は一歩も動くつもりはない。

「嫌だよ。俺はユキが一番好きだから。それに、もう君たち兄きょう妹だいの思い通りになんてさせない」

「戯たわ言ごともほどほどにしてください。私はどうにかできても、兄は無理に決まっているじゃないですか。あの人はどんな手を使ってでもあなたたちのことを潰しに来ますよ？　今度は私にキス写真を盗撮されるよりも酷ひどいことがあるかもしれませんよ？」

「そうかもね。でも、もうユキは芥川さんの許嫁じゃない。関わる理由もなくなる。それに浩こう一いちのおかげで弁護士にも話をつけることができた。そうなれば、芥川さんも少しは動きづらいだろ？」

　そう伝えると、鮎川さんはあからさまに怖おじ気け付づく。ここまで準備されているとは思っていなかったんだろう。

「鮎川さんが俺をいいように手のひらで転がすつもりでユキが脅されていることを教えてくれたおかげでやっと決心がついたよ。その点では感謝してる」

「……随分と生意気なことを言いますね。ですが浜はま地ち先輩、これを聞いたら気が変わるんじゃないですか？」

　鮎川さんは背中に隠していたスマホを出して、俺たちに画面を見せる。そこに映ってたのは……。

『幸ゆき穂ほ、がっかりだよ。君が間違った選択をしてしまって』

　芥川さんだった。おそらく、最初から電話をつないでいたんだろう。今までの会話も筒抜けだろうし、芥川さんの不機嫌な表情を見るに、ことの顚てん末まつも鮎川さんから伝えられているようだ。

『梅崎くんに唆そそのかされて、いっときの夢を見てしまったのかもしれない。だけど、前も言っただろう？　君が僕を捨てれば、君の大切な人たちが不幸になるって。僕は本気だよ？』

「……」

　画面越しにも拘かかわらず、芥川さんのかける圧は相当なものだった。ユキが怯おびえてしまうのも無理はないと思い、俺はぎゅっとユキの手を握ってユキを鼓舞する。

『何を僕の目の前でいちゃついているんだい？　今すぐその手を離しなよ。そうすれば、情けで、キスのことも今日のこともなかったことにしてあげるから。みんなを不幸にしたくないだろ？　辛つらい思いをさせたくないだろ？　だから幸穂、早くその手を───』

「うるさい！」

　多分、初めてだったと思う、ユキが声を荒げて、他人に対して怒ることなんて。俺の手を握り返しながら、ユキは芥川さんの圧に怯えることなく対抗した。

「私はもう……貴方あなたの言いなりになんかならない！　ヒロくんが、覚悟を決めて私のために色々してくれたから……私だって、もう決意したの！　パパやママも、大好きなヒロくんも、不幸になんか絶対させないから！」

　その決意を聞いて、思わず俺も心に響くものがあった。きっと、芥川さんと喋しゃべることですら怖かったと思う。それでも真っ正面から覚悟を見せつけたその姿は、本当にかっこよかった。

『……そう。残念だよ』

　芥川さんは最後に、幻滅したような表情を見せて、電話を切った。

「……本当に、バカなお二人ですね。絶対後悔しますよ？　梅崎先輩、今からでも遅くないです、早く私を選んでください！」

　吐き捨てるように、鮎川さんは俺にそう言い放つ。まさかユキが反抗するなんて思っていなかったんだろう。頭の中で描いていた展開に進まなくて、歯ぎしりして悔しそうなそぶりを見せている。

「後悔なんてしないよ。ユキと一緒にいられることが、俺にとって一番の幸せだから」

「ひ、ヒロくん……！」

　ユキと一緒にいられないのなら、他にどんな幸せなことがあっても後悔するだろう。それぐらい、俺はユキと一緒にいられることを願っているんだ。

「ふざけないで……。絶対後悔させてやる、そんな薄っぺらい幸せなんかぶち壊してやるから！」

　そう捨て台詞ぜりふを残して、鮎川さんはどこかに行ってしまった。

「……ありがとう、ヒロくん。私と一緒にいることが一番の幸せって言ってくれて」

　ユキは俺にくっついて天使のような笑みを浮かべながらお礼を言う。

「事実だからさ。ユキと一緒にいられるために、これから俺いっぱい頑張るから」

「私も頑張るよ、ヒロくん。これからヒロくんと楽しい日々を過ごすためにも。……ねぇヒロくん」

「ん、どうしたのユキ───!?」

　唐突に、俺はユキにキスをされた。キスをした後、ユキはニコッと笑う。

「これからも一緒にいようっておまじないを込めた、誓いのキスだよ！」

　そうユキに言われた後、俺もお返しにユキにキスをした。大好きなユキとずっと一緒にいられるよう、なんとしてでも守り抜くって誓いを込めて。











あとがき






　初めましての方は初めまして。ウェブ版を読んでくださった方はお久しぶりです。

　作者の倉くら敷しき紺こんです。

　この度は本書を手に取りお読みいただきありがとうございました！　この作品を楽しんでいただけたら幸いです。




　ところで話は変わりますが、私はあとがきからラノベを読むタイプの人間です。だってラノベ作家さんのあとがきは面白いものがたくさんありますから、ついつい先に読んでしまうんですよね。

　特に編集さんとのやりとりを面白おかしく書いているあとがきが一番好きです。編集さんに締め切りを催促されるやりとりはいつ読んでも面白いですね。

　ちなみに私は今回締め切りを破ったりはしていません。大学三年を迎えた今年、ぼちぼち就職活動をしなくてはいけないという現実から目をそむけて執筆頑張りましたから！




　あれ、それって編集さんよりも怖い社会の圧力から逃げていただけ……ってコト!?




　……とまぁ、これ以上話すと悲惨な大学生活が露呈してしまうので私の情けない話はここまでにしておいて。ヒロインについて少しだけ。

　めんどくさいヒロインっていいですよね。頑張れと応援したくなりますし、守ってあげたくなる可愛かわいさもあります。本作品のメインヒロインであるユキもまさにめんどくさいヒロイン。皆様にも気に入っていただけたらいいな。




　ここからは謝辞になります。

　担当編集Ｓ様。打ち合わせの際ご指摘を頂いた度に、「いや……考えてなかったですね」ばかり言って本当に申し訳ございませんでした。次があるかわかりませんが、機会があればその場で答えられるよう頑張ります。

　イラストのぽりごん。先生。素敵なイラストありがとうございました！　ぽりごん。先生の描かれたキャラクターたちがめちゃくちゃ良すぎてもう……最高でした。神はこんなところにいるんだなぁと痛感させられましたよ。

　そして校閲担当者様。大変お世話になりました。お世話になりすぎて頭が上がりません。本当に色々とありがとうございます。

　最後に読者の皆様。本作を手に取ってくださって本当にありがとうございました！　また皆様とお会いできる日があれば、とても嬉うれしいです！
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